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恋人未満




「異動って……え、私がですか？」

　八月の第一月曜日、高たか瀬せちえりは勤務先である黒くろ崎さき会計オフィスに出勤するなり、社長の黒崎篤あつ紀きに呼びつけられた。

〝異動〟という言葉に意表を突かれたからか、ちえりは篤紀のデスクの前に突っ立ったまま、愛らしい大きな瞳をパチパチと瞬またたかせた。

　篤紀は、ぽかんとした顔で聞き返した彼女に、『おまえしかいないだろ』とでも言いたそうな顔で頷うなずく。

「そ、異動。おまえが」

　一階部分が駐車場、二階がオフィスという造りの黒崎会計オフィスは、南側に窓が集中しているため、朝から晩まで日当たりがよく、昼間は電気が必要ないほどに明るい。九時を過ぎたばかりの今も、白と黄色を混ぜたような温かい色をした日差しがブラインド越しに部屋に落ちていた。

「だって異動って、私バイトなのに？」

「喜べ。異動先では正社員になれるから。時期はハッキリ決まってないが、一年以内には確実だと思っておけ」

「一年……？　そもそも社員ってなんで……その前に、うちのオフィスには支店もないし、部署だってないのに異動って……。あ、席替えですか？」

　ちえりが疑問を並べ、目を丸くするのもおかしくはない。

　ちえりが主張するように、黒崎会計オフィスには支店もなければ部署だってないのだから。

　社員は十四人いて、顧客である企業や個人に代わり、主に専門的経理処理や税務申告を行っている。その中でのちえりの仕事は、会計ソフトへの入力や試算表の作成など、雑務が主だった。

　フロアの一番奥に篤紀のデスクがあり、その手前に机を向かい合わせに並べた島がふたつ。ちえりの席は、篤紀のデスクに一番近い位置にあった。向かいは空席で、書類置場となっている。

　そのほかには応接室と給湯室があるだけだった。

　そういった状況を踏まえ、『社長はきっと席替えのことを大げさに言っているだけなんだな』と判断したちえりだったのだが……。

　篤紀は『違ちげぇよ』とばかりに眉間にシワを寄せてちえりを見た。

「だから、異動だって言ってんだろ」

「だから、異動する先がないじゃないですか。……社長、暇潰しにからかうのやめてもらえませんか。私は雑用がたくさんあるので、社長みたいに暇じゃないんですよ」

　ちえりの言葉に、篤紀は「からかってねーよ」と手元の資料に目を通しながら、平然と答える。

　バイトのちえりに、『私は社長みたいに暇じゃない』と言われているのに、それはスルーでいいのだろうか。

　ちえりは少しイライラしながら、『この人、外見はいいんだからこの横柄な態度を少しくらいどうにかすればいいのに』とため息をもらす。

　黒崎会計オフィスの代表を二十八歳という若さで務めている篤紀は、かなりの美形だ。

　百八十センチ近くあるスラッとした体に、モデル並みかそれ以上の顔が乗っかっている。

　ほぼ万人受けするんじゃないかという容姿は、仏頂面でも様さまになるし、完全なビジネス用の作り笑いもカッコいい。

　それに、とにかく頭のキレがよく、集中している時の仕事の速さでは、おそらく右に出る者はいないだろう。機転も利くため、ほかの社員が慌てるような突然のトラブルにも素早く対処して片づけることができる。

　そうして空いた時間に、漫画や雑誌などを読んで過ごすため、ちえりからはよく『サボッている』などと言われたりするが……やるべきことはきちんと終わらせているため、社員達が不満に思うことはない。

　そんな代表に従って、社員たちも丁寧かつ迅速な仕事をこなしてきたおかげで、黒崎会計オフィスへの依頼の数はうなぎのぼりだ。

　マスコットキャラなんて可愛いものじゃないのは確かだが、黒崎篤紀はいろんな意味で会社の顔だった。




　そんな忙しい最中、新しい社員を雇うという話ならいざ知らず、まさかの異動命令となれば、ちえりも冗談にしか受け取れないに決まっている。

「はいはい、異動ですね。分かりました。異動します」

　適当に流して席に戻ろうとしたちえりを、篤紀が「おい」と止める。

『もう勘弁してよ』と言わんばかりに、げんなりした様子で振り返ったちえりに、篤紀はしかめっ面で再度告げた。

「高瀬ちえり、おまえ、そのうちホテル・プリンスＫに異動」

「……社長。本当に異動の話だとしたら、まず時期をハッキリさせてから言うべきですし……それに単純な疑問なんですが、会計オフィスにバイトとして勤めている私がなんでホテルに異動なんでしょうか。『暇潰しに私をからかうのはやめてください』って、もうずっと言って――」

　やれやれといった態度でそこまで言ったちえりだったが……あることを思い出し、ハッと黙り込む。そして「まさか……」と声をもらし、篤紀を見た。

　会計オフィスに勤めている人間が、急になんの関係もないホテルに異動なんておかしい。けれど、黒崎会計オフィスは、そのホテルと無関係ではなかった。

「俺がそのうち、時期見てホテルに異動することになったから、おまえも連れていくことにした」

　ニッと笑みを浮かべて言う篤紀を、ただ呆ぼう然ぜんと見つめるちえりには、さっきまでの威勢はなかった。




　黒崎篤紀の外見は、〝甘い顔立ちのアイドル〟というよりは、〝整った顔立ちのモデル〟に近い。きりっとした眉に奥おく二ぶた重えの形のいい瞳や、すっと伸びた鼻筋が、小さな顔にパーフェクトな配置で収まっている。実際にモデルとしても充分やっていけるほどのレベルだ。

　艶つやのあるサラサラとした黒髪は、社会人としては長めなのに、ふわりと自然な感じで流されていて、爽やかさを感じさせる。

　性格的にはややこしいことを嫌い、物事に対していつも最短の道を選ぶ。何事にも正面からぶつかり、嘘がつけないタイプで、〝実直〟〝素直〟と言えるだろう。

　短気で面倒臭がりなところはあるが、気に入らない相手とも世間話をしたり、お世辞を言ったりして、表面的にうまく付き合うことはできる。

　これといった趣味はないが、漫画の週刊誌を読むほかは、たまにキッチンに立ち、手の込んだ料理を作ったりしている。それを持ち、ちえりがひとり暮らしをする部屋に押しかけて、『ほら作ってきてやったから』と横柄な態度で食べさせ始めたのは半年以上前のこと。

　そんな彼が、そのうちホテル勤務になると言いだした。

　新しい勤務先は、ホテル・プリンスＫ。黒崎会計オフィスの親会社である。Ｋとは黒崎のＫであり、黒崎篤紀の父親が経営するホテルだと、ちえりは以前聞いたことがあった。

　由緒あるホテルで、ホテル業界では最大手。もちろん全国展開もしており、俗に言うＶＩＰもよく利用するような格式の高いホテルだ。

　そして黒崎篤紀は、正真正銘、ホテル・プリンスＫの御曹司なのだ。




「社長がホテル・プリンスＫの跡取りだなんて、今朝までただの冗談だと思ってました……」

「だっておまえ、俺が詳しく話そうとしても聞かなかったし」

「だってまず話が大きすぎるし、そんなの普通、信じないじゃないですか」

「それ以前に、俺に対して基本、興味がないから気にもならなかったんだろ？」

　ふてくされたように言う篤紀に、ちえりは「別にそういうわけじゃ……」と少しバツが悪そうにする。

「じゃあなんで俺の家庭どころか、今住んでる部屋がどういうところかも聞こうとしねぇんだよ。おかしいだろ。俺はおまえの住んでる部屋も家賃も、家庭の事情も、好きな食べ物もクセも、ほとんど把握してんのに。この差はなんだ」

　機嫌悪く言われて、ちえりはそろっと篤紀から視線を外した。

　クセに至っては、ただ単に篤紀がちえりを見ていて、気づいただけだから、少し違うようにも感じたが……そこはツッコまないことにする。

　お昼時のファミレスは、平日だからか、たまたまなのか、埋うまっている座席は半分ほど。

（メニューが今運ばれてくれば、この気まずい空気も変わるのに……）

　わずかな希望を抱いてはみたものの……篤紀が無視できないような視線の矢をチクチクと放ってくるので、諦あきらめて目を合わせた。

　どうやら頼んだシーフードの辛口トマトパスタと、ほうれん草のクリームパスタはでき上がるまでにもう少しかかるらしい。

「家は、どうせどこかの高級マンションにでも住んでるんだろうなって、想像がついたから聞くまでもなかったんですよ。それに家庭のことは、部下の私が簡単に聞けることでもないですし。失礼にあたりますから」

「何が失礼にあたるだ。仕事の邪魔するなだとか、俺みたいに暇じゃないとか、平気で言ってくるヤツのセリフじゃねぇだろ」

「それは、雑誌ばかり読んでる社長に、可愛い部下からの叱しっ咤た激励で……」

「……俺とおまえは、ただの上司と部下じゃねぇだろ」

　篤紀がブスッとした顔のまま言う。

　不機嫌に顔を歪めながら、チラチラとちえりを見て、続きの言葉を探しているようだった。

「少なくとも俺は……それだけの関係だとは思ってない」

　篤紀は、ボソッと言ってから片手で頬ほお杖づえをついて、完全に目を逸らしてしまった。

　不機嫌なチラ見からの一連の動作をただ黙って見ていたちえりは、そんな篤紀を見て『可愛いなぁ』と心の中で笑ってしまう。

（社長が狙って落ちない女の人なんていないんだから、もっと強気でいればいいのに）そんな風に思いながらも「そうですか」とだけ呟いたちえりは、間もなく運ばれてきた料理に視線を落とすことしかできなかった。

　ちえりと篤紀の関係は、上司と部下以上、恋人未満というところだろうか。

　篤紀は、ちえりがバイトとして入ってくると、すぐに彼女を意識し始めた。そして、『なんかちょっと気になるな』程度だった気持ちは、尋常ではない勢いで増幅していった。ものの一週間で、ちえり本人どころか、会計オフィスの社員全員がその気持ちに気づくほどに。

　それもこれも、篤紀が自分の気持ちを隠さないからだ。ハッキリとした言葉で告白こそしないものの、態度ではまったくもってちえりへの好意を隠そうとしない。

　オフィスで恋模様が繰り広げられているのに、社員からは不満が出るどころか、『仕事をサボりがちだった、あの社長があんなに必死に片想いしているなんて』と温かく見守っている状態だ。

　何しろ今まで何に対しても無関心でいい加減だった篤紀が、七歳も年下の二十一歳のちえりに、健気なほどに想いを寄せているのだから。

　それと、篤紀が外見のわりに恋愛慣れしておらず、いろいろと不器用で直球すぎるところも、ハラハラしつつ見守ってやりたくなる理由のひとつだろう。

　性格上、傲ごう慢まんな態度をとりがちな篤紀は、ちえりに対しても変わらない。どこかに出向く時には、ちえりがバイトにもかかわらず無理やり連れていき、ランチも強制的に一緒にとらせることが多い。

　そして、なんだかんだ理由をつけては、ちえりの部屋にまで上がり込むという、パワハラとして訴えられてもおかしくない行動を、この二年間堂々と続けていた。でもパワハラ行為うんぬんは、ちえりにその気がない場合の話。

　篤紀が狙って落ちない女なんていない……そんなバカなことを思ってしまうほど、ちえりも篤紀に惹かれているのだ。

　ちえりだって篤紀の気持ちを嬉うれしく感じている。自分の好きな相手から、全身で好きだと言われているのだから、当たり前だ。

　だけど、ちえりには、篤紀の気持ちに応えづらい事情がある。

　そんなこんなでこのふたり、想い合っていながら恋人ではないのだ。

「でも、考えてみれば社長がホテル・プリンスＫの御曹司って、すごく頷けますよね。お金の使い方とかおかしいし、乗ってる車も高そうだったし、会計オフィスの社長ってだけじゃ、なんか変だなとは思ってたんです。このファミレスだって、私と来たのが初めてだって言ってたし」

　時計は、今朝の衝撃発言から三時間が経った十二時を指している。

　篤紀に誘われるままランチに出て、このファミレスに着いたのが今から十五分前。

　ここは全国チェーンのファミレスの中でもちえりが知る限り最も低価格だし、オフィスから徒歩五分で来られる。そんな便利なこの店を、おそらくほかの社員だって月に何度かは利用しているだろうに、篤紀は入ったことも気に留めたこともなかったらしい。

　それどころか、ほかのファミレスもファストフード店も未経験で、ドリンクバーさえ知らなかった。

　そんな篤紀を、『今までどんな生活してきたんだろう』と不思議に思っていたちえりだったのだが……今回のことでようやく合点がいった。

　格式が高く有名なホテル・プリンスＫの御曹司ともなれば、一般的なファミレスやファストフード店なんて利用しないだろう。

「別に金の使い方は普通だろ。確かに親父はブランド品とか買い漁あさって女に配ったりしてる時期もあったけど、俺はそういうことしねぇし」

　辛口のトマトパスタを食べながら言う篤紀に、ちえりがムッと口を尖らせる。

「去年も先月も、頼んでもいないのに私に浴ゆ衣かた買ってきたじゃないですか。しかも高そうで気軽に着られないやつ」

　そう言ってから、最後のひと口となったほうれん草のクリームパスタを口に運んだちえりが、空になった皿をテーブルの端に寄せる。篤紀も同じように皿を寄せてから、コーラに刺さったストローを口にくわえた。

「それは『花火見に行く』って言ってんのに、おまえが『浴衣持ってない』とか言うからだろ。おまえがいつも俺の金銭感覚がおかしいとか言うから、あの浴衣だって妥協した値段のやつなんだからな」

「花火は浴衣じゃなくても見られるんです。それに浴衣って着崩れしちゃったら直せないし、大変なんですからね」

「だから俺が着付け覚えてやったろ。おまえが『できない』って言うから」

「浴衣の着付けなんて、できなくて普通なんです！」

　そう声を張り上げたちえりは、話題がズレていることに気づく。

　それから、「はぁ」とため息を落として、オレンジジュースをひと口飲んでから、「それより」と本題に入った。

「異動の件ですけど」

　それだけでちえりの言いたいことが分かったのか、「ああ」と頷いた篤紀は椅子の背もたれに寄りかかる。

「心配すんな。いい条件で働けるようにしてあるから。正社員で給料も今よりいいし、福利厚生もきちんとしてる」

「でも……私、ホテルの業務なんてまったく分からないですし……黒崎会計オフィスで正社員になるならまだしも、職種が変わるのはどう考えたっておかしいじゃないですか」

　ハッキリと言ったちえりに、篤紀は不満そうな顔を浮かべた。

「なんだよ、おまえだって言ってただろ。『いつまでも会計オフィスにいるつもりはない』って」

　篤紀の主張していることは事実だ。

　だけどそれは、『いつまでもフリーターでいるつもりはない』という意味であって、職種を変えたいという意味ではない。

「あと数年したら、きちんと就職するって意味で言ったんです。もちろん、今よりいい給料で正社員として雇ってもらえるなら、それに越したことはないですけど……だからってそこまで面倒見てもらうわけにはいきません。今だって多分、仕事量のわりに、いい時給で働かせてもらってるのに」

「時給上げて文句言われてる社長なんて俺くらいだな、きっと」

　ハハッと笑う篤紀に、ちえりが鋭い視線を向ける。

「呑のん気きに言ってる場合じゃないんです！　……それに、ホテル・プリンスＫに就職したい人なんてたくさんいるでしょ。そこに私が、ひとりの枠を削ってまで採用してもらうなんて……」

「問題ねぇよ。おまえが就く仕事は今まで誰かがやってたものでも、これから誰かを採用する予定のものでもないし」

「誰もやってない仕事って……一体なんの仕事ですか？」

　ちえりが聞くと、篤紀はニッと口角を上げてちえりを見た。

「俺の付き人。まぁ秘書みたいなもんだな」

「秘書って……」

　予想外のことに言葉を詰まらせたちえりに、篤紀がコーラを口に含んでから説明する。

「会計オフィスの仕事を始める前から、いずれはホテルに来い、って話だったんだ。親父が、俺か弟に継がせたがってるのは知ってたし、俺もまぁ、親父が望むんなら、と思ってたから頷いた。俺がホテルに移った後は、会計オフィスは弟に任せるって話もまとまってる」

　篤紀が大学で会計学科を専攻したのは、もともと数字に強く、ほかの教科と比べて会計学の勉強を楽しいと思えたからだ。叔父が会計事務所を開いているのは知っていたし、その内容もホテルの仕事に比べたら興味を惹かれるものがあった。いずれホテルを継ぐことになるのは、小さい頃から父親の言動で分かっていたため、『その前にほかの仕事をしてみたい』と、大学二年生の時、父親に申し出た。

　大学を卒業する頃には、公認会計士試験の一次と二次に合格していた篤紀は、そこから三年、叔父が社長を務める黒崎会計オフィスで補助業務をこなし、修了考査に無事合格。晴れて公認会計士となってしばらく経った頃、かねてから田舎生活を夢見ていた叔父から、社長という立場を預けられたのである。

　ファミレスは、十二時二十五分を過ぎてようやく賑わいを増し、周りの席からざわざわと話し声が聞こえてくる。

　篤紀は、ファミレスに来始めた当初こそ『うるせぇ』と嫌がっていたのだが、二年間通い続けた今、それを気にする様子はない。

「一ヶ月くらい前に、親父に『ゆっくりでいいから、そろそろホテルに来る準備し始めろ』って言われたんだ。そん時に、『じゃあ付き人として、ひとり連れてく』って話したら、ＯＫもらえたし。一応、昨日電話で確認したら、『それで話通ってるから、大丈夫だ』ってさ」

　付き人を面接もしないでそんなポンポン決めてしまうのか……子も子なら親も親だ。お金持ちなんてそんなものなんだろうかと、ちえりが呆あきれながらため息をつく。

「いきなり秘書なんて、こなせる自信ありません。資格とかも持ってないですし」

「別に資格なんかどうだっていいだろ。おまえは要領いいし、すぐ慣れる」

　間髪いれずに一蹴した篤紀に、ちえりが「それに」と違う理由を述べる。

「今だって仕事サボりがちな社長が、秘書が必要なほどスケジュールぎゅうぎゅうに働くとは思えません」

「じゃあ俺が『ちゃんと働く』って言ったら、文句言わずについてきてくれるんだな？」

　篤紀は、なかなか引く態度を見せない。

　サボり……というより、息抜きの時間をすべて仕事に当てる約束をしてまで、『ホテルに来い』という篤紀に……ちえりはぐっと唇くちびるを引き結ぶ。

　なんとか引き下がらせる切り札はないかと、ちえりがふてくされたような顔で考えていると、業を煮やした篤紀が思い切り顔をしかめた。

「何が不満なんだよ。誰から見たっていい話だろーが」

　ちえりがきちんと就職したがっていることは知っていた。

　だから、篤紀からすれば、父親から『ホテルに来い』と言われ、さらには『付き人を連れてきてもいい』と許しが出た時、以前からちえりが望んでいたことを叶えてやれると思ったのに。

　そして、ちえりはそれを喜ぶだろうし、彼女の嬉しがる顔が見たいと楽しみにしていたのに、この反応だ。

　感謝こそされど、こんな風にいろいろ文句をつけられる筋合いはない。

　椅子の背もたれに背中を預け、ムッとした様子の篤紀に、眉間にシワを寄せたちえりが答える。

「嫌なんです。社長の好意に甘えているみたいで」

　篤紀は『それの何がいけないんだ』という口調で返す。

「別に甘えたっていいだろ。おまえは普段から俺をまったくと言っていいほど頼らないんだから、こんな時くらい、素直に好意を受け取れ」

「それに……」

　呟くようにそう言って黙ってしまったちえりに、篤紀が先を促すように聞く。

「それに？」

　いつもハッキリとものを言うちえりが口ごもるなんて珍しい。よほど言いにくいことなのだろうかと、篤紀は身を乗り出して、ちえりを見つめた。

　そんな篤紀をチラッと見た後、ちえりは目を伏せてようやく口を開く。

「それに、もしも私たちの関係がうまくいかなくなったら……付き人なんて続けられないじゃないですか」

　異動を快く受け入れられない理由はいろいろあるが、一番の問題は、それだった。

　普通の二十一歳の女の子だったら、容姿端麗の御曹司に見初められて『付き人になれ』なんて言われたら、舞い上がってふたつ返事をするかもしれない。

　――が、ちえりは違った。

　篤紀からあからさまな好意を見せられても、感情だけで判断するようなことは、まずない。先のことを考えて不安になり、立ち止まってしまう。

　その理由は、育った環境にあるのだろう。

　ただ感情のまま行動していれば、篤紀との関係も今のようなややこしいことにならずに済んだのに。

「社長が私を気にかけてくれているのは分かってます。いろいろとよくしてもらって、感謝しています。でも、付き人なんて、もしも私たちの関係が壊れたら――」

「壊れるって、なんで？」

　遮るように言われて視線を上げると、篤紀がこちらを見つめていた。

　真剣な瞳と目が合い、それを先ほどの不機嫌な瞳よりも怖く感じながら、ちえりが続ける。

「なんでって……例えば、社長がお見合いとかしたり……」

「俺は見合いはしない」

「じゃあ……恋愛の末、結婚したり」

「おまえとの関係が壊れるようなことはしない。……つーか、もうおまえだって気づいてるだろ。俺が誰とつき合って結婚したいのか」

　いつもは甘ったれたことばかり言っているくせに、たまにドキッとさせることを言うから困る。

　ちえりは、熱を持ち始めた頬を隠すようにうつむいた。

（答えなんて、考えるまでもない）

　そのうえ、こんな真剣な顔で見つめられてしまえば、ちえりもため息をつくしかなかった。

「気づいてますよ。そんなの、とっくに」

　静かにそう言うと、篤紀が「だったら……」と口にするも、ちえりはそれを止めるように続ける。

「でも、社長はこれからホテル・プリンスＫを継ぐ人でしょう？　だったら立場に合った方と結婚しなくちゃダメなんじゃないですか？」

　篤紀は、まるでちえりが間抜けな冗談でも言ったように、ふはっと笑いを吐き出した。

「そんなん、大昔の話だろ。今は恋愛も結婚も自由だし、心配ねぇよ」

「普通だったらそうでしょうけど……」

「立場なんか関係ないし、おまえは何も心配する必要はない。俺が誰と結婚しようが自由だし、誰にも反対させねぇから」

　そこでひと息ついた篤紀が、ちえりをじっと見つめる。……そして、ふいっと目を逸らしてから呟つぶやくように続けた。

「だから、おまえがその気になるまで、待つから。おまえが俺のところに来てくれるなら……何年でも待てるから」

（……知りたくなんかなかったのに）

　篤紀に想われる温かさも、テンポよく跳ねる胸の鼓こ動どうも、彼のクセも何もかも……。

　頭がクラクラするのを感じながら、ちえりは唇を噛かんでうつむいた。










迷走




「綾あや子こさんは知ってたんですか？　社長がホテル・プリンスＫの御曹司だって」

『教えてくれてもよかったじゃないですか』とでも言いたそうなちえりを、一緒に給湯室でコーヒーを飲んでいた井いの上うえ綾子が見る。

　時計が指すのは十五時半。

　コーヒー休憩も食事も、各々の仕事状況に合わせて適当にとっていいことになっているが、ちえりはお昼は篤紀と、休憩は綾子ととることが多い。

　昨日の午後は忙しくて、十五時の休憩がとれなかった。そのため、結局聞けずじまいになっていた疑問をぶつけると、綾子は「だって」と呆れたように笑う。

「高瀬は、とっくに知ってると思ってたもの。まぁ、確かにもう社内では当たり前すぎて、誰も話したりはしてなかったけど……普段社長とあまりそういう話しないの？」

「はい……。私の家のことはわりと話したりしてるんですけど、社長のは……。あまり興味がなかったんですかね」

「……高瀬、それ絶対、社長に言っちゃダメよ。社長は高瀬のひと言で、使い物にならなくなるんだからね」

　綾子はそう注意するも、もう遅い。昨日お昼の時、本人に『俺に興味ないだろ』と言われてしまったのだから。

　だから、ちえりは内心『マズイ……』と思ったわけだが、あえて事実は言わずに、「そうですね」と曖あい昧まいに笑ってコーヒーを口に運んだ。

　綾子がこの会計オフィスに入ったのは四年前で、ちえりの二年先輩にあたる。歳は二十六歳と、ちえりとは五歳差だが、社内で唯一の同性ということもあり、ちえりが入社して一ヶ月が経った頃にはすっかり打ち解けていた。

　ふたりとも肩下までと髪の長さは同じだが、ちえりはもともと色素が薄く茶色がかっている髪を染めることもせず、ストレート。一方の綾子は黒髪で緩いふんわりとしたパーマをかけていた。

　服装は、ラフすぎなければなんでもいいという事務所の方針により、ちえりも綾子も、スーツではなくキレイ目なワンピースを着たり、ブラウスやカットソーにスカートを合わせることが多い。メイクは、綾子はきちんとしているが、ちえりのほうはファンデーションに軽いアイメイク、といった簡単なものだった。

　男性も服装は自由なのだが、篤紀を含め、コーディネートを考えるのが面倒なのか、スーツで統一されていた。

「でも、まさかよね。社長が高瀬を連れていくつもりだとは思わなかったわ」

　給湯室には今ドリップしたばかりの、コーヒーのいい香りが充満している。

　呆れ笑いをこぼしながら言う綾子に、ちえりはかすかな笑みを向けた。

「ただのバイトの私を、ありえないですよね……。ホテル・プリンスＫって一流ホテルなのに、こんなに甘くていいんでしょうか」

「社長の独断でしょ、きっと。まぁでも、よくよく考えると、社長が高瀬を置いていくほうが考えられないか。社長、高瀬が近くにいなかったら仕事できないどころか、生きていけないでしょ。本当、死活問題よね」

　やれやれといった様子で言う綾子に、ちえりが「大げさですよ」と笑う。

「大体、会社の社長がそんなんじゃ困りますし」

「そうなんだけどねぇ。社長、高瀬にすごい入れ込みようじゃない？　こないだもね、高瀬がお願いすれば、社長は家でもなんでも買っちゃうんじゃないかって、皆で盛り上がってたのよ」

「……私、対価要求して一緒にいるわけじゃないですからね？　綾子さんと違って、賭け事も好きじゃないですし」

　なんだか、自分と篤紀の関係を誤解されているような気がして、ちえりが釘を刺すと、綾子が「失礼ね」と笑う。

「私は賭け事が好きなだけで、お金目当てで男とつき合ったりしないわ。金の亡者みたいに言わないでよ。それに負ける賭けはしない主義だし。いい趣味でしょ？」

「そうでしょうか……。この間、下しも田ださんがインフルエンザにかかった時、何度まで熱が上がったか、賭けてましたよね？」

「心配はしてたもの、問題ないでしょ。それに下田よ？　大学野球部の元主将で、趣味でボクシングジム通ってる男が、インフルエンザでひぃひぃ言うわけないじゃない」

　下田は、綾子より一年後に入った社員で、歳は二十五歳。大学の頃からボクシングジムに、週一で通っている。こわもてでガタイもいいのだが、陽気な性格のせいでこのオフィスでは何かとからかわれる存在であり、ムードメーカーでもある。

　悪びれもせずに言う綾子に、苦笑いを浮かべたちえりが続ける。

「復活した下田さんが、顧客にわりと厳しい締切を指定されて、すごく急いで作業してた時も、間に合うかどうか賭けてましたよね？」

「それも心配はしてたから。それに最後、下田が焦あせりすぎて錯乱状態になった時、手伝ったし。まぁ結局は社長が半分以上、仕上げてくれたけど」

　心配していればなんでもありというわけではもちろんない。同僚が熱や締切に苦しんでいる中、そんな賭けをして楽しむのは不謹慎極まりないように思えたが、ちえりはあえて口をつぐむ。

　口が立つうえ、本当にちっとも悪く思っていなさそうな綾子には、何を言っても無駄なのが分かっているからだ。

　黙ったちえりに、綾子は珍しく早々に賭けの話題を終わらせる。

「高瀬が社長から対価もらってないことなんて、分かってるわよ。高瀬がそんな女じゃないってことも。でもね、社長のあの態度見てると、本当に家でも買いそうに思えてくるのよ。分かるでしょ？」

　そう聞かれて、ちえりも篤紀の普段の行動を思い浮かべてみる。

　そしてものの数秒で、篤紀の自分への態度は『まぁ過保護だな』と、すぐに判定を下すことができた。

「歳が離れてるせいですかね。やたらとかまってくるし、心配性ですよね。もとからそういう性格なのか知りませんけど」

「社長の恋愛傾向は分からないけど、高瀬が入ってくるまではあんなじゃなかったのよ。仕事をささっと片づけて、すぐオフモードになっちゃうのは同じだけど、もう少しピリピリしてたし。だから、高瀬のおかげでオフィスの雰囲気は、かなり改善されたのよ」

「え、でも社長、結構イライラしてる時、多いですよね？」

　特に、打ち合わせから戻ってきた時に多い気がして聞くと、綾子が「社長、仕事上での無駄話が嫌いだからねー」とコーヒーを飲みながら答える。

「打ち合わせに行ったのに、それ以外の話で長引いちゃったりすると、どうしてもね。でも、それでも前と比べたらだいぶマシだし、高瀬がちょっとコーヒーとか持っていけば、それでご機嫌じゃない」

「だからそういう時に限って綾子さん、私にコーヒー持っていくよう命令してたんですね」

「ふふ。高瀬可愛いもの。社長が入れ込んで心配しちゃう気持ちも分かるわ」

　ちえりは、「ごまかさないでください」とため息交じりに言うが、綾子は冗談のつもりはなかった。

　オフィス内どころか全国で見ても、篤紀はイケメン度でランク付けすれば、最上位に分類される。そんな篤紀とちえりを並ばせて街ゆく人に尋ねれば、百人中百人が〝お似合い〟だと答えそうなくらいに、ちえりも整った外見をしているのだ。

　百五十センチ半ばの身長と童顔が相まって、〝キレイ〟というより〝可愛い〟タイプである。

　ちえり本人は自分のことには無頓着らしく、着飾ることもメイクさえもほとんどしないのだが、それでも『可愛い』と街で声をかけられることは少なくない。

　そんな状態だからこそ、篤紀も『ほかの男に連れていかれてたまるか！　気安く声かけてんじゃねぇっ！』と言わんばかりに過保護になっているわけだ。

「でも高瀬、前は社長とつき合ってる前提で話すと、頑かたくなに否定してたけど、最近は反論しなくなったわね。どういう心境の変化なの？」

　マグカップにコーヒーを注ぎ足しながら聞く綾子に、ちえりは力なく微笑む。

「別に、好きに言わせておけばいいかなって」

「……それ、まるで私たちがおめでたい人みたいじゃない。なんで一番年下の高瀬に、そんな達観された見方されなくちゃならないのよ」

「っていうよりも、まぁ……確かに社長との関係は、〝つき合ってる〟って言葉が当てはまるのかなって」

　淡々と説明するちえりに、綾子は眉間にシワを寄せる。

「なんだかぼんやりした言い方ね。社長からは言葉でハッキリ告白されたんでしょ？」

「いえ、されてないです。社長は……私がそういう関係を嫌がってるって知ってるから」

「そういう関係って、〝ちゃんとつき合う〟ってこと？」

　不思議そうに聞いてくる綾子に、ちえりは軽く微ほほ笑えみながら頷いた。

　ちえりの父親はちえりが小学生の頃、突然家を出ていった。そして、それから女手ひとつで育ててくれた母親は、中学生の頃、事故で亡くなった。

　そのふたつの別れはちえりに深い傷を残し、未だに塞がることもなく、ここまで過ごしてきたのだ。

　いて当たり前の存在。いつもそばにいてほしい存在。愛いとしい、大切な存在。それがある日突然、心の準備もさせてくれずにいなくなる。

　考えただけでもツラく悲しいことを、ちえりは大人になる前に、もう二度も経験している。だからこそ、自分にとって大切な人を作るのが怖かった。

「つき合うとか、恋人とか……ふたりの関係を言葉にした時点で、相手の存在が自分の中に決定づけられちゃう気がするんです。一度そうなってしまうと、相手を失うのが怖くて……。だから、人ときちんとした関係になるのを避けてきましたし、実際に深い関係になった人もいません」

「え……一度も？」

　まさか、と目を見開いた綾子に、ちえりは困ったような微笑みを浮かべて頷く。

「私、母方の叔父と叔母に育ててもらったんです。父は私が小学校に入ってすぐの頃に家を出ていって、母は中学三年生の時、事故で亡くなっちゃって。だから、これ以上、大切な人を失いたくないんです」

　ガラリと変わった話題と、その衝撃の大きさに、綾子が「え……」と小さな声をもらす。

「育ててくれた叔母が、『年頃なのに恋人のひとりもいないなんて』ってあまりに心配するから、適当な相手とつき合ったことはありますけど……。その人とつき合うのと社長とつき合うのは、わけが違うから」

　ゆっくりと話すちえりを、綾子は驚いたまま、黙って見ていた。

「『もしも、いつか別れることになったら』って考えると、怖くて……それで、踏み出せなかったんです」

　恋人ができると、『幸せすぎて怖い』などと言う人も世の中にはいる。それなのに、つき合う前からあるかどうかも分からない別れのことを考えるちえりに、綾子はうまい言葉を見つけられずにいた。

　ちえりも篤紀に気がありそうなのに、なぜ彼の気持ちに応えないのか、じれったい思いで見ていた綾子は、『そういうことだったのか……』と納得する。

　篤紀からの好意を含め、誰かに必要以上に優しくされて、戸と惑まどうちえりの姿が、綾子の脳裏に浮かぶ。それは、ちえりがバイトとして会計オフィスに来て以来、何度も見てきた光景だった。

　ツラい境遇にいたからこそ、他人に甘えることに慣れておらず、人と深く関わることを避けるのか。そして、ちえりにとって篤紀は、別れを恐れてしまうほどに、大切な存在なのか。

　個人的な事情とはいえ、なぜ二年もの間、ひとりで抱え込んでいたんだろうと綾子は思う。

　ちえりが自分に懐いてくれているのは、分かっている。それなのにこの子は……と呆れるような、少しイライラするような感情が湧き上がってきた。

　すると、ちえりが「でも」と続ける。

「関係はハッキリさせられないくせに、社長に迫られると断れなくて。いつも隣にいるし、つき合ってるとか関係なしに、もう社長は私の中で大切な存在になってるんだって気づいて……。『だったら、ちゃんと社長と向き合いたい』って、つい最近、覚悟を決めたとこだったんですけど」

「けど？」

　語尾が気になって聞いた綾子を、ちえりがじっと見つめる。

「社長があのホテル・プリンスＫの御曹司だと知って、改めて自分とは釣り合わないなって……。それに、社長がホテルに異動するってことは、家業を継ぐ決意をしたってことだと思うんです」

「ああ、確かにね」

「だったらなおさら、私なんかにかまうんじゃなくて、ちゃんといい人を探したほうがいいから……。社長は、『そういうの気にしない家系だから、好きな人と自由に結婚する』って言ってくれましたけど……」

「まぁねぇ。お金持ちのレベルが高すぎるから、さすがに考えるわよね。結婚ってなると、家同士の問題にもなるわけだし」

　綾子の言葉に、ちえりは目を伏せたまま、キュッと口の端を引きしめる。

「例えば……本当に例えばの話で、先のことではあるんですけど」

　そう慎重な前置きをしたちえりが、淡々とした口調で続ける。

「社長と結婚するとして、結婚式とか盛大に上げるとして……。私に両親がいないこととかがその場で分かれば、『なんでいないのか』って話になると思うんです。それを社長の親族や周りの人が知った時、社長の立場を悪くしてしまう気がして」

「お父さんのこと？　突然いなくなっちゃったって言ってたわよね？」

「……はい」

　篤紀の気持ちを受け入れてしっかり向き合おうと考え始めたのは、異動の話が出る少し前だった。

　篤紀との時間を過ごせば過ごすほど気持ちは大きくなり、彼のまっすぐな気持ちを無視するのが苦しくて仕方なくなって……。漠然とだが、篤紀ならずっとそばにいてくれるんじゃないかと、そんな風に期待している自分もいた。

　実は、ちえりも入社した直後から、篤紀に惹かれていたのだ。

　最初に目が合った瞬間、ちえりの胸は大きく跳ね上がり、それは十九年間生きてきた中で初めて感じるものだった。早鐘を打つ胸に弾き出されるように、たくさんの感情が湧いてくる。

　誰かに恋をした経験はなかったけれど、『これが恋に落ちるということなのか』とすぐに理解できた。

　今までの生い立ちから、〝運命〟なんて言葉は、信じてもいなければ好きでもなかったちえりだが、そんな言葉さえも脳裏に浮かんだ。

　そして、それは時間を重ねれば重ねるほど確信に変わっていった。

　篤紀の直球すぎる強引な優しさや、それに対してお礼を言った時に見せる、照れたような顔、『面倒くせー』と文句を言いながらも書類を見る眼差しの真剣さ。それに、ふと気づくと自分に向けられている、優しく細められた瞳。

　彼のことを知れば知るほど、〝好き〟という気持ちは溢あふれるほどに増していった。

　だが、ちえりが篤紀にそれを伝えるよりも前に、新たな壁が立ち塞がってしまった。〝身分の違い〟という、今までよりも高く厚い、乗り越えがたい壁が……。

「『父親が妻と子供を残して蒸発した』って聞いて、いい顔をする人がいないのは、今までの経験で分かってます。直接、何かを言う人は少ないかもしれない。でも、私の父のことが社長にとって、プラスになることは絶対にないから」

　小学生の頃、父親に捨てられたという理由で、クラスの女子の数人から、冷たくされたことがあった。歩いていると、後ろから大きな声で悪口を言われたり、バカにするようにクスクスと笑われたり。それまで仲良くしていたのに、急に離れていった子もいる。

　決してひとりも友達がいなかったわけではないし、普通に話してくれる子だっていたけれど……この経験が、ちえりの中に深い傷を残していた。ただ父親がいないというだけで周りが自分をどう見るのか、思い知るには充分すぎるものだった。

　中学校では、そこまでストレートな反応はなかったが、やっぱりコソコソ噂されることはあり……事あるごとに向けられた、気を遣うような笑顔は、今でもちえりの記憶に残っている。

　だから、どう考えても自分の存在が篤紀のステータスに傷をつける気がして……。

（釣り合わない）

　ハッキリとそう感じた。

「ずいぶん先のことまで考えてるのね」

　呆れたように微笑んだ綾子に、ちえりは黙ったまま視線だけを向けた。

　ちえりの言っていることは綾子にもよく理解できた。普通の家柄の人でさえ、身内の結婚相手に親がいないことを毛嫌いすることがある。それが大企業を経営するような、いい家柄の人たちなら、なおさら黙ってはいないだろう。

　だけど……それを分かっていても、ちえりの言葉に頷くのは嫌だった。

　無責任だが、ふたりにはうまくいってほしいのだ。篤紀の気持ちを、毎日のように目まの当たりにしている社員のひとりとして。

　理屈じゃなく、ただ外見的にお似合いだからとかそういうことでもなく。離れたら互いに壊れてしまいそうな気がするほど、ふたりは並んでいるのが当たり前で、しっくりくるのだ。

「ちゃんと先のことまで考えられるのはいいことだけど、たまには盲目にならないと疲れちゃうわよ。高瀬はまだ二十一歳なんだから。若さゆえの過ちで、なんでも許されるうちは、感情に従ったほうがいいんじゃない？」

「……たまにそう思うんですけどね。感情のまま突っ走れたらって」

「じゃあ走ればいいじゃない。社長は子供っぽいところもあるけど、好きな女を守るくらいの度量はある人よ。高瀬が頼れば社長は全部受け止めてくれるに決まってる。それくらい、分かってるんでしょ？」

　首を傾かしげる綾子に、ちえりは微笑んでから目を伏せる。

「分かってますよ。本当は優しいことも、決して仕事をサボッているわけじゃないことも、情に厚いことも。社長がいい男でいい人だってことは、よーく知ってます」

　口元に笑みを浮かべ、ゆっくりと答えたちえりを見て、綾子が「なんだ」と笑う。

「高瀬もやっぱり社長のこと好きなのね。もしかしたら本当に社長が追い回してるだけなのかもしれないって、ちょっと心配してたから安心した」

　一瞬答えに戸惑ったちえりだが……照れたような微笑みを浮かべて観念する。

「社長を好きにならない人なんて、いるわけないじゃないですか」

　その言葉に、綾子は「激しく両想いね」と呆れて笑った。










隠した気持ち




　ちえりの母親が亡くなったのは、高校の進路が決まった直後だった。それからは、母の妹である洋よう子この家で育てられた。

　洋子は夫とともに弁当屋を営んでいて、ちえりと同い年の息子と三人暮らし。生活にそれほどの余裕があるわけではなさそうだったが、それでも嫌な顔ひとつせず、ちえりとひとつ年下の弟、慎しん一いちの面倒を見てくれた。

　ちえりと慎一の高校の学費に、慎一の大学の学費。そしてそこに生活費となれば、いくら保険金が下りたからといって、賄まかない切れる額ではなかったはずなのに、洋子にお金のことで何かを言われたことは、一度もなかった。

　ちえりの高校卒業後の進路についても、洋子は『お金なんて気にしなくていいんだから』と、ずっと大学や専門学校に進学することを勧めていた。

　ただ、ちえりは曖昧に笑いながらも決して頷かなかった。

　高い学費を払ってまで学びたい分野もなかったし、何より早く働きたかったから。

　慎一は男だし、就職で幅広い選択ができるよう、きちんと大学に行ったほうがいい。自分はその学費を少しでも出して、洋子たちの負担を減らしたい、そう思っていた。

　ちえりが通っていた高校は普通科だったため、就職口は少なく、そのどれも給料はあまりよくなかった。いっそ、バイトをふたつかけ持ちしたほうが断然いい。

　そこで、とりあえず慎一が大学を卒業するまでの間、就職はせずにバイトをさせてもらえるように、洋子たちに頼んだのだ。

　最初こそ、進学を勧めた洋子だったが、ちえりの母親似の頑固さは分かり切っていただけに、最終的に〝無理は絶対にしない〟という約束で、洋子が折れた。

　そして、ちえりは求人情報誌と睨にらめっこし、高校を卒業した三日後にはふたつのバイト先を決めていた。

　そのひとつが黒崎会計オフィスで、もうひとつがオフィス近くのコンビニだった。

　会計オフィスの事務を選んだのは、両親の影響だ。

　ちえりの両親は会計事務所を営んでいて、ちえりはその様子をずっと昔から見てきた。だから、簿記や会計事務の仕事に早くから興味を持っていて、求人を見かけるなりすぐに履歴書を持ち込んだのだ。

　そして、コンビニでの仕事は――。

　始めて二ヶ月が経った頃、二十二時に仕事を終え、帰宅しようとしていたところを、たまたま仕事帰りの篤紀に発見されたのがマズかった。〝お疲れさまです〟と挨あい拶さつするよりも先に、『こんな夜遅くに何やってんだ』だの、『危ない』だの、プライベートに干渉しまくりのお説教をされた後、『だったら朝から夜までうちで働けばいいだろ！』と怒鳴られてしまい……。

『まぁ、時給的にもそっちのほうが助かるかもしれない』と発言したばかりに、その一週間後にはコンビニ側に話がつけられ、半強制的にやめさせられたというわけだ。

　それまでは一日四時間、週に三、四日程度だった会計オフィスのバイトは、一日八時間、週五日に変わった。

　最初こそ、そこまで仕事があるのか疑問だったけれど、今や、することがなく暇だと感じることはほとんどない。ちえりは仕事の呑のみ込みが早く、すぐにそれなりの仕事を任せてもらえるようになったからだ。




「ちゃんとやってる？」

　以前バイトをしていたコンビニでちえりが声をかけたのは、そのコンビニの制服に身を包んだ男子学生だった。

　紙パックジュースの補充をしていた手を止め、こちらに振り向いた顔はどこまでも甘い。くっきりとした二重の大きな瞳に、薄く形のいい唇、すっきりとした輪郭、それに愛嬌のある表情は、今世間で騒がれているアイドルを連想させる。

　ふんわりと浮かせているトップに、耳を半分覆うサイド、外に跳ねている襟足は、いつ見ても変わらない。明るすぎない茶色い髪も、生え際が黒くなっているところを見たことがない。スタイリッシュにまとまっている髪は、二週間に一度、美容院に行って整えているらしい。

　男にしては大きめの瞳は、ちえりを捕えるなり、かすかに細められた。

「また来たの、ちえりちゃん。いくらバイト先と近いからって来すぎじゃない？　心配しなくってもちゃんとやってるってー。なんだったら俺ひとりで店回せちゃうくらいだしね」

　オーバーリアクション気味に答えたのは、小お野の里ざと知とも也や。ちえりがコンビニでのバイトを辞める時、『じゃあほかに誰か代わりの人がいないか』と店長に聞かれ、思いついたのが、弟の幼なじみである知也だった。

　小さい頃から頻繁に家を出入りするような仲で、ちえりと弟の慎一が中なか谷たに家に引き取られてからも、その関係は変わらなかった。

　周りによく思われたがっている知也は、とにかく誰にでも愛あい想そを振りまくため、洋子にも好評だ。そのため、ちえりが中谷家に顔を出すと、知也が我が家のようにくつろいでいることも多い。

　ちえりからバイトを引き継いだのが、彼が高校三年の時の夏。受験の時期は休みを多くもらったようだったが、大学生となった今もバイトを続けており、店でも頼れる存在となっているようだ。

「ただの買い物ついでだよ。知也くんは外ヅラいいからそこまで心配してるわけじゃないし。二年も続いてるんだから大丈夫でしょ」

「外ヅラいいとか言われちゃったしー」

「そう言われたくないなら、私にも愛想よくして優等生すればいいのに」

「それは無理だって。家族と慎一とちえりちゃんにしか本性見せられないのに、ちえりちゃんの前でも猫かぶってたら俺がツラいもん」

　そう言う知也に、ちえりは「相変わらずだね……」と苦笑する。

「外でも猫かぶるのやめたらいいじゃない」

「やだ。こんな愛くるしい外見してんのに性格悪いとか、なんかもったいなさすぎるじゃん。ギャップ萌もえとかもあるんだろうけどさ、俺の場合は、見た目通りのほうがウケがいいと思うんだよね。女の子とかすごい集まってくるし、入れ食い状態だもん」

「ひとりに決めないの？」

「んー……決めたいところだけど、ひとりとずっと一緒にいて、性格を隠し通す自信がない。絶対疲れるじゃん」

『だったら性格隠さなきゃいいじゃない』と言おうとしたちえりだが、それじゃあさっきと同じ会話になってしまうと気づき、「はぁ」とため息を落とす。

　知也は、見た目はとても愛らしいのに、残念ながら性格は少し……いや、だいぶひねくれている。

　だから、知也の『性格を隠し通す自信がない』発言を、まぁその通りかもしれないと思いながら、商品棚からパンを手に取り、カゴに入れる。

「それ、夕飯？」

「うん」

「うわー。『ちえりちゃんがちゃんとしたもん食べてない』って、おばさんにチクッとこー」

「いつもは料理してるよ。今日はたまたま」

　そう言いながらも「だからおばさんに変なこと言わないで」とバツが悪そうに頼むちえりに、知也は「どうしよっかなー」と楽しそうに笑う。

「でも、連絡はもう少しこまめにしたほうがいいんじゃない？」

「してるよ。月に一度くらいは」

「でも俺が行くと、『ちえりちゃんが全然連絡寄こさないー！』って愚ぐ痴ちってくるけど。だから俺が、『ひとり暮らしをいいことに、彼氏といちゃいちゃしてるんじゃないですかー』って笑いながら言ったら、『そうだったらいいんだけどねぇ』ってため息つかれた」

「……おばさんに変なこと言うのやめてってば。おばさんそういう話題大好きだから、次帰った時、いろいろ聞かれちゃう」

　げんなりしながら注意すると、知也は賞味期限が今日までのパンを、棚の前列に移動させながら言う。

「っていうか、ちえりちゃんって、まだ黒崎さんに告白してないの？」

　何気なく言われた言葉に、ちえりは一瞬固まって、知也のほうを睨む。

「私、社長を好きだなんて言ってないけど」

「まぁ、恋愛なんてそこら中にゴロゴロ落ちてるし、ひとつにこだわる必要なんかないとは思うけどね」

「だから、私は社長を好きだなんて……」

「言わないだけでそうじゃん。見てたら分かるし」

　何を今さらとでも言いたそうに笑う知也を前に、ちえりはぐっと唇を引き結ぶ。

　知也がちえりの気持ちに気づいたのは、ちえりと一緒に篤紀が来店した時だ。ふたりの会話やレジに並んだ時の雰囲気から、知也はてっきりもうつき合っているものとばかり思っていたのだが。

　次にちえりがひとりで来店した時に『見ちゃったー、ちえりちゃんの彼氏』と、からかうと、『ただのバイト先の社長で、つき合ってるわけじゃない』と、予想外の答えが返ってきた。

　絶対にそれだけではなさそうな様子を感じ取ってはいたものの、知也は勘が鋭く頭もいい。〝社長〟という篤紀の肩書を思い出し、『ああ、なるほど』とちえりの気持ちを素早く理解した。ちえりや慎一の家の事情、そしてちえりの考えそうなことも分かっているから、『まぁたとえ好きでも、立場を気にしてそうなるか』と。

　それにしたって、とすぐに考え直し、『社長って言っても個人の会計オフィスだし、身がまえるほどでもなくない？』と、聞き返したのだが……。ちえりは、不思議そうに首を傾げた知也から目を逸らし、『好きじゃないって言ってるでしょ』と答えるだけだった。

　それが、一年半前のこと。

　それから今日まで、顔を合わせるたびに、この会話になるのがお決まりのパターン。

　今日も飽きずに聞いてくる知也に、ちえりがうんざりした表情を浮かべる。

「しつこすぎない？　私、もう一年以上も否定し続けてるのに……本当に性格悪い」

「えー、俺が顔も頭もいい分、性格悪いのなんて知ってたでしょ」

「性格悪い分、頭いいなら、私の考えだっていい加減分かってるでしょ」

　ちえりが責めるような目を向けると、知也はそんなちえりの様子など気にもせずに「えー、それはちょっと分かんない」と明るいトーンで言いのけた。

「つき合う覚悟ができないのは分かってるけど、ちえりちゃんの判断理由がなんなのか引っかかってるんだよ。だってさ、ただの会計オフィス社長じゃん。そこまで立場の差を意識するほどでもないし。それにここ最近、ちえりちゃんだってなんか揺れてるっぽかったじゃん」

「揺れてるって……何が？」

「俺が聞き始めてから半年くらいは、〝違う〟って言葉に勢いっていうか、意思の強さがあったけど、ここ最近はそれがイマイチだったし」

　笑顔で「でしょ？」と聞いてくる知也の洞察力に気味が悪くなる。

　あっけらかんとした顔で言ってくるものだから余計に。

「確かに、そんな感じだったかもしれないけど……でも、それも昨日までだよ。もう違う。揺れてないし、揺れない」

　ヨーグルトドリンクをカゴに入れたちえりは、ハッキリした口調で言ってから、レジに向かう。

「社長、ホテル・プリンスＫの跡取りなんだって」

　数秒後、「えっ!?」という知也の大声が店内に響き渡った。




「ちえり、来週の土曜、出勤できるか？」

　金曜日の十七時、帰り支度をしていたちえりに、黒い革張りの社長椅子に座ったまま、篤紀が声をかけた。

　篤紀のデスクの端には、今朝の時点で、今日しなくてはいけない仕事が記されたポストイットがたくさん貼ってあったのだが、もう残り数枚となっていた。

　朝見た時には、この量じゃ週刊誌を広げる時間がないどころか、今日中に終わらないんじゃ……と心配したのだが、取り越し苦労だったらしい。

　今も、パソコンに視線を向けたまま話しかけてくる篤紀を、ちえりは『相変わらず、集中している時の仕事量はすごいなぁ』と思いながら眺める。

　オフィスには傾いた西日が、ブラインド越しにオレンジ色の日差しを届けている。

「来週の土曜日？　仕事あるんですか？」

　基本的に土日は休みで、出勤するなんて、今までそうそうなかっただけに聞き返す。

「仕事っつーか、取引先のレセプションパーティーがあるから」

「レセプション……？」

　初めて聞く言葉にちえりが首を傾げると、篤紀が書類に目を通しながら説明する。

「親睦を深めるとか、そういう意味合いのパーティー。まぁ、今回のは結婚式の二次会みたいなもんだけどな。白しら石いし出版の専務の娘が結婚したとかで、そのお披露目」

「へぇ……。うちは監査してるだけなのに、そんなパーティーに呼んでくれるなんてすごいですね」

　白石出版は、大手出版社だ。本屋に行けば文庫コーナーには必ず白石出版のコーナーが設けられているし、売上ランキングなどにも頻繁に名前が入ってくるほどの実績を持つ。

　ちえりが「さすが白石出版ですね」と感心して呟くと、隣の席の綾子が笑う。

「普通はありえないことよ。多分、あちらさんが黒崎社長と親密になりたいんじゃない？　ほら、白石出版の社長の娘さん、知ってる？　まだ大学生で仕事には関係ないはずなのに黒崎社長が行くと、顔見たさに必ず打ち合わせに同席してくるの」

「あ、知ってます。髪の長い方ですよね」

「そう。確か和かず美みさんって言ったと思うけど。彼女、黒崎社長に気があるみたいだから、無理やりねじ込んだのよ、きっと。じゃなきゃ、誘わないでしょ。社長同士が特別仲がいいとかなら話も別だけど、うちの社長は違うしね」

　苦笑いを浮かべる綾子の言わんとしていることが分かって、ちえりも「ああ」と同じような笑みをこぼす。

　篤紀は取引先の人とどんなに話が弾んでも、プライベートでの飲みの誘いなどには絶対に乗らない。仕事以外で関わる気なんてさらさらないのだ。

　篤紀の場合、顔のよさや立場も相まって、〝そういう人だから〟という理由で許されてしまうのだから仕方ない。

「え……和美さんっていうんですか？　白石和美？」

　篤紀の営業っぷりを思い返していたちえりが、少し遅れて綾子の言葉に驚いた。

「うん。確かそうだったわよ。どうかした？」

「いえ……なんか、小学校の頃にそんな名前の子がいた気がして。それに確か、その子も社長令嬢だって言ってた気が……」

「ああ、そういえば歳も同じくらいかも。大学三年生だって言ってたし。顔は似てるの？　いつも社長に連れていかれてるんだし、白石出版に出向いた時に何度か会ってるでしょ」

「はい。でも白石出版に行ったのは一度だけですし、あまり顔を見なかったので」

「ふぅん。でも面白いわね。もしそうなら、同級生同士で社長の取り合いになるわけだ」

　顎あごに手を添えて何やら怪しげに笑う綾子に、ちえりが「賭けの対象にしないでくださいね」と釘を刺す。

　綾子は「まさか」と吐き捨てるように言った。

「社長がどっちを選ぶかなんて賭けの対象にもならないわ。和美さんのほうに賭ける人がいるならするけど」

　先手を打ったにもかかわらず、「相手がいるならする」と平然と言ってのける綾子に、ちえりが呆れて笑みを浮かべる。

「それより、みなさん行くんですか？」

「一応、〝オフィスみんなで〟って話らしいから。『この機会に社員のみなさんにもお会いしたいので』とか言ってたらしいけど、会ったところでって話よね。仕事で顔合わせるのなんて担当者だけだし、みんなに面を通す必要なんてないもの」

「まぁ……そうですよね」とちえりが頷くと、綾子が続ける。

「それに普通はこういうパーティーに呼ばれるのって代表だけだし。みんなでっておかしいわよ」

「え、そうなんですか？」

「ありえないってわけじゃないけど……まぁ、もしかしたら、ただ単に和美さんが黒崎社長にいい顔したいだけかもね。どうせ、あちらの社長は娘に言われるままなんでしょ。十四人も呼んだら予算だってかかるのに……娘に甘いのね、きっと」

「なるほど……。なんか、企業のトップに立ってる人ってみんなそういう人種なんですね。……自分のやりたい放題っていうかなんていうか」

　そんなことを呟いていると、篤紀に、「聞こえてるからな！」と咎とがめられ、ジロッと見られてしまう。

「とにかく仕事の一環だ、おまえも来い」

「え、でもさすがにバイトの立場でそれは……それに十四人って社員さんの人数じゃないですか。私入れたら十五人になっちゃいますし」

「当日、下田が来れないから、代わりにおまえが来ればいい」

「でも、パーティーに着ていくような服も靴もないですし……やっぱり遠慮しておきます」

　申し訳なさそうに笑うちえりに、篤紀が眉をひそめる。

「俺が誘ってるんだから来い。服は俺が一式用意してやる」

「えっ、嫌です！」

　ますます眉間にシワを寄せた篤紀が何か言う前に、ちえりが続ける。

「だって社長、絶対に高い服買ってきますもん！　そんなの身の丈に合わないですし似合わないし、嫌です」

「俺がおまえのこと考えて選んだ物が、似合わないわけないだろ」

　自信満々に言われ、ちえりは少し頬を赤く染める。それから唇を引き結び、鋭い視線を篤紀に向けた。

「似合わないっていうのは金額のことです。社長と違って私には数万円もするような物は似合わないんです。フリーターなんですから」

「あ、じゃあ私の貸してあげる」

　ギャンギャンと言い合いになりそうだった篤紀とちえりの会話に、綾子が涼しい顔で入ってきた。

　ニッコリ微笑んだ綾子は、ちえりを見て言う。

「私、何着か持ってるから貸してあげる。サイズも多分合うでしょ」

「じゃあ俺が来週土曜、井上んちに寄って服借りて、ちえりんちに行くから。それでいいな」

　そう言われてしまうと、それ以上断りようもなく。

　パーティーに出席するのはバイトの仕事の範囲を超えていると思うのだが……雇ってもらっているだけに断れないし、第一、断ったところで篤紀が引き下がるとは思えない。

　ちえりは諦め、「はい……」と小さく頷いてから、綾子にお礼を述べたのだった。










重ならない答え




　翌週火曜日の十四時――。

　ピンポーンという入店チャイムを聞き、知也は「いらっしゃいま――」と言いかけて、思わず言葉を止めた。

　店に入ってきたのは篤紀だ。

　一年半前のちえりの〝バイト辞めろ騒動〟があってから、篤紀もひとりで来るようになってはいたが、ほとんどが仕事帰りで、こんな時間帯の来店は珍しい。どうやらちえりは一緒じゃないようだと判断しながら、気を取り直して「いらっしゃいませー」と軽いトーンで言う。

　一応口元だけ笑ってみたが、篤紀はこちらを見ていないし、男相手に愛想を振りまく必要もないだろうと、必要最低限に抑える。

　ちえりから篤紀がホテル・プリンスＫの御曹司だと聞いたのが数日前。

　かの有名なホテル・プリンスＫの御曹司が、今目の前に……と、ツチノコでも見るような目で篤紀を眺めてしまう。

　紙パックの野菜ジュースをふたつ持ち、レジに来た篤紀が、「なんだよ」とまるで文句でもつけるような口調で問いかけてきた。

　篤紀がちえりと知也の関係を知ったのは、ちえりと初めてこのコンビニを訪れた時だった。最初は、やたら馴れ馴れしい様子に、『なんだこの店員……』と思ったのだが……。自分が無理やりちえりを辞めさせたことで、穴が空いたシフトを埋めてくれたと知って、あまり強く言えなくなってしまった。

　ちえりが知也のことを『可愛い顔に似合わず、とにかく性格が悪い』と困った顔で言っていたので、どうこうなる心配はなさそうだが、それでも仲がいいのは気に入らなかった。

「いやー、ツチノコって案外近くにいるもんなんだなーって」

「ツチノコ？　そんなもん都市伝説だろ」

「ものの例えですって。まさか本気で言うわけないでしょ。俺見た目通り、顔も頭もいいですしー」

　レジ打ちしながら「まぁ、黒崎さんも仕事柄、頭はいいんでしょうし、顔もぶっちゃけ俺と並びますけどねー」と冗談でもなさそうに話す知也に、篤紀が渋い顔をする。

　言われたことが頭にきたわけではなく、どうもこの軽い調子が苦手だった。ちえりに聞けば、女関係も〝来る者拒まず、去る者追わず〟といった具合らしく、そういう感覚も自分とは合わない。

　だから早々に支払いを済ませ、立ち去ろうと思っていたのだが。

「そんだけカッコよければ、ちえりちゃんが好きになるのも分かりますよねー」などと知也が世間話でもするようなトーンで言いだしたものだから、財布の中の小銭を漁っていた篤紀の手が止まる。

「……ちえりが、何？」

　わざとらしく聞き返した篤紀に、「え、だからぁ」と知也がもう一度繰り返した。

　篤紀はどういった顔をすればいいのか分からず、目を泳がせる。

　正直嬉しい。けれど、ちえりから直接聞いたわけではないし、よりによって知也の言葉だしで、感情がひとつにまとまらなかった。

「それ、ちえりが言ってたのか？」

「いえ。でも見てれば分かるじゃないですか、そんなの。これ、袋入れますか？」

「……ん？　ああ、温める」

「はーい」と軽い調子で返事をして、鼻歌交じりに袋に野菜ジュースを入れようとした知也が、言葉の間違いに気づき、「温めるって……えー、うっかりスルーしちゃったけど、どんな間違い方してるんですか」と呆れたような笑みを浮かべる。

「何そんな動揺してるんですか。黒崎さんだって分かってたでしょう？　黒崎さん、頭よさそうだし、それにちえりちゃんって分かりやすいし」

　ガサガサと袋に野菜ジュースを入れながら言う知也に、篤紀が「まぁ……なんとなくは」と答えると、知也が不思議そうに首を傾げる。

「だったらなんで黒崎さんからハッキリ告白しないんですか？　ちえりちゃんは立場の違いとか生い立ちとかを気にするから、告白待ちしてるなら期待しないほうがいいですよ。告白されたほうが気持ちいいのは分かりますけど。はい、こちら商品です。温めてませんけど」

　からかいの言葉とともに差し出されたビニール袋を受け取りながら「気持ちいいのか？　告白されんのが？」と篤紀が片眉を上げると、知也が当然のように答える。

「やっぱ俺ってカッコいいんだなーって再確認できるじゃないですか。〝いいね〟ボタン連打された感じで気分いいし。あ、もちろん表情には出しませんけどね。断る時は、あくまでも申し訳なさそうに微笑んで『ごめんね』って言ってますけど」

「好きでもなんでもないヤツに『好きだ』って言われんのが嬉しいか？」

　否定的なニュアンスで聞く篤紀に、知也が「いやいやいや」と反論する。

「『好き』って言われて、嬉しくない意味が分からないですよー。そりゃあ、可愛い子のほうがいいですけどね。黒崎さんだって告白されること多いでしょ？」

「人と比べたことないから分かんねぇな」

「いや、多いですって、絶対……あー、そっか。自分に興味ないんでしたっけ。そういや、ちえりちゃんがそんなこと言ってたなー」

　呆れたように笑った知也が続ける。

「ふたりって似た者同士ですよね。ふたりとも顔がいいのに自分に興味ないとか、俺からしたら『もったいないなー』って思うし、信じられませんけど。っていうか、俺の周りなぜか美形多いんですよね。やっぱ類友かなー」

「……おまえ、よくしゃべるな」

「あー、それよく言われますねー。なんか、慎一が無口なタイプだからか、俺の口数が増えちゃって。あ、慎一ってちえりちゃんの弟ですけど」

「へー。無口なのか」

　レジ前であまり長話もな、と思い店内を見回すと、そんな篤紀に気づいた知也が「ほかにお客さんいないから平気ですよ」と言う。

　知也の、こういう人をよく見ている部分も、篤紀は苦手だった。どうも全部を見透かされている気がして、居心地が悪い。

　こちらが呆れるようなナルシスト発言も軽い調子でするため、頭もさぞかし軽いんだろうと思いきや、そうでもないから厄介だ。

「慎一は硬派って感じですかね。いいヤツですよ、俺みたいに性格ひねくれてないし純粋で。慎一の学費稼ぎたいからって、大学行かないでフリーターになったちえりちゃんに、感謝もしてるし」

「へぇ」

「『早くちえりちゃんに彼氏できて幸せになるといいなー』って話したら、『おまえは絶対に近づくなよ』って。親友に向かってひどくないですか？」

『的確な判断だろ』と心の中でツッコむ篤紀に、知也が困ったように笑いかける。

「慎一って、純粋すぎてむげに扱えないんですよね。あいつ自身すげー頑張ってるし。それなのに、小さい頃に親父さんのこととかで、たまに心ないこと言われたりしてて。それ黙って耐えてんのとか見てきたりしてるから、余計に」

　篤紀自身は慎一を見たことはない。だから、その様子は想像できないのだが……きっとちえりが我慢している時と同じような顔をしているのだと思うと、静かに胸の奥が軋きしんだ。

　育ちや肩書などで人を判断するような人間は、少なくない。

　御曹司の篤紀も普通とは少し違う環境で育ってきたため、そのことは知っている。

「まぁ、俺は女の子には少し薄情ですけど、友情には熱い男なんで、そこはビシッと『舐なめてんじゃねーぞ』って蹴散らしてやってますけどね。あそこの姉弟は揃そろっていろいろ言い返せませんし」

　知也は話を本題に戻す。

「だから、無理やりにでも聞き出さなきゃ、ちえりちゃんは本音なんか言ってくれませんよ。多少ズルい手使ったって、最終的にうまくいくなら許されるでしょ」

　ニッと笑いながら言った知也に、篤紀はしばらく黙り込んだ。

　ちえりの性格を考えれば確かにそうかもしれない。育ってきた環境からか、もとの性格なのか、我慢することに慣れすぎている。ちえりが自分から欲しいものに手を伸ばすことなんてきっとないだろう。

　立場の違いは先日、『問題ない』と否定したからいいにしても。真面目なちえりは、『家族の反対を押し切ってまで働く道を選んだのに、恋愛なんて……』などと考えていそうだ。

（だったら――）

　知也の言うように、こちらから強引にいったほうが手っ取り早いのかもしれない。けれど、それは同時に……ちえりの気持ちを無視することになってしまいそうで。

　そこまで考えて、篤紀はふっと笑みを浮かべた。

「別にいーや。俺、そんな急いでねぇし」

　篤紀の答えに、知也は「そんなんだから、いつまで経っても進めないんですよ」と言うも、篤紀の答えは変わらなかった。

「自分の気持ちを押しつけたいわけじゃねぇから。そりゃ、好きだから一緒にいたい気持ちはあるし、俺のわがままでそばにいさせてるけど……でも、それは、あいつが許す範囲までにしたい」

　篤紀は目を伏せ、頬を緩める。

「〝好きだ〟って叫んで、あいつの逃げ道を塞ぎたくはない。ちえりだっていろいろ考えて今のフリーターって道を選んだわけだし」

　篤紀は、曖昧に微笑んで「まぁ、俺自身気持ち隠せねぇから、叫んでるも同然かもしれないけど」と、くしゃっと自分の髪に手を差し込んだ。

　その様子をぼーっと眺めていた知也が言う。

「なんか今、ドラマのワンシーンでも見てる気分でしたよ。黒崎さん、ほんと画えになりますよね。でも、大企業の御曹司には向かないんじゃないですか？」

「……は？」

「俺、確かにイケメンですけど、ただのコンビニのバイトですよ。知り合って一年半で、しかもここでしか会ったことないのに、信用して好きな女のことを真剣にペラペラ話しちゃうなんてチョロすぎでしょ。そんなんじゃ、すぐだまされますよ」

　いたずらっ子のようにニヤッと笑う知也に、篤紀は一瞬驚いた顔をして、「知ってたのか」と笑った。

「ちえりちゃんから聞きました。ああ、でも誰かに言いふらすとかはしませんから、安心してください。顔よくて御曹司とか、ハイスペックすぎてムカつくから言いません」

　ハッキリとそんなことを言う知也に、篤紀は笑って……それから、千円札を一枚、カウンターに置いた。

「口止め料な」

「えー、この御曹司せこい。野菜ジュースふたつ分引いたら六百円なんですけど」

「……やっぱやめた。六百円、この店の向かいにある別のコンビニで使うことにする」

「あー……それはちょっと、リアルにやめてほしいです。ごめんなさい。六百円で口閉じます」

　篤紀と知也がそんなやり取りをしているところに、ウィーンと自動ドアが開き……入ってきたちえりが、篤紀を見るなりムッとした。

「社長、野菜ジュース買うのにどれだけ時間かかってるんですか。綾子さんが、なんで社長がこんなに遅いかで、賭け始めてますよ」

『まったく』という声が聞こえてきそうな顔のちえりに、篤紀が「だって、こいつがうるさいから」と言う。

「いいからもう行きますよ。社長の仕事がどっさりたまってるんですから」

　ちえりに小言を言われた篤紀は「はいはい」と面倒くさそうに返事をしながらも、その横顔はどこか嬉しそうで。

　そんな篤紀を見ながら、知也が先ほどの言葉を思い出す。

『〝好きだ〟って叫んで、あいつの逃げ道を塞ぎたくはない』

　怒られながらも、あんなに口元を緩めるほど、ちえりが好きなくせに……その言葉が理解できない。

　軽い気持ちじゃないなら、なおさら言えばいいのに。

『ああ、でも……』と、知也は考え直す。

　もう篤紀が告白したところで、ちえりはきっと応えないだろうと。

　ホテル・プリンスＫの御曹司と知ってしまった今では、状況が変わってしまった。

　篤紀はどうやら、ちえりが気持ちに応えない本当の理由を分かっていない。フリーターをしている以上、恋愛に現うつつを抜かしてはいられないからだと思っているようだが、実際は違う。

〝格差〟なんて言葉は大げさだと思うものの、ちえりがそれに近いことを考えているのは分かる。

　知也は、「あーあ」とため息を落とした。

　面白そうだし、ちえりがあまりにも動こうとしないから、ちょっとした親切心で、篤紀を焚きつけようとしてしまったが……。篤紀が御曹司だということをうっかり忘れていた。

　これでもし、篤紀がガンガン攻めたりしたら、ちえりは苦しむだけだ。結局は篤紀が『急いでないから別にいい』と、拒んでくれたからよかったけれど、危ない危ない、とため息をつく。

「もう無理だなー。キューピッドになりそこねた」

　せっかく両想いなのに、あのふたりが結ばれることはないだろう、と結論づける。知也は、篤紀が置いていった千円をレジに入れ、今さらの会計を済ませる。

　ちえりに彼氏ができれば慎一だって喜んだだろうし、自分がそのきっかけを作ってやれたら鼻が高かったのに、と思うのの、仕方ない。

「あーんな重たく恋愛しなきゃいいのに」

　そう独り言をもらした後、お釣りの六百円をレジ横にある募金箱にチャリンと入れる。直後、入ってきた女子高生ふたりを「いらっしゃいませー」と笑顔で迎えた。










叶えられない願い




　白石出版のレセプションパーティーは、十三時から行われる。

　篤紀がちえりのアパートのインターホンを押したのが十時。パーティーまでは移動時間を差し引いても、ゆうに二時間以上ある。

　今まで結婚式などに出席したことのないちえりは、ドレスを着るのにそんなに時間がかかるのか、と驚きながら篤紀を部屋に入れた。

「ドレスはこれ、で、靴はこれ。あと鞄。ドレスに着替えたら、俺が髪をセットしてやるから」

　ちえりが住むのは、会計オフィスから電車でふた駅のところにある、ワンルームマンションの一室だ。

　ちえりは高校を卒業してすぐ、ひとり暮らしを始めた。お金を貯めることを考えれば洋子の家にいたほうが効率はいいが、これ以上甘えたくなかったからだ。

　八畳の部屋の半分は、ベッドなどの家具で埋まっているため、篤紀がどさっと広げたドレスやらで、もう床が見えなくなりそうだった。

「あ、そっか。髪もやらなきゃいけないんですね……。え、社長、女の人の髪とかセットできるんですか!?」

『不器用そうなのに……？』と、思っただけのつもりだが、口に、もしくは顔に出ていたらしい。

　ジャケットを置いたベッドに、ドカッと座っている篤紀が、苦笑いを浮かべる。

　いつもなら眉間にシワを寄せるところかもしれないが、どうやら今日はドレスアップしたちえりと一日いられるからか、気分がいいらしい。

　しかもおしゃべりコンビニ店員から、思いがけずちえりの気持ちを聞いてしまったため、なおさらご機嫌のようだ。

　ちえりが知也に直接気持ちを話したわけではなさそうだが、あの気持ち悪いほどの洞察力を持つ知也が判断したことなのだから、信しん憑ぴょう性せいは高い。

「ここに来る前に、簡単にできるやつを美容師から教わってきたんだよ。言っておくけど、俺、手先は器用なほうじゃねぇし、凝ったのなんかできないからな」

「……凝ったのなんかできたら軽く引きます。それより、社長はそれで行くんですか？」

　Ｙシャツの袖には、いつもはつけていないカフスボタンがあり、ネクタイの色も見慣れない物だ。

「社長にしては珍しい色ですね、淡いブルーなんて」

「ああ。一応めでたい席だし。昔は白とかシルバー以外はよくないって言われてたけど、今はパステルカラーくらいまでは許容範囲だから、無難にな」

　ちえりがベッドの上にあるチャコールグレーのジャケットに目をやると、胸ポケットからチーフが覗のぞいていた。わざわざ合わせたのか、それも淡いブルーだった。

　いつもは自然に流している髪も、今日は整髪料を使って少し上げて、後ろに流している。

「社長って……ちゃんとした大人だったんですね」

　篤紀をまるで子供みたいだと思うことも少なくないが、冠婚葬祭をきちんと理解している姿には、ただただ感心してしまう。

　普段と同じようなスーツなのに、なんだか違う人に見える。

　ちえりは騒ぎだそうとする胸を抑えつけるように、篤紀の持ってきたドレスを手に取り、胸に押しつけた。

　そして、着替えのためにバスルームに向かおうと、一歩踏み出してから立ち止まる。（狭いバスルームで着替えて、ドレスの生地をどこかにひっかけでもしたら大変……）

　ちえりは仕方なく、ここで着替えたいことを説明すると、篤紀は「ああ、じゃあ後ろ向いとくから」と普通に言った。

「できれば、外出ててほしいんですけど」

「別に覗かねぇよ。そんな軽率なことして嫌われたくないし」

　まぁ、そう言う以上は覗くようなことはしないだろうし、一応社長である篤紀をトイレやバスルームに閉じ込めるのも気が引ける。

　ちえりはそう判断して、少しためらいながらも服を脱ぎ始めた。篤紀にいつも文句ばかり言ってはいるが、彼を信用しているのだ。

　もちろん篤紀も、ちえりが嫌がることは絶対にしない。

　今まで篤紀は、何に対しても無関心だったため、強く望んだものがなかった。

　篤紀本人でさえ、『自分は淡泊な人間なんだ』、『大した感情の動きもないまま、こういう緩い感じで人生を過ごしていくんだろう』と、学生の頃からずっと思っていた。

　それなのに、突然バイトとして現れたちえりに、いとも簡単に心が揺り動かされたのだ。

　最初は『ずいぶん可愛い顔してるな』という印象だった。くりっとした丸く愛らしい瞳に、小さな鼻と薄い唇を持つちえりは、実年齢より若く見える。

　そのため、『本当に高校を卒業しているのか？』という疑問が一瞬頭をよぎり。続いて感じたのは、『背も小さいし細いし、ちゃんと食えてんのか？　大丈夫か、こいつ』ということ。

　小柄だから心配になったわけではない。気になって仕方がない何かが、ちえりにあったのだ。すぐ目の前の席にいるのに、なぜだか重みを感じない。

　例えば、彼女から向けられる笑顔は、次の瞬間には消えてしまうんじゃないかとか、触れようとして伸ばした手は、ちえりには触れず、そのまま通り抜けてしまうんじゃないかとか……そんな風に不安になる。一度や二度じゃなく、頻繁に。

　ずいぶん経ってから、それは、ちえりがどことなく〝儚はかない〟からだと気づいた。

　実際のちえりは威勢もいいし頑固だし、篤紀の厚意を受け入れようともしない意地っ張りだ。

　責任感が強く、篤紀がコンビニバイトを辞めさせようとした時だって、ちえりは『ほかのスタッフに迷惑がかかるから』と言い張った。会計オフィスでのバイト時間を延長しようとした時も、『お金をもらう以上、それ相応の仕事量がなければ嫌だ、でなければ辞める』と、なかなか受け入れなかった。

　だから、ちえりの内面は、儚さとはかけ離れていると、篤紀も思うのだが……。

　なぜかちえりの印象は変わらない。むしろちえりの、男の下心に鈍感なところや、困っている人を見ると、自分の危険をかえりみずに行動する一面を知り、危なっかしさを感じてしまう。

　男には特に注意してほしいし、自分にはもっと甘えてほしい……そう思う一方で、ちえりの真面目で素直なところを知れば知るほど、篤紀は彼女に惹かれていった。

　ちえりの好きなところを挙げるときりがないが、可愛らしいのはもちろん、透き通るような柔らかい雰囲気や、芯のある優しさ、正義感の強さ……それらすべてが篤紀の心を捕らえて離さない。

　今や篤紀にとって、ちえりはどうしても失えない存在なだけに、最後の一歩で慎重になっているのだ。

　ベッドの上であぐらをかいて座り、目の前の白い壁をじっと見ている篤紀の耳に、シュルシュルと布のこすれる音が聞こえてくる。その音に想像がかき立てられ、こんな生殺し状態にされるくらいなら、いっそドアの外に出ておけばよかったと後悔する。

　篤紀は、背後から聞こえる衣きぬ擦ずれの音をかき消すように、目を閉じて今日パーティーに来る面々への挨拶をどうするか考える。

　しばらくすると、ちえりが「あの……」と声をかけた。

「着替えました……が、これ絶対、社長が買ってきましたよね」

　ムッとした表情のちえりが、ドレスのスカート部分を指先でつまむ。

　ちえりが身にまとっているのは、篤紀のネクタイやチーフと同じブルーの、膝ひざ丈のワンピース・ドレスだった。

　チューブトップの部分には、生地の淡いブルーが透けて見える程度に、上品な柄の黒いレースが縫いつけてあり、左胸には黒いバラのモチーフがある。また、胸から腰にかけてはタイトな作りだが、腰からのスカート部分はふんわりしている。アシンメトリーにカットされた淡いブルーの生地の内側には、同じ色のレースが広がっていた。

　シンプルな服を好む綾子の印象とはほど遠いドレスに身を包みながら、ちえりが睨んでくる。

　篤紀はニヤけそうになる顔を必死に引きしめながら、言い訳を探す。

「いや、うちにあったやつを持ってきただけ」

　もちろんそんな嘘にだまされるちえりではないのだが、持ってきてもらったことを考えると、それ以上文句も言えずに、ため息で流した。

　こんなのは申し訳なくて嫌なのだが、仕方ないと諦め、気まずそうに篤紀を見た。

「すみませんけど……後ろのファスナーが上がらないので、上げてもらっていいですか？」

「え……あー、いいけど」

　少し恥ずかしそうにしているちえりの姿に、篤紀はごくりと喉のどを鳴らす。そして立ち上がり、なんとか平静を装いながら、ちえりの後ろに回った。

「目、つぶってくださいね」

「それじゃあ、ファスナーがどこにあるか分かんねぇだろ」

「じゃあ、いやらしい目で見ないでくださいね」

『それは無理だろ……』と内心ツッコみながら、余裕のあるフリをして、「はいはい」とファスナーに手をかける。左手でちえりの腰のあたりを押さえて、極力、素肌や下着は見ないようにし、ファスナーを上げ切った。

（こんな肩の出たドレスを選ぶんじゃなかった）

　選んでいる時は、色白のちえりにぴったりだと思ったし、いざ着せてみても童話に出てくる姫みたいに可憐だが、こんなちえりの姿をほかの男に見せるなんて考えられない。

　店員に勧められるまま、ドレスに合わせたストールも買っておいてよかったと篤紀はため息を落とす。

「えっ、もしかして似合わないですか……？　胸がないから？」

「は？　胸って……何が？」

　ため息を勘違いして焦ったちえりに聞かれ、同じように焦った篤紀がそう返すと、ふくれっ面を向けられる。

「チューブトップって、胸がない人が着るとさらしみたいに見えるって、この間テレビで言ってて……私、貧相な身体ですし」

「……気にしてんのか？」

　ちえりは基本的に自分のことには無頓着だと感じていただけに、篤紀は驚く。

　ちえりは、「まぁ少しは」と口を尖らせた。

「胸の大きな人とかスタイルのいい人を見たり、こういう服着たりすると、やっぱり多少は気になります。ところでコレ……大丈夫ですか？　完全に服に着られてる気がしますけど」

　そう言って、鏡の前でくるくる回りながら自分の姿を見下ろしているちえりは、いつも以上に可愛らしい。百人が見れば、百人とも〝魅力的だ〟と言うに違いない。そう確信できるほど、篤紀にとっては愛くるしくて仕方がないのだが。

　当の本人は、似合っているかどうかさえ不安らしいから不思議だ、と篤紀は呆れる。

「これ、色は大丈夫ですか？　レセプションパーティーって結婚式の二次会みたいな感じだって言ってましたよね？　そういうのって普通、『黒いドレスが無難だ』って聞いたことがあるんですけど……」

　心配するちえりを前に向かせ、後ろからネックレスをつけながら篤紀が答える。

「大丈夫だろ。今は式でもピンクとかのドレスを着てる人も多いし。今日は花嫁は白しか着ないって話だし、問題ない」

「そうなんですか……。ところで無断でネックレスつけられてるんですけど、これは？」

　ちえりが少し身体をずらして鏡を見ると、クロスがふたつついたシルバーのネックレスが確認できた。

　一センチほどのクロスには、淡い紫のアメジストが、その三分の二の大きさのもうひとつのクロスには、ダイヤが敷きつめられている。

　篤紀は「こういうドレスの時は、ネックレスをするのがマナーだ」などと、それらしい理由を並べた。するとちえりは、「はぁ……」とため息を落とす。

「ドレスもネックレスも、わざわざ買ってくれたんですか？」

「……さぁ。忘れた」

　目を逸らしながら言う篤紀を、ちえりが咎めるように見ると、篤紀は「別にいいじゃねぇか」と開き直る。

「こういう時じゃねぇと受け取らないだろーが、おまえは。クリスマスだってホワイトデーだって誕生日だって、五千円以内の物しか受け取らないとか釘刺しやがって」

　篤紀が思い出したように機嫌悪く言っても、ちえりは引く様子を見せない。

「それだって、私がいくらか知らないのをいいことに、毎回社長は金額オーバーで違反してるって分かってるんですからね」

「もらえるもんは黙ってもらっておけばいいだろっ」

「そんな、ただ甘えるようなことはできませんっ」

　一歩も引かないちえりに、また言い返そうとした篤紀だったが、昔のことを蒸し返してケンカしている場合ではないと、気を取り直す。

「とにかく、髪やるから、そこ座れ」

「あ、はい」

　床にあぐらをかいた篤紀が、自分の前にちえりを座らせる。

　それから、ちえりから借りたクシで髪をとかし、左の耳あたりでひとつに結ぶ。髪を上げると、先ほどつけたネックレスがキラッと光った。

　ちえりに言われるまでもなく、これは篤紀が選んで購入した物だ。

（チューブトップのドレスじゃあ首元が寂しいし、ほかの招待客だって、きっとアクセサリーのひとつやふたつは身にまとってくるだろ）

　そう都合のいい言い訳をして、ちえりにアクセサリーを贈ろうと思ったのだ。

　そして、入ったジュエリーショップですぐ目に留まったのが、このネックレスだった。

　二月生まれの篤紀の誕生石のアメジストと、四月生まれのちえりの誕生石のダイヤモンド。それらの宝石があしらわれたふたつのクロスは、まるで寄り添っているようで、見た瞬間、運命を感じるほどの衝撃を受けた。

　それを正直にちえりに言えば、買ったのがバレてしまう以前に、『男のくせにロマンチストすぎる、さすが魚座ですね』とバカにされそうだが。

　きっとちえりは篤紀の誕生石など知らないだろうし、完全な自己満足だ。でも、それがちえりの首元で揺れるのを見られれば、充分だった。

「あの……社長、髪、本当に任せて大丈夫なんでしょうか」

「ああ、秘密道具借りてきたから」

「秘密道具？」

　一体なんだろうと顔半分振り返ると、篤紀が紙袋の中からそれを取り出して見せる。

「ウィッグ。これを地毛に巻きつけておろしておけば、いい感じになるって言われたから。で、あと控えめな飾りももらってきた」

「なんか……至れり尽くせりで怖いですね」

　申し訳なさそうに笑うちえりに、篤紀がまるで文句でも言うようなトーンで返す。

「だっておまえ、こういう特別な機会でもないと、俺が何かするの嫌がるし」

　事実なだけに、ちえりが何も言えずにいると、篤紀が続ける。

「おまえは普段、俺を頼らなすぎなんだよ。『なんでもやってやる』って言ってんのに、一度も頼ってこねぇし。異動の件も嫌がるし」

　イライラした様子で髪を触る篤紀に、ちえりは『別に責められるようなことじゃないのに』と思いながら、力なく笑う。

　篤紀が本心から自分の力になりたいと思ってくれているのは分かっているし、素直にありがたい。

　それでも、どうしても甘える気にはなれないのだ。……と、いうよりも。

「社長だけを頼らないんじゃなくて……人に甘えるのって、どうすればいいのか分からないんです」

　静かで、どこか寂しげな声色だった。

　ちえりにとって、育ての親である洋子夫妻はよくしてくれたし、大好きだけれど、自分から甘えたり頼ったりすることはできなかった。自分と慎一の生活を見てくれているだけでも面倒をかけていると思っていたし、金銭的に負担をかけていることも心苦しかったからだ。

　母親が亡くなった時に、〝頼る〟、〝甘える〟などということは、無意識に頭の中から消していたのかもしれない。

　以来、自分でできることは、すべて自分でやってきた。

　篤紀も、そんなちえりの事情については、本人から聞いて知っている。だから、今の言葉を放ったちえりの気持ちも理解できた。

「別に難しいことじゃねぇよ。ただ、俺が差し出したものを素直に受け取ればいいだけだ」

　ちえりが今すぐに変わるとは思えない。だけど、せめて自分にだけは、気を許してほしいと思う。たとえそれがわがままだったとしても。

　そんなもどかしさから、少し横柄な態度で言った篤紀に、ちえりは前を向いたまま笑う。

「社長の優しさを全部受け取ってたら、私はわがままで手のつけられない、ダメな人間になりますよ」

「その前に、そもそもおまえは俺の優しさも好意も、受け取る気なんか、これっぽっちもねぇだろ」

　ふんとふてくされたように言った篤紀に、ちえりはなぜか黙った。

　いつもなら、『当たり前です』と、間髪いれずにピシッとした答えが返ってくるのだが……。『それなのに、どうしたんだ？』と篤紀が不思議がっていると、ちえりがようやく口を開く。

「そんなことないです。ダメだって思ってても……特別に想ってる人に優しくされたら、私だって揺れます」

　ちえりの言葉に、篤紀は目を見開く。

　そう。いくらしっかりしていたって、ちえりだって年相応の普通の女の子なのだ。

　誰が見てもカッコいい男に四六時中、気にかけられれば、その大きな手に甘えてみたくなったりもする。篤紀に頭を撫なでられたり手を繋がれたりと、ドキッとするようなことをされるたび、その手に自分から触れたくなってしまう。

　今だって、髪を触られている状況に、本当はドキドキしている。それをただ篤紀にバレないよう隠しているだけで。

　ダメだと分かっていても、感情のまま動いてしまいそうになる時が最近増えた。

「ちえり、こっち向け」

　少しの沈黙の後、髪をまとめ終わった篤紀が言う。

　うっかり素直な気持ちを口にしてしまった恥ずかしさから、ちえりがなかなかそうできずにいると、後ろから伸びてきた手がそっとちえりの頬に触れ、振り向かされる。

　それと同時に、ちえりの顔に影が落ちる。目の前に、篤紀の顔が迫っていた。

　篤紀は、じっとちえりの瞳を見つめる。ちえりの瞳の中に、〝嫌だ〟という感情がないかどうか慎重に探ってから、ゆっくりと近づき……そのまま唇を重ねた。

　恋愛にかまけていられないと、自分でラインを引いたはずなのに。迫られれば、こんな風に心が揺らいで、キスを受け入れてしまう。そしてそれを嬉しいと思ってしまう。

　自分は、なんてこらえ性がないんだと思いながらも、ちえりには篤紀を拒むことはできなかった。

　最初こそ、何度か断ったりもした。初めてキスされそうになった去年の夏祭りの時だってそう。

　だけど、熱がこもった瞳で見つめられると……抵抗しなくちゃダメだという気持ちは小さく影を潜めて、代わりに篤紀への恋心が大きく膨らんでいく。

　ここ数ヶ月はもう、抑え切れないレベルにまで達しており、ようやく篤紀の想いに応じてみてもいいかもしれないと、気持ちが固まりつつあったのに。

　――そんな矢先だった。

　異動話が出て、篤紀が御曹司だと知ったのは。

「キスした後、いつも泣きそうな顔するけど、なんで？」

　唇を離した篤紀が、鼻先の触れる距離から真剣な表情で聞く。

「俺のキスは受け入れるのに……」と甘く響く声で呟き、ちえりの頬に触れる。

　ちえりは、その手から愛情が流れ込んでくるのを感じながら、篤紀をじっと見つめた。

「それまでは、必死に耐えてたからです。社長に揺れないようにって」

「弟のことがあるからだろ？　弟が大学を卒業するまでは、恋愛より仕事を優先させたいんだよな」

『そんな話をしたのはずいぶん前なのに』とちえりは驚く。

　篤紀がちえりの部屋に来た回数が十回を数えた時、ちえりの家の話になった。履歴書でも見返したのか、篤紀が『そういえば、おまえ弟いるんだな』と話題を振ってきて、そこから、両親や叔母の話になったのだ。

　その時、ちえりはアプローチしてくる篤紀を退けようと思って、こう口にした。

『弟が大学を卒業するまでは、その学費を稼ぐために少しでも働かないと』

『それまでは恋愛してる余裕なんてない』

　ちょうど黒崎会計オフィスで働き始めて三ヶ月が過ぎた頃で、慎一が大学を卒業するまであと五年もあった。篤紀の気持ちは真剣だと分かっていたが、いくらなんでも五年は長い。だから、そう宣言しておけば、その間に篤紀はほかの誰かを見つけるだろうと……。

　篤紀がこのまま自分にかまいっきりだと、気持ちがどんどん大きくなっていくのは目に見えていたし……それに。それまで誰にも感じたことのなかった気持ちや、日に日に篤紀に強く惹かれていく自分が怖かった。

　だから、自分の気持ちが引き返せないほど大きくなってしまう前に、篤紀に諦めてもらおうと思ったのだ。この時のちえりにはまだ、一歩踏み出す勇気も、篤紀と向き合おうと思えるほどの恋心もなかったから。

　だけど……篤紀の反応は予想とは違っていた。

　篤紀は、『分かった、じゃあ待てばいいんだな？』と、いとも簡単に五年という時間を受け入れてしまったのだ。

　ちえりが言葉を失ったのは言うまでもない。

「『弟が卒業するまで』なんて言ったのは、私が社長に向き合わないようにするための言い訳です。……八割嘘でした」

「嘘？　なんだよ、『向き合わないようにするための言い訳』って」

　わけが分からないといった様子で篤紀が眉を寄せると、ちえりは彼のほうを向いて座り直し、説明する。

「怖かったんです。社長が……私の中で大切な存在になるのが」

　そう口にしたちえりに、篤紀は声を失い、ただ見つめることしかできなかった。

　今までちえりはこういう話をしたがらなかったから、驚くと同時に、わずかな緊張が走る。

「つき合っていくうちにかけがえのない存在になったとしても、いつか別れる時が来るかもしれない。それで社長が遠くへ行っちゃうなら、ずっと今のままの関係でいたほうがいいって、そう思ってたんです」

「今のって、上司と部下って関係か？」

「はい。でも……〝恋人〟とか〝つき合ってる〟とかそんな言葉の約束がなくても、結局、私にとって社長は……いつの間にか隣にいて当たり前の、大切な存在になってました」

〝大切な存在〟という言葉に篤紀は全身で驚き、後からじわじわと嬉しさがこみ上げてくる。口の端が勝手に上がろうとするのを必死でこらえていると、ちえりが責めるような目で篤紀を見た。

「社長が……全然諦めずに、いつもそばにいて手を繋いできたり、キスしてきたりするせいで、気持ちが揺らいでうっかり社長に落ちちゃったんです。そうならないよう必死にこらえてたのに」

「……それは俺が悪いって言いたいのか？」

　篤紀は、今までにないほどのレベルで嬉しいのだが、ちえりの口ぶりが、『迷惑なんです』とでも言いたそうなため、喜びに浸り切れずに曖昧な笑みになってしまう。

　――それに。

　こうして改まった話をするからには、何かしら伝えたいことがあるのだろう。なんとなく……本当になんとなくだが、いい報告ではない気がして、余計に喜んでばかりもいられなかった。

「悪いですよ。だって、私がせっかく〝社長と向き合う〟って覚悟決めたのに、急に遠くへ行っちゃって……。そのくせに、相変わらずかまってくるし」

「〝遠くへ〟？　別にどこにも行ってねぇだろ。引っ越してもないし、何も変わってなんか……ああ、新しい職場でのことを言ってんのか？　だったら部屋も同じだし、デスクだって――」

「そういうことじゃなくて」

　遮るように言ったちえりは、じっと篤紀を見つめて、彼の肩に人差し指でトン……と触れた。

「遠くなったのは、社長自身です」

　肩書や立場など、そういうことを含めた意味合いだった。

　今篤紀を責めるのは、ただの八つ当たりでしかないと分かっている。近づくことを怖がってもたもたしていたのはちえりであって、その間にふたりの距離がもう縮められないほどのものになったとしても、篤紀は何も悪くない。

　すべては自分やタイミングや……境遇のせいだ。

　それが分かっているだけに、ちえりはぼんやりとした言い方しかできなかった。

（遠くへ行っちゃうくせに）

　それを言ったところで、篤紀にはどうにもできない。だから、自分の気持ちをこんな風にハッキリ言うつもりはなかった。

　それなのにこうして我慢できずに言葉がもれてしまったのは……それだけ、ちえりの篤紀への想いが強まったからだ。これ以上ひとりで抱えるのはもう、ツラいほどに。

　一方の篤紀は、ちえりの言葉の意味が、まるっきり分からずにいた。

　肩を指で突かれた。それが何を意味するのか篤紀にはまったく分からない。

　仕方ないだろう。ちえりが高く厚い壁だと感じている身分の差を、篤紀は石ころレベルにさえ思っていないのだから。

　篤紀がちえりの家庭について、ネガティブなイメージを持ったことはただの一度もない。ちえりの甘え下手なところや意地っ張りなところを見ると、複雑な環境で育ったからかと、胸を痛めたりはするが。

　あくまでも大切なのはちえり本人であって、育ちや家柄なんてどうでもいい。周りがうるさく言おうがなんだろうが、ちえりの耳に入る前にすべて黙らせればいいのだ。

　ちえりにいつかファミレスで『きちんとした人と結婚したほうがいい』と言われたが、『そんな心配はいらない』とすぐに否定したことを覚えている。

　だから、篤紀はちえりの心配をその場で払拭できたと思っていた。

　少しツラそうに顔を歪ゆがめたちえりに見つめられ、肩に触れていた彼女の指を手ごと握りしめる。

　そしてそのまま、自分の胸にちえりの手を押しつけた。

「何が遠いんだか分かんねぇけど……俺は今ここにいる。おまえの手が届く場所に。おまえが嫌がっても、何があっても、この先この距離から離れるつもりはない」

　ちえりの大きく見開かれた瞳が、篤紀を見つめる。

「だから、おまえもいつまでも意地張ってないで頷けよ。……俺のこと、嫌いじゃねぇだろ？」

　ちえりは、少し不安そうに聞く篤紀の表情をじっと見つめた後、思わず笑みをこぼす。

『俺のことを好きになれ』だとか、そんな強気な言葉が許される人なのに、なんでこの人はいつもどこか弱気なのだろう。そう考えたら、可愛く思えて仕方なくなった。

　いつも図々しいほどかまってくるのに、肝心なところでいつも弱気で、ちえりが『五年待て』と言えば待ってしまうほど、ちえりの気持ちを優先してくれる。

「なんでそんなに……」

　言葉が続かず、ちえりが顔をくしゃりと歪める。

（望めば、どんなものだって手に入れられる人なのに。望んで、もっと立場に見合う人を見つけるべきなのに……なんで、こんなに私なんかにこだわるの？　大事にしてくれるの？）

　篤紀の優しさが嬉しくてたまらない気持ちと、彼の想いに応えられないジレンマが交錯し……ちえりの瞳から熱い感情が溢れ出る。

「な、なんで泣いて……。そんなに俺のことが嫌いなのか……？」

　篤紀が不安そうな顔でちえりの手を離すと、ちえりはふるふると首を横に振ってから、彼の胸におでこを当てた。

「社長のことが、嫌いなはずないじゃないですか……。私は、嫌いな人とキスできるような器用な女じゃありませんし、嫌いな人に五年も待つなんて言われたら、ストーカーとして通報します」

「それって……」

「これ以上は言いません。これ以上は……言えません」

（言ってしまったら、もう戻れない。私だけじゃなく、きっと社長も……）

　ずっと隣にいる覚悟ができないなら気持ちに応えるべきじゃない。一度つき合ってから、やっぱり離れるなんてことをしたら、それこそ彼を傷つけてしまうから。

　でも、ちえりは自分が篤紀と一緒にいることで彼が悪く言われるなんて、絶対に嫌だったし、その様子を目の当たりにするのなんて耐えられないと思っていた。

（だったら――。突き放すべき。そう思うのに……）

　篤紀が背中に回してきた腕の強さが、それを踏みとどまらせる。

「社長……」

「言わなくていいから」

「え？」

　篤紀は、腕の中にすっぽりと収まったちえりに、ゆっくりと言う。

「ちえりが言いたくないことなら、言わなくていい。だから……俺を拒絶しないでほしい」

　まるで懇願しているような声色に、驚いたちえりの瞳から、収まったはずの涙がこぼれ落ちる。ちえりはそのまま何も言わずに、そっと目を閉じて……ためらった後、篤紀の背中に手を回した。

（突き放すべきなのに……）

　答えはもうすでに決まっているのに、篤紀の腕の強さや、すがっているようにも聞こえる声に、拒絶の言葉が出てこない。

　近づく覚悟も、離れる覚悟もできないまま、ちえりは篤紀の胸に顔をうずめた。










破れない未来図




「しかし、お金のかかってそうなパーティーね」

　結婚式場を貸し切って行われている、白石出版のレセプションパーティー。

　式場というものに初めて足を踏み入れたちえりは、外観も場内もまるで古城のような造りの会場に、ただただ驚き魅了されていた。

　カーペットやランプ、壁にかかっている絵画など、ちょっとしたインテリアまでレトロな西洋風に統一されていて、まるで童話の世界に迷い込んでしまったようだ。

　十三時の開始と同時に挨拶があり、そこからは親睦を深めるためにと立食パーティーのかたちがとられて、早一時間が過ぎようとしていた。

　百人近い招待客がいて、ざわざわとした話し声が場内にこもっている。

「すごいですよね。デザートだけでも二十種類くらいあるし」

「料理のレベルも高いし、バイキングだったら、一万弱は取られそうな内容よね。でも、誰の支払いになるのかしら、これ。花嫁さんは専務の娘さんだから専務かしら。それとも社を挙げてやってるわけだから会社なのか……だとしたら白石社長、相当な太っ腹よね」

「……綾子さん、そういう話はここではあまりしないほうがいいかと」

　放っておけば、会場の貸切代や料理にかかった料金まで計算しだしそうな綾子を、ちえりが止める。

　会場の中央では、白いドレスに身を包んだ花嫁が、新郎とともにほかの招待客と楽しそうに会話していた。

「素敵なドレスですね。花嫁さん、すごくキレイだし……私こんな近くで花嫁さんを見たの初めてです」

　ぽーっとしながら花嫁を見つめるちえりに、黒のワンピースを着た綾子が、ワイングラスを揺らしながら笑う。

「高瀬くらいの年齢じゃ、まだ周りも結婚する歳じゃないしね。でも個人的には高瀬のほうがキレイだと思うけど。そのドレス、社長のお見立てなんでしょ？　さすが」

「派手じゃないか心配だったんですけど……いろんな色のドレスの方がいて安心しました。黒じゃなきゃダメなのかと思ってたら、そうでもないんですね」

「黒のほうが無難ってだけだから問題ないわ。……それより、今日はメイクもきちんとしてるのね。髪型も違うし、本当に別人みたい。それも社長が？」

「髪はウィッグを持ってきてくれたので、それで……。ドレス着て髪もちゃんとセットしたら、さすがにメイクもきちんとしたほうがいいかなと思って。自分でしたんですけど……なんか私、浮いてますか？　メイク、濃かったのかな」

　ちえりがバツが悪そうにうつむいたのには、わけがある。どうも会場に入ってから周りの視線が気になるのだ。ジロジロと見られている気がして、居心地悪い。だから隅のほうにいるのだが、それでも視線が集まってくる。

　格好やヘアメイクがおかしいのかと、本気で心配しているちえりに、綾子が呆れ笑いをこぼす。

「みんな高瀬が可愛いから見てるに決まってるじゃない。前から思ってたんだけど、もう少し自覚したほうがいいわよ。可愛いんだから、危ない目に遭ったりしても困るでしょ」

「大丈夫ですよ。私なんて気にする人いませんから」

『本気で言っているから困る』と綾子はため息をつく。

　これが謙けん遜そんだったなら放っておくけれど、ちえりは自分の外見についていくら褒ほめても自信を持たない……という以前に興味がない。家庭の事情でゴタゴタしていたようだし、自分のことになんて、かまっている時間がなかったのだから仕方ない。だけど、周りの男が放っておかなかっただろうに……。

　そこまで考えて、『ああそうか』と悟る。

　篤紀の好意には気づいているから今まで気に留めたことはなかったけれど、ちえりは鈍感なのだ。

　篤紀の好意は、ほかの男と比べ物にならないほど溢れ出ているから、鈍感なちえりでも気づいたけれど、それ以外の男の好意は知ることなく、ここまで来たに違いない。

　そんな風に思いながら、綾子が周りを見渡すと、ざっと見ただけでも四、五人の男性がちえりをチラチラ見ていた。

「これじゃあ社長も機嫌悪くなるわよね。せっかく可愛くしたのに、それをほかの男に舐めるように見られちゃってるんだもの」

　綾子は会場の中央付近で、白石出版社長の娘、和美に捕まっている篤紀を見ながら、呟いた。

　篤紀は、ぶすっとして明らかにつまらなそうにしている。始まって十五分ほど保たれていたビジネス用の愛想笑いも、今はもう消えていた。

　一方の和美は、ワインレッドの派手なドレスを身にまとっている。

　サテン生地のような光沢のあるドレスは、大胆なチューブトップに足首まであるふんわりとした形をしていて、黒い花の刺し繍しゅうがほどこされている。まさにウエディングドレスそのものだ。

　和美は篤紀の腕に触れて楽しそうにひとりで何やら話しているようだが……。全身で『おまえに興味はない』と叫んでいるような男相手に、よくもあそこまで盛り上がれるものだと感心する。

　よほど篤紀のことが気に入っているらしい。

「和美さん、やっぱり同級生かもしれないです。ずいぶん前だし、そんなに仲良くしてたわけじゃないから、記憶が曖昧ですけど」

「まぁ、小学校じゃねぇ。あっちも覚えてるか微妙よね。そんなことより、高瀬的にいいの？　ああいうの。社長、すごく触られてるけど。セクハラよね、あれ」

「でも、これも大事な仕事ですし」

「まぁそうだけど……。でも、好きな人があんなことになってたら、いくら仕事でも割り切れなくない？」

　眉間にシワを寄せる綾子に、ちえりは小さく微笑んで……それから目を伏せた。

　確かに想いを寄せている相手が自分以外の女性と楽しそうに話していれば、気になるし、やきもちだって焼く。今の篤紀は和美の隣で死んだ魚のような目をしていて、どう見ても楽しそうではないけれど、ちえりの胸をもやもやとした感情が覆っていた。

　それを振り払うように、ちえりが答える。

「でも、白石出版の社長令嬢だったら、社長ともつり合いますし」

「それ、社長が聞いたら泣くわよ、きっと。っていうか、そういうの社長とちゃんと話し合った？　言ったでしょ、社長の立場が気になるなら、その辺きちんと話したほうがいいって」

「そうですけど……でも、言う必要もないかなって」

「そんなわけないじゃない、ふたりの問題なんだから。それにね、高瀬が気にしていることは、社長にとってはきっとなんでもないことよ。社長は高瀬と一緒にいられるだけで幸せなんだから」

　じれったい思いで綾子が励ましても、ちえりの表情は浮かないままだ。

　綾子からすれば、ふたりの関係はもどかしい以外の何物でもない。

　どう見たって相思相愛なのに……。いくら立場の差があっても、そんなの気持ちの大きさでカバーできるだろうと思う。

「心配しなくても、何かあったら社長がどうにでもしてくれるわよ。高瀬が嫌な思いしないようにって、ちゃんと守ってくれ――」

「だから……簡単に言えないんです。ボロボロになっても守ってくれようとするのが分かるから」

　綾子が黙ると、視線を合わせたちえりが微笑む。無理やり笑っている、そんな感じの表情だった。

「社長はきっと、私のことを守って大切にしてくれる。それは分かってるんです、充分すぎるくらいに。ただ……だからこそ、私が覚悟を決めずに社長と向き合うことはできないんです」

「覚悟……？」

「私のせいで社長がどんな目に遭っても、それでもなんでもない顔をして、隣に図々しく居座る覚悟です」

「どういう意味？」と首を傾げる綾子に、ちえりがゆっくりと聞き返す。

「例えば、私たちが不釣り合いだからって、誰かから社長のことを悪く言われたとします。私は本当は傷ついていても、〝気にしてないから大丈夫〟って、嘘ついて笑うと思うんです。そのことに、社長が気づかないと思いますか？」

「……それはないわね。あの社長が高瀬の変化に気づかないはずがないもの。たとえどんなにうまく嘘をついても」

「私もそう思います。社長は私のこと、よく見ていてくれるから。私がツラい思いをしていることに勘づいて、きっと少なからず自分を責める。だから私は……」

　少し間を空けた後、ちえりが続ける。

「そんな風に社長に自分を責めてほしくないから、社長が誰に何を言われても平気でいなきゃいけないんです。社長と一緒にいたいんだから仕方ない。だから、いいんだって。そういう図太さとわがままを貫き通す覚悟がなければ、社長とつき合っちゃダメなんです」

　ちえりは唇をキュッと引きしめ、感情を押し殺していた。

「でも……そんな覚悟、私にはできません」

　ぽつりとそうもらしたちえりに、綾子はぐっと押し黙る。

　確かにちえりは、篤紀が自分のために犠牲になっているのを見て、何も感じないほどに心を割り切れる人間じゃない。

　むしろ、人の気持ちを考えすぎるくらいだから、篤紀の隣でずっとなんでもない振りをして笑っているのは無理だろう。

「社長が私のせいで何か言われたり、私を庇かばって相手との関係を悪くしたり……そんなところを見て呑気に笑ってなんか、いられません。もし、感情のまま行動して、社長の気持ちに応えたって……きっと気を遣い合うだけです」

　ハッキリとそう言ったちえりが、目を伏せたまま続ける。

「高校の時、彼氏の夢を実現させるために自分から恋人と別れた友達が『好きって気持ちだけじゃ、どうにもならないから』って涙目で言ってて。その時は誰も好きになったことがなかったから、意味が分からなかったんですけど……今、やっとそれが理解できました」

　ちえりはひと呼吸置いてから、ふっと微笑んで綾子を見た。

「社長には、幸せになってほしいんです。曇くもりのない幸せな未来が、社長には似合うから」

　健気に笑うちえりに、綾子は何を言うべきか悩んでいた。

　さっきまで自分が主張していたことは、なんて薄っぺらい言葉だったのだろうと思い知った。

（守ってくれても、それで終わりじゃない。その先に、さらにふたりが乗り越えるべき壁があったんだ……）

　そこまで考えていたちえりに驚きながらも、綾子の胸は締めつけられる。

『曇りのない幸せな未来が、社長には似合うから』

　まるでちえりが自分のことを〝曇り〟と言ったように思えたからだ。

　ちえりを励ます言葉が見つからない。かといってこのまま話を終わらせたくない綾子が、口を開こうとした時――。

「高瀬さん？」と、第三者の声が割り込んできた。

　ちえりと綾子が視線を向けると、そこには和美が立っていた。

　胸下の長さで切り揃えられている髪は黒色で、切れ長の瞳に細く通った鼻筋。メイクのせいもあってか、きつく見えはするものの、整った顔立ちをしているのは確かだった。

「確か小学校、一緒だったわよね？　覚えてる？」

　和美の言葉に、ちえりは頷いて微笑む。

「前、黒崎さんとうちの会社に来たのも高瀬さんよね？」

「あ、うん。ごめんなさい、あの時は仕事に必死で気づかなくて……」

「ううん。気にしないで。私も黒崎さんと高瀬さんが帰ってから、もしかしてって思ったの。だから、今日会えてよかったわ」

　そんな会話をするふたりを、綾子はその場を離れるわけでもなく、ちえりの斜め後ろから観察するように見ていた。

　綾子も和美を数回見たことはあるが、どうも高飛車な態度が気に入らなかった。だから、ここまでの会話は『まぁ普通だな』と思いながら見ていた矢先――。

　和美がクスッと笑ってちえりを見た。

「でも、まさかバイトの立場で、パーティーに出席するとは思わなかったわ」

　急に突きつけられた鋭い言葉に、ちえりは瞬間的に言葉を失う。

　そんなちえりの戸惑いを楽しむように、和美が続けた。

「ここに呼んだのは、一応立場のある方たちばかりなのよ。黒崎さんのところには、何年もお世話になってるし、いい機会だからって社員の皆様を招待させていただいたんだけど……。普通、バイトだったら遠慮しない？」

「あ、ごめん……。私がいることでほかの方も不愉快になるようなら、すぐ帰――」

「ううん。いいの。もう来ちゃったんだから仕方ないし」

　そもそも、こうして黒崎会計オフィスの社員一同を招待するほうが普通ではない。それに、最終的に『いい』と言うのだったら、わざわざバイトうんぬん言うことないだろうと怒りを込めたツッコミを綾子が心の中でしていると、和美が話題を変える。

「でも高瀬さん、今何してるの？　バイトってことは大学生？」

「ううん。フリーターって言えばいいのかな。大学は行ってないの」

「あ、そうなんだ……。確か高瀬さんのところ、お母さんだけだったものね。元気？」

　薄笑いを浮かべながら聞く綾子に、ちえりは曖昧に微笑むだけで、答えようとはしなかった。おめでたい席でする話題ではないからだ。それに、久しぶりの再会で軽々しく話すことでもない。

「お父さん、小学生の頃に急に失踪しちゃったのよね、確か」

「……うん。そういえば、黒崎社長は？　さっきまで一緒に話してたよね？」

　触れてほしくないところにずかずかと入り込んでくる和美に、ちえりが話題を変えようと聞くと、和美はニッコリ笑って答える。

「今、お手洗いに行ったところよ」

「……そう」

「高瀬さんはいいなぁ。黒崎さんとずっと同じオフィスで働いてるんでしょ？　しかも、この間の様子見ると、営業先を回るのだって一緒みたいじゃない。ずいぶん気に入られてるのね」

「そんなんじゃないけど……。勉強のうちだと思って連れていってくれるだけだから」

『そんなわけないじゃない』と、綾子が苦笑する。

　篤紀がちえりを連れ回す理由は、勉強なんかではなく、ただの独占欲だ。公私混同であって、もちろん褒められたものでもない。

　和美は「ふぅん」と呟くように言った後、口角を上げて、ちえりを見定めるように視線を這はわせた。

「高瀬さん、隣に置いておくには可愛いし、ちょうどいいんでしょうね。うちのパパが、高瀬さんに黒崎さんがたぶらかされてるんじゃないかって心配してたのよ」

「え……？」

「私がね、『もしかしたら同級生かも～』なんて話をした時に、確か片親だったって話もしたから、それで。『お金に困ってるだろうし、それ目当てで黒崎社長に近づいたんじゃないかー』なんて。ああ、気を悪くしないでね。ただの冗談なんだから」

　今の発言は、どう考えたってちえりの気を悪くさせ、落ち込ませるのが目的としか、綾子には思えなかった。

　鼻で笑いながら平気でこんなことを言える和美の神経に、綾子は目を見張る。思い切り眉を寄せて怒りを露あらわにしそうになったが、ぐっとこらえた。ここで怒るのはマズイ。相手は白石出版の社長令嬢なのだから、個人同士のケンカでは済まなくなる。

　たとえ向こうから吹っかけてこられても、こちらは招かれている立場であって、問題を起こすわけにはいかない。

「ただ、こういう場にまで出しゃばってくるようだと、黒崎さんの信用にも関わるし、気をつけたほうがいいんじゃない？　バイトの若い子なんて連れて歩いてたら、黒崎さん、みんなの噂の的よ。それこそお金取られてるんじゃないかって邪推されかねないし」

「……そうかもね」

「あ、誤解しないでね。私はそんな風には思ってないの。ただ、黒崎さんの周りの人はあまりよく思わないだろうし、そんな上の世界に急に飛び込んでいくのは、高瀬さんだって身の丈に合わないでしょう、ってことを言いたかっただけで」

　ちえりがキュッと唇を結び黙っていると、和美が「高瀬さん、ロミオとジュリエットって知ってる？」と首を傾げる。

　突然出てきた作品名に、ちえりが「え？　あ、うん。あらすじくらいなら」と、戸惑いながら答えたのを見て、和美が笑みを浮かべる。まるで、ちえりを蔑むような、歪んだ笑みを。

「あのふたり、想い合っていたにもかかわらず、周りの反対を受けて最後は死ぬしかなかったのよね。可哀想だとは思うけど……でもそれが現実だと思わない？　ふたりきりでなんて生きていけないんだから、周りの意見は大事だ、って」

　それに対しては悔しくも同感だ、と綾子が小さく舌打ちをする。

　ロマンスものが苦手な綾子は、あの話が好きではない。いくら劇的な恋に落ちたからといって、感情のまま突っ走るのはどうかと思う。お互い立場のある身だったにもかかわらず、駆け落ちしようとして、結局最後は死に追いやられた。

　もし生きながらえていたとしても、果たして親や家柄に守られて育ってきたお嬢様とお坊ちゃまが、ふたりきりで生活なんてできただろうかと、つい現実的に考えてしまう。

　だから、和美の意見に対しては同感なのだけれど……気に入らないのは、和美が言葉の裏に隠している本音だった。

　感情を抑え込んだ様子のちえりに、勝ち誇ったような笑みを浮かべる和美がさらに言葉を続ける。

「あのふたりは住む世界が同じだったのにダメだったの。これが、大企業の御曹司のロミオと一般庶民のジュリエットだったら……もっと序盤で、悲劇的な終わりを迎えていたかもしれないわよね。そう思わない？」

　したり顔で和美が聞くと、綾子は奥歯を噛みしめながら、『そうか』と気づく。

　相思相愛のロミオとジュリエットに、篤紀とちえりをなぞらえるということは……和美はおそらくふたりが想い合っていると分かっているのだ。そのうえで、ちえりが篤紀の想いに応えないようにと釘を刺している。非情もいいところだ。

　綾子は、ちえりへの明らかな攻撃に、言い返してやりたくなったが、今ここで問題を起こしたら会社関係に差し障る。

　なんとか思いとどまった綾子が、気を紛らわせるために視線を泳がせると……。

「……おい」

　思い切り表情を歪め、和美に向かって冷酷なオーラを放つ篤紀の姿が目の前にあった。

　いつからいたのかは分からなかったが、声がいつもよりも低く小さい様子から、かなり不機嫌だとうかがえる。

（……マズイ）

　篤紀の気持ちは百二十％分かるのだが……。社長令嬢相手に、開口一番『おい』だなんて、事態は確実にマズイ方向に進んでいる。

「黒崎さん、戻ってきてたんですね！」

　綾子が眺める数メートル先、明るい声で笑顔を向ける和美には、危険察知能力が欠けているんじゃないかと、綾子は思う。

　恋をするとそこまで盲目になるんだろうかと、綾子が嫌味半分に思っていた時――。

「社長。和美さんがお話ししたがってるようですので、仲良く会話してくださいね」

　和美に全力で怒りをぶつけそうになっている篤紀に気づいたちえりが、無理やり微笑んで言った。

　何かを言おうとしたのか。思い切り不満そうな顔で振り返った篤紀だったが、ちえりを見るなり、すぐにツラそうな表情になる。

　そんな篤紀の様子を、最初は不思議に思っていたちえりだったのだが……少しして気づいた。

　自分がきちんと笑えていなかったからだと。傷ついた表情がどこかに残っていたから、篤紀は今こんな顔をしているのだ。

　彼の前で平気なフリをしても、うまくできず……篤紀が心を痛める。

　ちえりにとって、それは心配していた未来の姿そのままだった。

　懸念していたことを、今目の前で証明されてしまい、じわりと胸に痛みが走る。自分の演技力のなさに情けなくなりながら、今度こそ篤紀にきちんと笑いかけた。

「社長が言ったんですよ。『仕事の一環』だって。それ、忘れないでくださいね」

　たくさんの話し声が交ざり合っている場内で、ちえりは前に立つ篤紀にだけ聞こえるような小さな声で言う。

　ちえりの言葉でハッとした篤紀は、爆発寸前だった気持ちを無理やり吐き出すように、ため息をついた。

（本当は怒鳴ってやりたい。目の前でちえりを傷つけられたんだから、黙ってなんかいられるか）

　だけど、そうすれば取引先をひとつ失うことになる。そして、もしも契約解消になった場合……ちえりはきっと自分を責めるに決まっている。

　ちえりをパーティーに誘った時、『自分はバイトだから』とハッキリ断ってきた。それを、ただ一緒にいたいがために無理やり連れ出した自分の考えの浅さに、篤紀は歯を食いしばる。

（……もっと考えるべきだった。ちえりが傷つかないために、もっといろんな状況を想定しておくべきだったのに）

　激しい自己嫌悪が、篤紀にのしかかってきた。

「じゃあ、あっちでお話ししましょう、黒崎さん」

　するりと絡んだ和美の腕に引かれるまま、篤紀はその場を離れる。

　心配そうに一度振り向いた篤紀に、ちえりは微笑みながら軽く手を振っていたけれど……。篤紀の視線が自分から離れたのを確認すると、笑みを消し、そっと手を下ろした。

　そして、キラキラとしたパーティー会場にしっくりと溶け込むふたりの後ろ姿を眺めてから、目を伏せる。

　ちえりは、今まで自分のどこかに甘えがあったことを、思い知らされていた。

『傷ついたことをうまくごまかすことができれば、一緒にいられるかも』と、少しは思っていたようだ。

　その証拠に、偽りの微笑みひとつ満足に浮かべられなかったことに、〝最後の望みを断たれた〟――とひどく落胆していた。

　こんなわずかな可能性に賭けたくなるほど、自分は篤紀を想っていたのか。

（気づいても……もうどうにもできないのに）

　気持ちを抑え込んだ胸の中で、篤紀への想いが膨らみ、暴れ……鈍く、確かな痛みが襲ってきた。
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「社長令嬢じゃなかったら、往復ビンタの後、回し蹴りしてたわ」

　うつむいて表情を曇らせていたちえりは、急に聞こえてきた物騒なセリフに、ハッとする。隣を見ると、綾子が納得いかなそうな顔で、篤紀と和美を見ていた。

　ちえりがなんとか微笑むと、綾子は先ほどよりもさらに不満げな顔をする。

「私にまで無理して笑うことないのよ」

「……人の結婚パーティーで落ち込んでたら、失礼ですから」

　本心を見せずにそう言って笑うちえりに、綾子はたまらなくなって口を開く。

「私は……社長には、高瀬が一番お似合いだと思う」

　キョトンとしたちえりは、ふっと笑った後「ありがとうございます」とお礼を述べるも、真剣には受け取っていない様子だ。

　そんなちえりに、綾子が「本当よ」と続ける。

「絶対に高瀬が誰より似合ってる。どこの社長令嬢よりも」

「綾子さん、ここではそういう発言は控えたほうが……」

　ちえりは誰かに聞かれたりしなかっただろうかと、心配そうに周りを見渡す。

「先のことばっか考えてたら、そのうち一歩も進めなくなるんだからね。さっきのことが何よ。あれは向こうが悪いんであって、高瀬と社長が胸を痛める必要なんてないじゃない。ふたりとも優しい証拠よ。想い合ってるだけだし、気にする必要なんてないわ」

　ちえりは、怒った口調で言う綾子に微笑んで、静かに「そうですね」と頷く。

「あんなの……なんでもないじゃない」

　綾子が、本心からそう言っているわけじゃないと、ちえりも分かっていた。

　綾子は頭がいいし、感情よりも理性でものを考えるタイプだ。だから、和美の言う通りかもしれないと思いつつ、なんとか励まそうとしてくれているのだ。

　綾子が、「絶対に分かってないでしょ！」と声を張り上げた時、ずっと和美に捕まっていた篤紀が、ふたりのもとに逃げのびてきた。

　ぐったりと疲れている様子の篤紀に、綾子が聞く。

「社長、もういいんですか？　根性の悪いご令嬢とのお話は」

「いいも悪いも俺は最初から望んでねぇんだよ。でかい取引先だし、なんかあった時、いろいろ面倒だから無む碍げにできなかったけど、もう限界だ……。あれ以上話してたら、多分そのうち殴りかかる」

「なんて言って逃げてきたんですか？」

「向こうがトイレだって席外したから、俺も仕事で挨拶したい相手がいるからって適当に」

　げんなりした様子でため息を落とす篤紀に、綾子が笑う。

　ふたりとも多少の悪口を交ぜながらも、直接さっきのことに触れないのは、ちえりへの気遣いからだった。

「これを機に一気に距離を縮めようと、向こうも必死なんですよ。戻ってきたら、またあの派手なドレスを滑こっ稽けいにひるがえして、社長のところに来ると思いますけど……。あ、これから何か始まるみたいですね」

　綾子が見ている方向に、篤紀とちえりが視線を移す。

　会場の中央付近には、黒のスーツに身を包んだスタッフらしき人が、何人か集まっていた。よく見ると花嫁の手にはブーケがある。

　ということは、ブーケトスでもするのだろうかと、綾子が首をひねる。

　今回のパーティーは、仕事の関係者のみを集めたレセプションであって、披露宴とも二次会とも違う。それでも行うものだろうかと、疑問に思ったからだ。

「これって、アレかな。やらせブーケトス」

「やらせ？」

　普段と同じ声のトーンで聞き返したちえりに、綾子は少しホッとしながら、ため息がてらに説明を始める。

「どうせ和美さんが取るように、仕組まれてるんじゃない？　それで、『次に結婚するのは和美かー。どうですか？　黒崎社長。うちの和美をもらう気はありませんか？』的な流れになるとかね」

「……なるほど。なんかもう画が見えるようですね」

　今日だって、主役である専務の娘夫婦をそっちのけで、和美は篤紀にべったりだ。

　堅苦しいパーティーではないから、主役をちやほやする必要はなさそうだし、楽しめればいいという趣旨はうかがえる。

　それにしても、和美のドレスは派手だった。

　童話の中の姫が、舞踏会で着ていそうなドレスは、色味も相まって確実に花嫁よりも目立っていた。

　そんなドレスをまとった和美が、篤紀にべたべたと迫っていれば、ふたりの関係性を知られていない分、主役よりも招待客の目を引くし、さすがに場違いなんじゃないかと思われるが……。

　和美の父親である白石は、娘に注意するどころか、ご満悦だ。

　どうやら白石から見ても、篤紀は和美の夫として合格らしい。

「でも、専務の娘さんのパーティーで、そんな裏工作しますかね。そんなことしたら、結婚にケチがついちゃうみたいだし」

　ぽつりと呟くちえりに、綾子が「甘いわ」と首を振る。

「確かに結婚式となれば神聖な場だから、遠慮するかもしれないけど、今日はあくまでもレセプションパーティーよ。一応、専務の娘さんの結婚披露が目的としてあるけど、裏のコンセプトは違うんじゃないかしら。黒崎社長と和美さんを周知の仲にする、とかね」

「そっか……。ここで黒崎社長が、白石社長と和美さんのお気に入りだってアピールしておけば、黒崎社長に近づく人も減りますもんね。それに、この場でそんな態度をとられれば、黒崎社長だって曖昧に笑うことしかできないし。周りはそれを、肯定ととるだろうって考えですか」

「既成事実を作っちゃえば、どうにでもできるってことじゃない？　ほかにとられる前に、よっぽど黒崎社長が欲しいのね、きっと」

　結婚披露のレセプションパーティーには、そぐわない裏事情。それを淡々と推理する綾子とちえりを見て、篤紀はため息を落とす。

　その半分以上は、いつも通りのちえりに対する安あん堵どからきていた。和美のセリフにちえりが傷ついたのは分かっていたが、今はなんとか気が紛れているようで、篤紀は胸を撫で下ろす。

　残りは、ちょっとした不満からだった。

　和美に篤紀が狙われているってことを知りながら、なぜちえりはこうも冷静にその事実を受け入れられるのかと。

　この会場に来る前、ちえりはキスを許したうえ、自分のおでこを可愛らしく篤紀の胸にくっつけてきたというのに。〝好き〟という言葉こそ言わなかったが、それに似たようなセリフを告げてきたくせに……。この変わりようはどういうことなんだと、頭を抱える。

『言いたくないことなら、言わなくていい』

　確かに自分はそう伝えたが、それにしたってちえりの気持ちが分からなかった。

　想ってくれている気はする。ちえり本人が言っていた通り、好きでもない男とキスできるような女だとは思えないから、特別に想ってくれているのだろう。あの洞察力の鋭い知也だって言っていたのだから、おそらく……。

　だけど、それならなぜ〝好き〟と言ってくれないのか。なぜ、ひどく悲しみに駆られた瞳をするのか、必死に何かに耐えているような顔をするのか……。

　さっきだってそうだ。

『社長。和美さんがお話ししたがってるようですので、仲良く会話してくださいね』

〝大丈夫だ〟と言わんばかりに作られた笑顔の中に、ツラさのようなものを見つけ、篤紀が顔を曇らせた時。

　ちえりはショックを受けたような表情を浮かべ、動揺した。和美にあれだけ嫌味を言われていた時だってそんな顔はしていなかったのに。

　そんなに動揺させるほど、自分が情けない顔をしていたのかとも考えた。だが、情けない表情など、もう数え切れないほど見せているから違うだろうし、疑問が募る。

　ちえりが何にショックを受け、何をツラく思い、耐えているのか。篤紀にはそれが分からなかった。

　ちえりが悩みを言ってくれれば、どんなことでも解消するし、どんな努力も惜しまないのに、彼女はひとりで抱え込むだけで、篤紀を頼ろうとしない。

　そんな甘え下手な部分に、篤紀はため息を落とすばかりだった。

　そうこうしているうちに、ブーケトスの準備が整ったようだ。

「ブーケプルズに参加される独身女性の方は、お集まりください」

　会場内に呼び出しがかかる。

「ブーケプルズ？　ブーケを投げるのかと思ってたら、違うんですね」

「ああ、投げるのはうまく裏工作できないからじゃない？　いくらお金かけてても、招待客の瞬発力とジャンプ力までは把握できないだろうから」

　そんな話をするふたりの視線の先に用意されたのは、たくさんの赤いサテンのリボン。

　まるで和美のドレスと合わせたようなリボンの色は、裏工作の疑惑をますます深めている気がして、綾子もちえりも苦笑いしか浮かばない。

　花嫁の持つブーケから枝分かれしているたくさんのリボン。そのうちの一本だけが本当にブーケに繋がっているという仕組みらしい。

　呑気に眺めていたちえりに、篤紀が「行かないのか？」と不思議そうに話しかけた。

「結婚式自体、初めてなんだろ？　憧れじゃねぇの？　ああいうの」

「憧れはありますけど……」

　まんざらでもなさそうにボソボソと言うちえりを見て、結婚したいという気持ちはあるのかもしれないと思った。だったら気が変わらないうちにブーケを取らせようと、篤紀が「じゃあ、早く行かねーと」と声をかけるも。

「でもまだ結婚って歳でもないですし。それにあんなに意気込んでいる和美さんを前に、万が一ブーケを引き当てちゃったら後が怖いですから」

　ちえりは申し訳なさそうに微笑み、篤紀の申し出を断った。

　ちえりの視線の先にいるのは、いつの間にかトイレから戻ってきて、ブーケプルズのスタンバイをしている和美だ。

　後ろ姿からでも分かるくらいに、ただならぬ気合いが入っている。

「気にしすぎだろ。……それに、おまえと井上の推理だと、和美さんがブーケ取ったら、俺と和美さんは公認の仲みたいになるんだろ？　おまえは……それでいいのか？」

　篤紀はふてくされた様子だけれど、その目は真剣そのものだった。

　痛いほどの想いをぶつけてくる瞳に……ちえりは、『やっぱりあの時、きちんと突き放すべきだったんだ』と後悔する。ここに来る前、部屋で抱きしめてくれた篤紀の腕を解いて、『何年待たれてもつき合う気はないのだ』と。

　そうすれば今、こんな風に聞かれることも、篤紀のツラそうな顔を見ることもなかったのだから。

「もう、何も言わないって言ったはずです」

「……そうだけど」

　今までハッキリと突き放すことができなかったのは……自分の気持ちを優先させていたからだ。

『強引だから』と篤紀のせいにしていたことは、本当は全部、自分の甘えから来たものだったのだ。言っても聞かない篤紀を前に、『仕方ない』と片づけていたけれど、きっぱり断る機会は何度でもあった。

　篤紀が好きだからこそ、彼の幸せを一番に願わなくてはいけなかったのに。

　先ほどの和美の言葉が頭をよぎる。

『大企業の御曹司のロミオと一般庶民のジュリエットだったら……もっと序盤で、悲劇的な終わりを迎えていたかもしれないわよね』

（――その通りだ）

「ごめんなさい……」

「……は？」

　急に謝罪の言葉を口にしたちえりに、篤紀が驚く。篤紀はうつむいたちえりの肩をそっとつかんで、彼女の顔を覗き込んだ。

　ツラそうに顔を歪めたちえりは、その視線から逃れるように顔を背そむけた。

（……もう、このままじゃダメだ）

　篤紀の手に触れたい気持ちが、どんどん大きくなる。このまま抱きついて想いを告げたくて、どうしようもなくなる。

　もうこれ以上そばにいたら、篤紀から離れるなんて無理だと確信した。今離れないと、篤紀の幸せすら奪ってしまう。

「社長……」

「……ん？　どうした？」

　返ってくる優しい声色が、ちえりの胸を痛いくらいに締めつける。

（このまま……告白できたら、どんなに楽だろう）

　そんなことを考えながら、ちえりは拒絶の言葉を声にするために、ゆっくりと口を開く。

『俺を拒絶しないでほしい』

　午前中、抱きしめられながら言われた言葉が、頭の中で何度もリピートする。まるでちえりを止めようとしているかのようだった。

　胸が……引きちぎれそうになる。

「社長、私は……」

　言うべきことを追うように『もっと一緒にいたい』という、わがままな考えが頭の中を駆け巡っている。まるで追いかけっこだ。

　渦のように忙しく回る思考についていけなくなったのか、目の前の世界までもがグルグルと回りだし……しまいにはグニャリと歪んだ。

　グラついてちえりが一歩よろけると、篤紀は素早くちえりの身体を支えた。

「おい、大丈夫か？」

「社長……気持ちが、悪いです……」

「気持ち悪いって……おまえ飲めないし、大して飲んでねぇんだろ？　井上、こいつ何飲んでた？」

　ふたりの様子を見ていた綾子が、慌ててちえりの飲んでいたグラスを確認する。

　ちえりの持っていたアルコールは背の低いグラスに入った、果実酒のようだった。

「この子、ショートカクテル飲んでるっ。なんで……あ、そういえばさっき私がお手洗いに行ってる間に、ひとりで頼んでたみたいだけど、その時……？　高瀬、お酒強いんですか？」

「いや、ほとんど飲めない。ショートなんてアルコール度数高いのになんで……」

　ちえりは完全に篤紀に寄りかかって、しまいには気を失うように寝てしまった。ちえりの身体を支えながら、篤紀と綾子はちえりがどうやってショートカクテルを手にしたのか頭を悩ませていた。

　実はこのショートカクテル、注文の仕方がわからなかったちえりが、ほかの人がオーダーしているのを見て、『同じのを』と頼んだ物だった。

　パーティーが始まる時、乾杯で手にしたシャンパンと、綾子と一緒にオーダーしたカンパリオレンジを合わせると、三杯飲んだことになる。

　普段アルコールにまったく慣れていないちえりが酔うのは当たり前だ。初めてのパーティーということで緊張も手伝ったのだろう。

「社長、私このまま抜けて、高瀬送って面倒見ますよ」

　綾子がちえりに手を伸ばすも、篤紀は「いや、いい」と断り、ちえりをお姫様抱っこしてしまった。

　こんな風に抱き上げれば注目を集めそうだが、幸い、会場の隅ということと、招待客の視線がブーケプルズに集まっていたため、そこまで騒がれることはなかった。

「俺が連れて帰る」

「え、でもこれからブーケプルズですよ。いいんですか？」

　綾子からしたら和美のことなんてどうでもいいのだが、白石出版との関係があるから一応確認したのだった。

　篤紀はかすかに笑ってからきっぱりと言う。

「いい。一件の仕事のために、結婚させられるなんて冗談じゃねぇし。それにもしもこんなことで契約切られるんなら、どの道ずっとつき合っていくのは無理だしな」

「……それもそうですね。でも一応、白石社長と専務には、挨拶してからのほうがいいですよ。その間、高瀬は私が見てますから」

　ちえりを自分の手から離すのは心配ではあったものの、仕事として来ている以上、挨拶なしに姿を消すわけにもいかない。

　そう思い「それもそうだな」と口にした篤紀に、綾子が言う。

「多分、体調を崩した人用の部屋があるでしょうから、今、スタッフの人に聞いてきます。とりあえずそこまで運んでもらっていいですか？　その後、挨拶に行ってください。私は高瀬の様子見ながら車を用意してもらえるように言っておきます」

「ああ、そうする」

　てきぱきと動く綾子に感心しながら、篤紀は腕の中のちえりに視線を落とす。

　顔を赤くし、安心し切った表情で眠っている姿に頬を緩めながらも、先ほどちえりが言いかけた言葉が気になっていた。

　ひどく悲しそうな瞳で、やっと絞り出したような声で、一体何を言おうとしたのか。

「社長、奥に休憩室があるそうです」

「ああ、今行く」

　そう言って、彼女が起きないよう、そっと休憩室まで運んだ。










秘密の告白




「あ、目が覚めた？　どう、気分は」

　ちえりが目を開けると、すぐに視界に綾子が入り込んできた。

「気分……？」と呟きながらも、しばらくはぼーっとしていたちえりだったが、綾子が着ているドレスを見て、先ほどまでのことを一気に思い出す。

「私、酔って……？」

「うん。ちょっとアルコール度数が高いやつ飲んじゃったみたいね。ここは休憩室。もうすぐタクシーが来るから、それまで休んでいればいいわ」

「すみません……」

　綾子が休憩室と教えてくれた部屋は、会場の雰囲気と同じく、小物やらインテリアやらがどこか童話チックな部屋だった。壁にかけてある、金色のレース柄に縁取られた鏡は、白雪姫で見た気がするし、その下の飾り棚に置いてある懐中時計も、アリスの世界でうさぎが首から下げていた気がする。

　ちえりが横たわっているベッドもふわふわしたレースの天てん蓋がい付きだし、綾子が座っているひとり掛けのソファも、赤いキルト生地が張ってあり、外側には金色の蝶の刺繍がある。

　キレイだなと思いながら、部屋を見渡そうとしたちえりだったが……。

　視線を動かした途端、すぐに気持ち悪さと胃痛が襲いかかってきて、ベッドの中で小さくうずくまる。

「吐きそうだったら言うのよ」

「……はい。私、このまま死ぬんでしょうか。胃が、経験したことないくらいおかしいんですが」

「あれっぽっちのアルコールで死ぬわけないでしょ」

　呆れたように笑った綾子だが、言い終わるなり「あ、そうとは言い切れないか」と片眉を上げる。

「急性アルコール中毒とかあるものね。一気飲みしたわけじゃないけど、ありえないことじゃないのかも」

「え、死ぬんですか？　私……」

　よく回らない頭では、ぼんやりとしかものが考えられない。そのうえ、ほとんどの意識を胃痛に持っていかれているせいで、ちえりの思考回路は正常ではないようだった。

　いつもだったら多少の体調不良でも『大丈夫です』の一点張りで仕事をこなすだけに、こんな風に弱気になっているのは珍しい。

　よほど胃痛がひどいのだろうかと心配にもなるのだが、『高瀬が飲んだのは、そこまで心配する量じゃないし……』と綾子が考えながら言う。

「そういえば、ブーケプルズ、やっぱり和美さんがゲットしたらしいわよ。でも、たまたま黒崎社長が席外してたから、予定通りに行かずに、大して喜びもせず終わったんだって」

「ブーケ……ちょっとやってみたかったなぁ」

「いいじゃない。高瀬なんて、これからいくらでもそういう機会あるわよ。あと、四、五年もすれば友達がみんな結婚しだすんだから」

「結婚……してみたいなぁ」

「結婚？　高瀬って結婚願望強かったの？　だったら社長とすればいいのに」

「……私だって、したいですよぉ」

　そこで、綾子はちえりの様子がおかしいことに気づく。

　先ほどから、語尾が全部伸びている……と思い、綾子がちえりの顔を覗き込む。

「高瀬？　やけに素直だけど、どうしたの？　大丈夫？」

　顔色は少し悪いが熱はない。

　それを確認しながら聞くと、ちえりは目を閉じたまま答える。

「大丈夫じゃないですー。胃が痛いし、それになんか、ふわふわしてて……」

「ふわふわしてどんな感じ？」

「船の上とかの気分……あと暑い」

「暑いっていっても、それ一枚しか着てないんでしょ？」

「でも暑いー……」

　完全に酔っているちえりにため息をつきながら、綾子が鞄から出したタオルでパタパタと扇いでやる。

　本人も言うように暑いのか、確かに少し汗をかいているようだったが、顔色からして冷や汗ではなさそうだと胸を撫で下ろす。水も多めに飲ませたし、今は胃痛や吐き気があるかもしれないが、そのうち症状は緩和してくるだろう。

　強い胃痛が断続的に襲ってくるのか、たまに顔をしかめるちえりを見ながら、何か気を紛らわせてやれないかと会話を探す。

　そして、ちえりがさっき、『結婚したい』と、普段では考えられないことを口にしていたことを思い出した。

「ねぇ、高瀬」

「はいぃ……」

「もしも、このまま急性アルコール中毒で何かあった場合、誰かに何か言っておきたかったなぁってことない？」

　綾子の問いかけに、ちえりがぴくりと眉を動かす。

「……私、やっぱり死ぬんですか」

「もしもよ。もしもの話。私が暇だから暇潰しで聞いてるだけ」

「暇潰しの話題が物騒すぎます……」

「いいじゃない。それに高瀬、これくらい弱ってないと本音言わなそうだし」

　今のちえりは酔っているせいか、それとも弱っているせいか、ネジが緩んでいるようでやけに素直だ。いつもの意地っ張りさも頑固さも、すっかり影を潜めている。

　だから、今だったらいつも隠しっぱなしの本音を、口にするんじゃないかと思ったのだ。

　ちえりは胃痛とふわふわした気分の狭間で揺れながら、綾子の言葉に目を閉じたまま答える。

「遺言は……弟に残します。ひとりにしてごめんねって……」

「……そう」

「あと、おばさんとおじさんに、ありがとうって……。お葬式はお金かけないでいいって。私の保険金、お弁当屋さんの経営にあててって」

「……そう」

　篤紀とのことで口を割ったら面白い。そう思ってぶつけてみた質問だったが、返ってくる答えは、切なくなるようなものばかりだ。

　綾子が『これじゃあ可哀想だ』と質問を取り下げようとした時。

　ちえりが「あと……」と呟くように言った。

「はいはい。もうなんでも聞くわよ。何？」

「あと……社長に、好きになってくれてありがとうございました、って。社長のおかげで幸せだったから、社長も幸せになってください、って……伝えてください」

　速い呼吸を繰り返すちえりのおでこの汗を、綾子は持っていたタオルで拭ぬぐう。

「好きだとは、伝えなくていいの？」

　優しい声色で聞く綾子を、ちえりは瞳を少しだけ開けて見た。

　ぼんやりとした視界に、綾子の微笑みが映る。

「だって……もしも死んじゃったらの話だから」

「死んじゃったらの話だからこそ、伝えちゃってもいいんじゃないの？」

「でも……死んじゃう私が社長の心を繋ぎ止めるなんて……社長を不幸にするだけですから。生きてても死んじゃっても、社長を不幸にしかできないなんて……悲しすぎます」

「……でもそれじゃあ高瀬の気持ちはどうなるの？　誰にも知られないままなんて、死ぬに死に切れないわよ」

　納得いかない顔をした綾子に、ちえりが微笑む。

　その表情には、〝儚い〟という言葉がぴったりだった。

「じゃあ……綾子さんが知っててください。私が社長を好きだって……大好きだって。綾子さんが知っててくれたら、私はそれでいいです。私は、ジュリエットみたいに好きって気持ちだけで突っ走ることは、できないですから」

「……でも、社長はロミオじゃないわよ」

「私にとっては、王子様なんです。たったひとりの……」

　そう言い残して、ゆっくりと目を閉じたちえりが、あまりに穏やかな顔をしていたせいで、綾子は慌てて彼女を揺すろうとした。

　さっきまでの話の内容が内容なだけに、『まさか本当に死んでしまったんじゃ？』と焦ったのだが、ちえりが寝息を立てていることに気づき、胸を撫で下ろす。

「びっくりした……。人騒がせな子ね」

　綾子は「はぁ」と息を吐き出した後、密かに部屋の中にいた篤紀に視線を移した。

　実は篤紀は、ちえりの足元のほうにあるソファに座っていたのだ。

「びっくりしましたね、社長」

「……こういう魂胆があったから、俺に引っ込んでろって言ったわけか。俺の服にほかの客の煙草の臭いが移ってるから、これ以上ちえりの気分を悪くしたくないなら近づくなって言ったくせに」

「まさか。『好きな人に吐くところなんて、見られたくないだろう』と思って言っただけです。それに、煙草の臭いが移ってるのは事実ですし」

　ちえりが目を覚ました時には駆け寄りたかったが、煙草の臭いのことを考えて、我慢した。結局、立ち上がったり座ったりと、落ち着かない様子でちえりと綾子の会話を聞いていることしかできなかった。

　部屋はそれほど広くはないから、ちえりがもしこちらに気づけば、近づこうと思っていたのだが。

　自ら声をかけなかったのは、悔しいが同性のほうがいいだろうと思ったからだ。そして、おとなしくしているうちに、話題があらぬ方向へと向かいだし、口を出すにも出せなくなってしまっというわけだ。

「でも、社長だって気づいてらっしゃったんでしょう？　高瀬の気持ち」

　突然の告白を受けたせいで、耳まで赤くなっている篤紀に、綾子がクスクスと笑いながら聞く。

「ハッキリ言われたわけじゃないから、なんとなくって程度だけど。こいつ、たまに意味の分かんないこと言うから、俺もよく分かんねぇんだよ」

「そうなんですか？」

「遠くへ行っちゃうのになんでかまってくるんだとか……俺のことを〝好き〟みたいなことを遠回しには言うけど、ハッキリとは絶対言わねぇし」

　不満そうな篤紀は、ちえりを見ながら続ける。

　ちえりを起こさないように、声量に注意しながら。

「今だって、生きてても死んでも俺を不幸にする、みたいなこと言ってたし。こいつが死んだら世界一不幸になる自信はあるけど、生きてそばにいてくれれば、不幸になんてなりようがねぇだろ」

「社長と高瀬は、お互いの気持ちを一度交換できるといいですね。そしたらきっと、高瀬だってこんなに悩まずに済んだのに」

　ちえりが、篤紀の想いの強さを知ればきっと。そしてまた、篤紀がちえりの想いの深さを知ることができれば……きっと。

　そんな風に思いながら綾子がちえりを見下ろすと、篤紀は苦い顔をする。

「やっぱり何か悩んでんのか、こいつ」

「ずいぶん前からみたいですけどね」

「それ、井上は知ってるのか？」

　篤紀の問いに、綾子は彼と視線を合わせる。

「私もちゃんと聞いたのは最近ですけど……。上司命令なら話しますけど、どうしましょうか？　私としては、高瀬が必死に頑張ってることだし、それを言うのは気が引けますが」

「嘘だな。だったら、『何悩んでんのか知らない』って言えばよかっただろ」

　鋭い指摘に、綾子はバツが悪そうに笑いながら答える。

「私も揺れてるんですよ。言うべきか言わないべきか……。私が勝手に口出ししていいものか分からないですし。だから社長が決めてくださらないかなって。丸投げですみません」

　謝る綾子に、篤紀は即答した。

「上司命令だ。話せ」

　迷いのないまっすぐな眼差しを向けられて、綾子は驚いた瞳で篤紀を見つめる。

　ちえりと同様、意地っ張りな篤紀のことだ。ちえりのことを、ほかの誰かに教えてもらうのは、プライドが許さないんじゃないかと思っていたのだが……。

「何驚いてんだよ」

「いえ……。『本人の口から聞きたい』とおっしゃるかと思ってたので」

　綾子の言葉に、篤紀は目を伏せてちえりに視線を移した。

　そして、ちえりをじっと見つめながら「できるなら、俺だってそうしたいけどな」と呟いて、ため息を落とす。

「でも、こいつは絶対に言わないから。意地っ張りだし、頑固だし、人を頼ろうとしないし、すぐ無理する。頼らせたければ強引に腹割らせるしかねぇし、無理させたくないなら、その前に止めなきゃダメだ」

　ちえりの欠点ともいえる部分を語った篤紀は、ため息をつきながらも、愛しそうな瞳を彼女に向ける。

　篤紀の柔らかい表情に、綾子も同じように微笑む。

「正直、井上から教えてもらうなんて情けないけど、ちえりが楽になるためなら、俺のプライドなんかどうでもいい。俺はこいつが笑ってくれればそれでいい」

　先ほどよりも、ちえりの呼吸がゆっくりになったところを見ると、胃の症状は軽減されたのかもしれない。たまに眉間に寄っていたシワも今はなく、落ち着いた表情を浮かべていた。

「弟に頼られることはあっても、誰かを頼ったことはないのかもしれないですね。なんでもひとりでどうにかしようとして、ひとりで考えて……考えすぎて動けなくなって。見てて本当にじれったいです」

　綾子は、今度は篤紀に視線を向けた。

「社長とのことも、社員全員もどかしく感じてますよ。社長がもっと強引に、婚約にでもなんにでも持っていけばいいのにって」

　急に矛先を向けられた篤紀は、黙ったまま綾子を見る。

「社長くらいカッコいい男は、多少強引でもいいんですよ。むしろ、高瀬みたいに先のことを考えすぎて、立ち止まっちゃうタイプには強気でいかないと、関係進みませんよ。そのうちふらっと現れたほかの男に取られても知りませんから」

「なんか……どっかで聞いたセリフだな」

　最近、どこかのコンビニ店員に言われた言葉を思い出し、篤紀が苦笑いを浮かべる。

　あの時は、『ちえりを追い込みたくはないから急がない』、そう答えた。その気持ちは今も変わらない。

　けれど、綾子まで口を揃えて言うのだから、従ったほうがいいのだろうか……。

　そう思いながら、篤紀はちえりを見つめる。

　ちえりへの気持ちを諦めるつもりはない。それを前提に、どうすることがちえりにとって一番楽なのだろうと考える。

「……社員全員、同じ意見か？」

「もちろんです。……みんな、社長と高瀬に幸せになってほしいんですよ。意固地で不器用なふたりだから」

　困り顔で笑う篤紀に、綾子は笑みを返す。そして、静かな寝息を立てるちえりに視線を移し……目を細めた。










届けられない声




　パーティーの翌朝、ちえりがズキズキする頭痛に悩まされながら目を覚まし、顔を洗ったところでインターホンが鳴った。

　日曜、朝の九時前。

　こんな時間に訪ねてくる人物をひとりしか知らないちえりは、ドアホンの液晶画面で、一応顔だけ確認してから鍵かぎを開けた。

　すると、すぐにドアが外側から開けられ、眩しい朝日とともにビニール袋を片手に持った篤紀が入ってくる。

「大丈夫か？」と心配そうな顔で聞かれて、ちえりは「昨日の夜、もう大丈夫だったじゃないですか」と呆れたように笑った。

　昨日、パーティー会場にいたはずなのに、目を覚ますといつの間にか自分の部屋に移動していて。まるで看病するかのように、篤紀がベッドの傍かたわらにいた。そして、篤紀からそれまでの経緯を聞いて、平謝りしたのが十八時半頃のこと。

　服はドレスのままだったが、苦しくないようにと、背中のファスナーは下げられていた。『こんな高そうなドレスのまま寝てしまうなんて……』と、ドレスについたシワに青くなった。

『脱がしてくれてもよかったのに』と思ったものの、篤紀はそんなことを平気でできる男ではない。それに、そもそもドレスにシワがついたってあまり気にしなさそうだ。だからそこは仕方ないと諦め、ちえりがお礼を言おうとすると『ファスナー下げたけど、見てないからなっ』と過剰に言われた。

　それから、『何か食べられるか』と聞く篤紀に頷くと、すぐにコンビニでいろいろ買い込んできてくれた。ふたりで食事した後、篤紀は二十二時頃に帰っていった。

　篤紀は終始、ちえりの体調を心配しつつ……何か言いたそうにそわそわしていた。

　こうして朝早くに来たのも、もしかしたら昨日言いたかった何かを、言いに来たのだろうか。

　そんな風に考えながらも、「とりあえず……入りますか？」と篤紀に声をかける。

　朝起きてから、まだ髪もといていないのに、ドアを開けてしまったのは、篤紀に慣れ親しみすぎているからだと思い知る。気づけば、篤紀と一緒にいることが、当たり前になっていた。ちえりは、浮かびそうになった苦笑いを噛み潰した。

「今起きたばかりなので、いろいろ片づいてませんけど……」

「あー……悪いな、朝から」

「今さらですよ。あ、昨日、ドレス返しそびれちゃったからそれで？　だったら、ここにまとめてありますけど」

　玄関ドアと鍵を閉めながら聞くちえりに、篤紀は「あ、いや」と視線を泳がせる。

　本当ならドレスはちえりのために買った物だし、返してくれなくてもいいのだが。それを言うと、また怒られそうだと思い、曖昧に頷くことにする。

「あー……まぁ、それもあるし、あとこれ。念のために、二日酔いの薬買ってきた。昨日の夜、まだ頭痛が少しあっただろ。ひどくはなってないか？」

「……大丈夫です」

　篤紀は呆れたようにため息をつき、薬を差し出す。

「そんなツラそうな顔して何が『大丈夫』だよ。ちゃんと飲んどけ」

「……すみません」

　ちえりは篤紀から受け取った薬を飲んでから、お湯を沸かし、コーヒーを淹れてテーブルに置く。

　その間、篤紀はやけに静かで……そしてやっぱりそわそわしていた。昨日の夜も様子がおかしかったことを思い出し、ちえりは篤紀の斜め前に腰を下ろしながら話しかけた。

「あの……もしかして何か話とかありますか？」

　すると、篤紀は少し気まずそうに……でも、どこか嬉しそうな表情を浮かべ、「あー」と何か迷っているような様子で後ろ髪をかく。

『一体なんだろう』と不思議そうな顔をして待つちえりに、篤紀はゆっくりと視線を合わせた。

「昨日のパーティーでのこと、覚えてるか？」

「覚えてますけど……」

「酔って、休憩室みたいなところに運ばれたことも？」

「……はい。胃痛と吐気がひどかったのを、綾子さんに看病してもらいましたけど」

『それがなんだろう』というニュアンスで答えたちえりが、「あ」と声をもらし、篤紀のセリフの意図を推理する。

「もしかして、昨日酔って倒れた時に、頭打ったとかそういうことですか？　だから記憶に異常がないかどうか、確かめてるんですか？」

　篤紀のそわそわの原因をようやく見つけられた気持ちになり、ちえりが笑顔で言う。

「昨日のことはきちんと覚えてますよ。記憶が抜けてるのは眠っていた少しの間だけですから、大丈夫です」

「違う。そういう話じゃない」

　篤紀は、やはり言いにくそうな表情で否定した。

　ちえりは、『だったらなんなんだろう』と思いながらも、確かに今の推理だと、篤紀が嬉しそうにしている理由にならない、と思い直す。

　じっと次の言葉を待つちえりに、篤紀は「その時にした会話も覚えてるか？」と問いかけた。

「もちろん。綾子さんと……」

　その質問に、それまで通り答えようとしたちえりだったが……綾子との会話の内容が内容なだけに、ピタリと止まる。

　すると篤紀が続けた。

「あの時、俺もあの部屋にいた」

「……え？」

「おまえと井上の会話、全部聞いてた」

　一瞬で、昨日の綾子との会話がちえりの脳裏に蘇る。

　慎一や洋子たちに向けた遺言。それに……。それに……篤紀への告白。

　カッと顔を赤くしたちえりに共鳴するように、篤紀も顔を赤くし……それから、「悪い」と昨日のことを謝る。

　別に盗み聞きをしていたわけではなく、結果的にそうなってしまっただけだが、ちえりにとっては面白くはないはずだ。まして、あんな内容なのだから。

　そう思い、謝った篤紀だが……顔が赤くなるのと口元がニヤけそうになるのを止められない。

　そんな篤紀を見たちえりは、驚きから何も言えずに、ただうつむき……『どうしよう』と必死に考えていた。

（せっかく、覚悟を決めたところだったのに……）

　嬉しそうに口の端を上げながらも、平静を装おうとしている篤紀をどうにかしなければ。

　自分が告白をしたら、篤紀はこんな顔をするのか……なんて考えて、苦しくなっている場合じゃない。こんな嬉しそうにしてくれるのか、なんて……切なくなっている場合じゃない。

　ちえりは唇をキュッと噛みしめた後、ゆっくりと口を開く。

「昨日のは……嘘ですから」

　伏せていた視線を上げると、「は？」と不思議そうな顔をする篤紀と目が合う。

　昨日の告白を信じて疑わない、まっすぐな眼差しがこちらに向けられている。

　これから自分がこの瞳を傷つけるのかと思うと、心臓が抉えぐられるように苦しくなったが……それでも、繰り返した。

「昨日のは、嘘です。私は……社長を好きじゃありません」

「おまえなー、昨日あれだけ言っておいて今さら……意地を張るにもほどが――」

「好きじゃありませんっ！」

　呆れたように言う篤紀の言葉を、ちえりが強い口調で遮る。

　そんなちえりに、篤紀も今までの照れた表情を消し、眉間にシワを寄せる。

「『好きだ』って言っただろぉが！　昨日！」

「だから、それが嘘だって言ってるんですっ！　酔ってたし、綾子さんがそういう方向に話を持っていくから、そのせいで適当なこと言っちゃっただけです」

「適当って……」と言う篤紀の声が勢いをなくしていることに気づき、思わず黙りたくなるが、必死に続ける。

「大体、酔ってる人間の言うことなんて、全部いい加減でしょ。それなのになんで信じるんですか」

　ひどいことを言って、篤紀を傷つけている自覚はあった。けれど、こうする以外になかったのだ。

　昨日、篤紀がキラキラしたパーティー会場に溶け込んでいるのを見て、彼はこういう場にふさわしい人なんだと改めて思った。それに比べて自分は……と。

　和美が言っていた通りだ。篤紀は、彼に与えられた、たくさんの選択肢の中から幸せを見つけるべきだ。ちえりの置かれている狭く、小さな境遇にわざわざ身を置く必要なんてない。

（……身を引かなきゃって、社長の好意をきちんと断ろうと思ってたのに）

『なんであの時、あんなことを言ってしまったんだろう』と、遅すぎる後悔が痛みを伴い襲ってきた。

　昨日は、篤紀にドレスを着せてもらった時と休憩室にいた時の、二度も気持ちがもれてしまった。

（……もう無理。これ以上そばにいたら、きっと隠せない）

　そう思い、声が震えた。

「あんなの、嘘です。なのに、なんで信じ――」

「だって信じたかったから」

　被さるように言われた言葉に、ちえりが驚き、ゆっくりと顔を上げると。

　まっすぐな瞳がちえりを射抜く。

「ずっと待ってた言葉なんだから、信じるに決まってるだろ。酔ってようがなんだろうが、おまえの口から出た言葉なんだから」

「だからって……」

「俺は多分、嘘だって前置きされたって信じる。おまえにだったらだまされたって別にいいしな。……それに」

　そう言った篤紀が、ちえりの腕をつかみ強引に引き寄せ、そして……。

「こんな泣きそうな顔で〝嘘だ、好きじゃない〟って言われて……それを信じるほどバカじゃねぇよ」

　言い終わるや否や奪われるようにして重なった唇に、ちえりが大きく肩を揺らす。無理やりなキスに驚き、肩を押して抵抗するも、篤紀はビクともしなかった。

　いつもなら、ちえりが嫌じゃないか慎重に確認してからするのに。

　強引なキスに唇を割られ、重なった舌にちえりが抵抗しながら、ギュッと目をつぶる。

「ふ、ぅ……んっ」

　こういうキスは初めてじゃない。何度かキスを交わすうちに、次第にされるようになり、ちえりも、『受け入れるべきじゃない』と思いながらも、本心からは抵抗できなかった。

　だから、決して初めてというわけじゃないのに……記憶の中にあるそれとはあまりに違うからか、知らないキスに戸惑う。……それでもどこかでは嬉しいと感じてしまう自分に気づき、嫌がらなければならないというジレンマに挟まれ、息苦しさが増す。

　重なった唇や、舌から注がれる篤紀の想いを感じ……伝えられない想いが溢れ、涙になる。

「は、ぁ……っ」

　じっくりと時間をかけてキスをした篤紀がゆっくりと離れる。

　ちえりの瞳からは涙が溢れていた。

　それに気づいた篤紀は、わずかに驚いた表情を浮かべた後、苦しそうに眉を寄せ、指先でちえりの涙を拭う。

「俺のキスは嫌がらないくせに、なんで泣くんだよ」

「……嫌がってました」

「嫌がってねぇだろ。今までも……今だって、本気の抵抗じゃなかった」

　そんな篤紀に、ちえりはふいっと顔を背けて、手の甲で涙を拭く。そして、もれそうになる泣き声を押さえながら口を開いた。

「もう……こういうの、やめてください」

「なんで……」

「バイト先の上司だから、逆らわなかっただけです。クビにされたら困るから、だから……」

　震える声で言うちえりの横顔を、篤紀はただ黙って見つめていた。

　ツラそうに歪められた瞳から、また涙がひと筋溢れ、膝の上でギュッと固く握られている拳に落ちる。

　その拳までもが震えていて……篤紀は目を見張る。こんなに動揺したちえりを見るのは初めてだった。

「アパートの更新料とかもあるし、いろいろ……出費が重なるから、だから……でも、それだけです。本当にそれだけで……私は、好きなんかじゃ……」

　涙のせいか、大きすぎる感情のせいか。もう嘘さえまともにつくことのできないちえりを篤紀はしばらく見つめ……それから、スッと立ち上がった。

「悪い。頭痛いのに無理させた。話の続きは、また明日にしよう」

　篤紀は、今どんな顔をしているのだろうか……傷つけてしまったのか。確認したくても、涙が止まらないせいで篤紀を見ることができず、ただ顔を背けたまま聞くことしかできなかった。

　ズキズキと襲ってくる頭痛が、気を遠くさせる。

「俺は、おまえにどんなに拒否されたって、クビになんかしない。だから安心しろ」

　そして、何も言わないちえりの頭をポンと撫でた後、篤紀は玄関まで歩き、靴を履く。それから、玄関先に置いてあった、ドレスなどが入れられた紙袋を持ち、振り返った。

「明日な。あと、俺が出たら鍵閉めろよ」

　優しい声色でそう言った篤紀が、どんな表情をしていたのか。顔を上げることのできないちえりには確認できないまま、ドアが閉められた。

　パタン……という音が静かに響いたのを聞いてから、ちえりはさっきまで篤紀がいた場所を眺めて……ポロポロと涙を溢れさせる。

　自分の嘘を、篤紀がどこまで信じたのか……どこまで、傷ついたのか。それを考えるのがツラかった。

（もしも、何かが少しでも違ってたら、嘘なんてつかず、隣に並びたかったのに。ずっと……そばにいたかったのに。……好きなのに）

　ひっ……ともれた泣き声を皮切りに、一気に溢れだした涙に、肩を震わせて泣いた。




　篤紀が帰った数時間後、綾子がちえりの部屋を訪れていた。

　昨日の夜、ちえりは綾子に迷惑をかけたことを電話で謝ってから、『どうしてもお願いしたいことがある』と伝えた。すると、綾子も、ちえりが寝ている間のことを話したいと返し、今日来てもらうことになったのだ。

　そして、真っ赤な目のちえりを気にしながらも、昨日ちえりが酔った後のことを、事細かに報告したわけだが。数時間前まで、篤紀がいた場所に座る綾子のセリフに、ちえりは言葉を失っていた。

　告白を聞かれただけでなく、以前から綾子に言っていた悩みやら気持ちやらのすべてを篤紀に話されたと知ったのだ。

　篤紀が先ほどその話をしなかったのは、泣いて混乱していたちえりを見て、『後にしたほうがいい』と判断したのかもしれない。

　それは篤紀の優しさだが……もう関係ないことだと自分に言い聞かせたちえりは、ようやく口を開く。

「綾子さんは、なんで社長に全部話したんですか？　私が社長の気持ちに応えるつもりがないって知ってるのに」

　頭のいい綾子は、ちえりの気持ちすべてを理解していたはず。

『なのに、なぜ……』と、じっと見つめてくるちえりに、綾子は視線を落としながら答える。

「このまま終わりになるのが嫌だったのよ」

「でも、それが一番……」

「高瀬が考えてることはよく分かってる。そして、それは正しいのかもしれない。社長があれだけの御曹司ともなれば、立場や境遇の違いは、どうにもならないし」

「だったら……」

「でも、だからってこのまま高瀬が社長に想いを告げないままでいるのは、我慢できなかったの。そんな聞き分けのいい恋愛……嫌だったのよ」

　綾子自身、この先のふたりのことを考えれば、きちんとつき合いだす前に離れたほうがいい気もする。自分の都合ではなく、相手を想っているからこそのツラい決断なのだから、汲くんでやるべきだとも思う。

　でも、それでも……このまま黙って見ているのは嫌だった。

　だから、篤紀に選択肢を作ったのだ。ちえりの不安や葛藤を半分背負う覚悟があるかどうかを知りたくて。

　篤紀は迷うことなく、頷いた。

　こんなにも強く想い合っているふたりが、このまま立場の違いを気にして離れるなんておかしい。

　綾子はあの時、意地もプライドも捨ててちえりを選んだ篤紀を見て、それを確信した。

『好きって気持ちだけじゃ、どうにもならない』

　確かにその通りのことだってある。けれど……そんな言葉で納得してほしくなかった。どうしても。

「たとえ傷つくことになったとしても、一度好きになったら貫き通すべきよ。相手のためを想って身を引くなんて、それを高瀬の歳でする必要なんてない」

　綾子の真しん摯しな態度に、ちえりは驚きながらも黙って聞いていた。

　利己的な綾子がこんな風に他人の恋愛に口を出すのは珍しい。特に、ホテルへの異動が言い渡された日から、やけに関わってくるのが不思議だった。

「社長、言ってたわ。高瀬が死んじゃったら自分は世界一不幸になるけど、生きて隣にいてくれれば不幸になんてなるはずがないって。私もそう思うわ」

「でも……」

「好きって気持ちだけで進んでいいのよ。初めての恋なんでしょう？　高瀬には、相手の幸せじゃなく、自分の幸せを考えてほしいのよ。もっと、自分の気持ちを大事にしてほしいの」

　反論する間も与えずに続ける綾子に、ちえりが笑みをこぼす。それから、やっと与えられた沈黙の中、静かに言葉を落とした。

「もしかして、社長と私がつき合うかどうかを、会社の誰かと賭けてますか？」

　トーンも軽さも違う問いかけに、綾子は二回ほど目をパチパチとさせてから、悪びれなく笑った。

「バレたか。だって『異動』とか言うから、それまでにくっつくかどうか、下田たちと賭けてるのよ」

　呆れ笑いを浮かべるちえりに、「でも……」と綾子が続ける。

「私が賭けてるのは、くっつかないほうよ」

「え……じゃあなんで私の背中押すようなこと、ずっと言ってるんですか？　私がその通りに行動したら、綾子さん負けちゃうじゃないですか」

（負けない賭けはしないのに……）

　驚きながらちえりが言うと、綾子はかすかに笑った。

「本当にね。自分でも不思議だわ。高瀬と社長のことなんて、放っておけば私の勝ちになるのに。でもなんかもう……ダメなのよ。情が湧いちゃって。ついつい口出ししちゃうの。高瀬が健気で意地っ張りだから」

「……そんな迷惑そうに言われても困ります。それに綾子さん、もともと世話好きなところあるし、そのせいですよ」

「仕事ではね。でもプライベートにまで口を挟んだことはないわ。まいっちゃう」

　自嘲気味に笑った綾子は、ちえりに責めるような視線を向けた。

「大体、高瀬も悪いのよ。自己犠牲精神が過ぎるから」

「自己犠牲ですか？」

「〝自分さえ我慢すれば〟ってそればっかりじゃない。高瀬は、そういう自分に酔っていたいだけなのよ。〝社長の幸せのため〟なんて言ってるけど、本当は全部が自分のためなんでしょ。違う？」

　挑発だった。

　ちえりはいつも自分の気持ちを抑え込んで、誰にも言おうとしないから、本音を聞こうとしたのだ。

　昨日だって、散々和美に言われたにもかかわらず、ちえりはぐっとこらえるだけでそれに対する気持ちを誰にも話していない。嫌な思いをしたのだから、それを言えばいいのに。

　だから、心を鬼にして、ちえりが思わず言い返したくなるような言葉を選んだ。

　でもちえりは、綾子の挑発に気づいたのか否か、わずかに微笑んで、「そうですね」と言うだけで……。

　そんなちえりの返事と微笑みに、綾子の頭にカッと血が上る。

「違うでしょ!?　何が『そうですね』よ！　高瀬は自分のためじゃなくて、社長のために我慢してるんじゃない！」

　もし篤紀が恐ろしく鈍い男で、何にも気づかず傷つかない男だったら、おそらくちえりは彼の気持ちに応えていたはずだ。

　嫌な思いをするのが自分だけだったら、きっと。

「こんだけ言ってるのに……なんで無理して笑って全部を呑み込んじゃうのよ。高瀬がそんなだから、放っておけないんじゃない。……賭けに負けてでも、世話焼きたくなっちゃうのよ」

「綾子さん……？」

「ちゃんと言いなさいよ。本当の気持ち……。今日聞いたことは、社長にも誰にも黙っててあげるから。吐き出さないでずっと抱えてたって、ツラいだけでしょ」

　やけに篤紀とのことを聞き出そうとしてくる綾子の態度を、賭け事が好きだからと、つい邪推していたちえりだったのだが。

　綾子の様子を見て、どうやら間違いだったと気づく。綾子は、ただ単に心配して、本心から応援してくれているのだと。

　未だ怒ったように眉を吊り上げる綾子に、ちえりは曖昧な笑みを向ける。これは演技じゃないと、綾子の顔つきで分かってしまって。

　嬉しかった。綾子がこんな風に心配してくれることが。できることなら、その気持ちに応えたかった。頑張りたかった。

（……でも）

「でも私……もう決めたんです。〝社長から離れる〟って」

　そう告げたちえりを、綾子はじっと見つめていた。

「そばにいる限り、私は社長を拒めないから。拒んで、社長の傷ついた顔を見ていることなんて、もうできないから……だから離れるって、昨日決めたんです」

　長い沈黙があった。

　置時計の秒針だけが響く空間で、ちえりは目を伏せていた。

　だけど、その瞳に揺るぎがないことを見定めた綾子は、やっと口を開く。

「いいのね？　それで」

　確認する言葉に、ちえりは視線を上げてゆっくりと頷いた。

「昨日のパーティーでハッキリと確信したんです。社長と私では、やっぱり差がありすぎるって。社長にはああいう場がとても似合ってて……和美さんみたいな人と一緒になるべきだって」

「和美さんみたいな人じゃなくて、和美さんみたいな立場のある人ね。もしも高瀬が社長から離れても、あの女だけは寄りつかせるつもりはないから」

　そう呟くように言った綾子に、ちえりは半分困った顔で微笑む。

　しばらくふたりとも黙り込んだ後、ちえりは一通の封筒をテーブルの上にそっと置いた。

　封筒を見つめたまま何も言わない綾子に、ちえりが問いかける。

「辞表でよかったんですかね……。バイトなのに」

「普通は、口頭で伝えるんでしょうね。でも……これでも大丈夫よ。ただ……嫌な役目ね」

「すみません……」

「まぁ、なんか納得いかなくて最後あがいちゃったけど、昨日の電話でなんとなく分かってたから。それからずっと、社長がどんな顔するか……そればかり考えてたわ」

「……すみません」

「仕事のことなら気にしないでね。今まで雑務を全部高瀬に任せっきりだったから、ちょっと大変そうだけど……なんとかするから。社長にもちゃんとコレ渡すわ。オフィスの鍵を厳重にかけて、必要なら外に警備員立たせて、暴れださないようにしてからね」

　大げさに言う綾子に、ちえりがふっと笑う。

　その表情からはツラさや悲しみ、切なさなど、たくさんの感情が垣間見えたが……迷いはなかった。

　バイトとして黒崎会計オフィスに入ってきた時と同じ、物怖じしない真摯な瞳をしていて。いつも凛りんとしている横顔は元気をなくしているが、決心を変えるつもりはないようだった。

「あと、これ」とちえりが封筒を二通差し出すのを見て、綾子が首を傾げる。一通は現金封筒で、もう一通は縦半分に折られた茶封筒だった。

「何これ」

「実は社長、今日午前中に来たんです。その時、ドレスとかは返せたんですけど、考えてみたらクリーニング代がかかるだろうし、そのお金を入れ忘れちゃったので。それと、ネックレスを返しそびれてたので、それも」

「え……っ、その時社長とはどんな話したの……？」

「えっと……昨日告白を〝した、しない〟って言い合いになって……それで、『私が社長を拒まなかったのは、割のいいバイトをクビにされたくなかったから』みたいなこと言って……」

　それから、頭痛のことを気遣った篤紀が、話は明日にしようと切り上げたことを伝えると、綾子は顔を曇らせる。

「社長、高瀬のそんな嘘を信じたの？」

「いえ……違うと思います。社長は、私が混乱してたのを見て、信じたフリをしてくれたんだと思います。社長は子供っぽい部分もあるけど、最後はいつも私に譲ってくれてたから」

「そういえばそうだったかもね。高瀬たちの言い合いも……もう見られなくなるのね」

　目を伏せそう呟くように言った綾子は、視線を上げ、ちえりを見た。

「そういう社長の優しさを裏切ることになるのよ？　いいの？」

　何度目か分からない確認をする綾子に、ちえりは微笑みながら目を伏せる。

「これ、お願いします」

　封筒を差し出しながらそう答えた。

「いくらクリーニング代でも、社長はきっと受け取らないわよ。それに、このネックレスもそうだけど、あのドレスだってどうせ高瀬のために買ったんだから。高瀬が着ないならクリーニングなんて出す必要ないでしょ」

　しかし、ちえりは封筒を見つめて言う。

「じゃあ、手切れ金とでも言って渡してください」

　その言葉に……ちえりの覚悟を知った綾子は、瞬間的に言葉を呑む。本当にもう、戻る気はないのだと。

　ちえりはキュッと唇を噛んだまま、目を伏せる。

「社長に、何か伝言は？」

　投げかけられた問いに、ちえりはハッとした顔をして……ゆっくりと微笑む。

「今までありがとうございました、って。あの告白は……忘れてください、って。お願いします」

「忘れられてもいいのね？」

　言うや否や確認されて、ちえりはツラそうに微笑みを歪めた。

　綾子の言う、〝忘れられてもいいのか〟というのは、告白のことだけじゃなく、自分の存在自体も含んでのことだ。

　ちえりは、それを分かったうえで、静かに頷いた。

「社長がこれから出会う誰かとの未来に、私の存在はいらないから」

　潤んだ瞳で、しっかりとそう言い切ったちえりに、綾子は胸が締めつけられるのを感じながら、「分かったわ」と呟くように言った。










想いは囚われたまま




「懐かしいでしょ、久しぶりだから」

　綾子に辞表を託した翌日九時、ちえりはアパートから電車で三駅ほどのところにある洋子の家に、久しぶりに戻った。

　ちえりを迎えたのは、大量のお説教だった。

『もう全然帰ってこないんだから！』に始まって、『元気なのか連絡くらい寄越しなさい。そんなんだったら家に戻らせるから』と数々の小言が一気に降りかかり……。

　五分ほど経って、いつものトーンに戻った洋子と、ようやく会話らしい会話をするところまで辿り着く。

「懐かしいって……前に帰ってきた時から、そこまで経ってないじゃない」

「あんなちょっとじゃ、帰ってきたうちには入らないのよ。それに私がいない間にお父さんとちょっと話しただけじゃない！　でも、まぁ元気そうで安心したわ。ひとり暮らしも、もう三年目だものねぇ」

　湯飲み茶わんにコポコポとお茶を注ぎながら言う洋子に、ちえりが頷く。

「うん。少し前にアパートの更新もしたところ」

「でも、あの部屋じゃ少し狭くない？　大丈夫？」

「ひとりで住む分には問題ないよ。それに私、荷物少ないから」

　そう言うちえりに、洋子は「まぁ、ここにいるよりはいいだろうけど」と苦笑いする。

「この家にいたんじゃ、どうしても部屋が足りなくて、ちえりちゃんには可哀想だったものね。年頃なのに、歩あゆむがいるし、ひどい時には知也くんまで泊まってたしねぇ」

「あっくんは従い兄と弟こじゃない。それに、知也くんももう小さい頃からの仲だし、慣れちゃってるから平気だよ」

「そうは言っても、親としたら結構ハラハラするものよー。何かあったら大変だし」

　ちえりが使っていたスペースは、隣の歩と慎一の部屋とは一間続きのため、遮る物はパーテーションのみだった。そこに、月に数回の割合で知也まで泊まりに来ていたのだから、洋子としては気が気じゃなかったのだ。

　息子の歩や、慎一の幼なじみの知也を信用してはいるものの、何があるかは分からない。

「ちえりちゃんさえよければ、戻ってきてもいいのよ。いつでも大歓迎だから、ひとり暮らしが寂しくなったら、いつでも戻ってきなさいね」

　そう笑顔で言う洋子に、ちえりは「ありがとう」と返す。

「せめて、夕飯くらい食べに来なさい。お弁当なら大体いつも余ってるんだから。最近は特にね。私たち、ここ一週間はずっと残り物のお弁当生活よ。まいったわ」

　ため息を落とす洋子に、ちえりがそういえば、と思い出す。

「ああ、近くにコンビニできてたし、その影響？」

　今日ここに来る途中に気づいたのだが、つい最近までコインランドリーがあった場所に、コンビニができていた。

　だから、前を通りながら、『何もこんなところに建てる必要ないのに』とちえりも八つ当たりをしながらここまで来たのだけれど。

「そうなのよー。一ヶ月前にできたんだけど、おかげで売り上げ落ちちゃって。厳しいわー」

「……ごめん」

　洋子の発言に嫌味がこもっているわけじゃないことは、ちえりも分かっている。

　それでも、こんな風にお金の話をされてしまうと、お世話になっている立場上、謝りたくなってしまうもので。

　うつむいて謝ったちえりに、洋子は慌てて胸の前で両手を振る。

「やだもう、いつも言ってるでしょう!?　ちえりちゃんも慎一くんもそういうところに気を遣わないで、って！　私はふたりのことはもう家族だと思ってるから、ついつい気兼ねしない言葉が出ちゃうのよ。もう性格だから直らなくて」

　今度は先ほどとは違うトーンで「まいったわー」と言う洋子に、ちえりはクスクスと笑いながら、首を振った。

「気にしないで。おばさんが気を許してくれてるんだって分かってるし嬉しいんだけど、私もついつい謝っちゃうだけだから」

　笑顔を向けるちえりに、洋子が思い出したように言う。

「あ、そういえばちえりちゃん。お金、毎月入れてくれてるけど大丈夫なの？　うちは確かに繁盛してないけど、ちえりちゃんや慎一くんの面倒くらい見られるんだから、無理しなくていいのよ」

「でも、大した額入れてないし、大丈夫だよ」

「だけど月三万も入れてくれてたら、生活が大変でしょう？　慎一くんの学費の足しにって思ってるのは分かるけど、いいのよ本当に。慎一くんだって真剣に勉強してくれてるし、こう言うのもおかしいけど学費も払いがいがあるのよ。うちの歩と違って」

　最後の言葉を強調して言った洋子に、ちえりが笑う。

「そういえば、あっくんは今日大学？」

〝あっくん〟とは、洋子の息子である中谷 歩のことだ。ちえりと同い年の歩は現在大学三年生で、実家から通っている。

　国立とあってなかなかの難関だったが、入試を見事にパスしたことは、洋子に言わせると生きてきた中で一番の奇跡らしい。

　実際、歩はいい加減で頼りなく、〝無気力〟という言葉が服を着て歩いているような男だった。

　何にも興味を持たず、試験だろうが単位だろうが、ギリギリのラインでクリアし、余計な力はどこにも注がない。そういう部分に要領のよさを発揮し、ダラダラと過ごしている。

「大学よ。あの子、普段は全然学校行ってないのに、なんで毎年進級できるのか、本当に不思議なのよね。うまく単位取ってるみたいだけど、そんなところに頭使わないで、授業で使えばいいのにねぇ。慎一くんは志も高くてきちんと成績残してるけど、歩はねぇ……本当にいい加減にしてほしいわー」

　心からの叫びに聞こえて、同情したちえりは思わず顔を緩める。

「やりたいことないのかな。興味ある仕事とか」

「あったらもう少しマシな成績残すでしょ。向上心のかけらもないし、どうにでもなると思って呑気にかまえてるところがダメなのよねぇ」

「このお店は継がないの？」

「……ちえりちゃん。私もね、このお店が大事なのよ。歩になんか継がせられるわけないじゃない。あの子に継がせたら、ほんの数ヶ月で潰れちゃうって断言できるわー。これが慎一くんだったら安心して任せられるんだけど」

　実の親にここまで言われる歩に苦笑するちえりの横で、洋子は「せめてしっかりしたお嫁さんでももらえれば……」と歩に店を継がせてもいい条件を模索している。

　しばらくそうした後、ハタッと止まり視線をちえりに向けた。

　輝いて見える瞳から、そっと目を逸らしたちえりがぎこちなく笑う。

「……おばさん、嫌な予感がするんだけど」

　話の流れから、洋子の考えを推測したちえりは顔を強張らせる。

　洋子は「まぁまぁ」と宥なだめるように微笑んで言った。

「でも、ちえりちゃんが歩のお嫁さんになってくれたら、私も安心だわー。お店も歩も任せられるもの」

「おばさんがお義か母あさんなら、私もうまくやっていけそうだし嬉しいけど……でも無理」

　即答したにもかかわらず、洋子は引く様子を見せずに続ける。

「でも、ちえりちゃん、あまり恋愛に興味なさそうだったじゃない？　だから、その辺ずっと心配だったのよ。近くで歩のダメさを見てきたから男の人がダメになっちゃったのかしらって。その点、歩なら、どれだけダメか分かってるから、これ以上落胆することもないし」

『その点』の後もよく分からないし、それ以前にそんなトラウマを作ったとしたら、その本人と結婚なんてするはずがない。

　とはいえ、さすがにそれを口にすることはためらわれて、「ほかに誰もいなかったらね」と曖昧に答えを濁した。

「だって、今までちえりちゃん誰もいなかったじゃない。そういう人」

「ひとりいたよ。おばさんが『彼氏作れ』ってうるさかったから、とりあえずつき合ってみたことあったもん」

「そうじゃなくて、好きな人の話よ。私、ちえりちゃんから恋の相談されるのずっと楽しみにしてたのに、まったくないんだもの」

「そんなこと言われても……」

『つまらないわー』という表情で言う洋子に困っていると、「本当に誰もいないの？」と念を押すように聞かれる。

〝恋〟〝好きな人〟

　それらの言葉から連想する人は……もちろん決まっていた。

　だけど、それを言葉にすることはできずに、ちえりはただ申し訳なさそうに微笑むだけだった。

　きっぱり諦めて、黒崎会計オフィスに置いてこようとした恋心なのに。封筒に詰めて置いてきたはずなのに……そんなに簡単ではないなと、ちえりは目を伏せる。

　置いてきたかった。篤紀への恋心も思い出も何もかもを。けれど……結局それはできなかった。

　心と頭に入り込んだそれを置いていくには、無理やりはがさなければならないということ。それをしたらきっと、心の大部分までをも失うし、大ケガどころか自分が自分ではなくなってしまう。

　出会う前は、心は篤紀なしできちんと形成されていたのに。たった二年でそのほとんどが篤紀への想いに染められていて、出会う前のかたちさえ、もう分からない状態だった。

　会う前は、どんなことを考えて一日を過ごしていたのか。何を楽しいと思っていたのか。どんなことが幸せだったのか。

　何ひとつ、思い出せない。

「さて。お昼のお客さんが来る前に、お店出て準備しないと」

　洋子がエプロンをつけ直すと、ちえりも立ち上がろうとしたが。

「いいのよ、ちえりちゃんはゆっくりしてて。それに、言うほどお客さんも来ないしね。手伝ってもらっても暇潰しにもならないから、くつろいでて。久しぶりのお休みなんでしょう？」

「あ……うん。じゃあ」

「ああ、そうだ、その雑誌。ちょっと買ってみたんだけど、私には若すぎたからよかったら読んでて」

　指差されたほうを見ると、二十代向けと思われるファッション雑誌が、座卓の端に置かれていた。表紙からしてちえりや綾子が読むような雑誌で、洋子の世代が読むとは思えないようなものだった。

　ちえりは、気の若い洋子らしいなとふっと笑い、その雑誌に手を伸ばす。そしてぱらぱらとめくりながら、篤紀のことを考えていた。

　時間は十一時前。九時に綾子が辞表を出してくれたと考えると、それからもう二時間が経とうとしていた。

　なんて書けばいいのか分からなかった辞表には、〝今日で辞めさせてもらう〟ということと、それに対する謝罪、それと〝今月分のバイト代はいらない〟ということを書いて、封を閉じた。

　篤紀には、ここの場所は教えていない。

　ホームページもないし、履歴書にも書かなかった。中谷という名字さえ知らない篤紀には、弁当屋という情報だけでこの場所を見つけるのは、ほぼ不可能だ。

　そんな風に考えながら、ちえりがぱらぱらとページをめくっていた手を止める。

　アパートに来る可能性がある以上、本当は引っ越すのが一番だが、それにはお金がかかりすぎる。

　とりあえず一週間ほど中谷家に泊めてもらうことにした。

　それ以降は、黒崎会計オフィスの業務時間外はインターホンを電源ごと落とすか、居留守を使うしかない。

　以前のように夜にコンビニのバイトを入れるなど、篤紀が自由になる時間をすべてバイトに費やせば、すれ違いで会うこともないだろう。

　それもいいかもしれないと思いながらも、いまいち考え事に集中できない自分に、ため息を落とす。

　篤紀から逃げ回る手段を考えようにも、会いたいと思う気持ちがまだ残っているから、なんだか身が入らないのだ。自分がツラいだけならまだしも、篤紀をも同じ気持ちにさせているのだと思うと……胸が引きちぎられるように鋭く痛んだ。

『そういう社長の優しさを裏切ることになるのよ？』

　綾子の言っていた言葉が、胸にズンと来る。

　今まで与えてくれた数え切れないほどの優しさすべてを踏みにじってしまった。その罪悪感に……心が潰されそうだった。

　会えないという現実に、絶望が押し寄せる。

　これから全力で逃げ回らないといけないのに……うまく頭が切り替えられない。

　覚悟していたことなのに、現実は想像とは比べ物にならないほどツラくのしかかり、ちえりの後悔を誘い出そうとする。

　ただ黙って耐えるように顔を歪めたちえりは、開いたままのページを眺めて篤紀への想いを打ち消そうとしていたのだが……。

　不意に雑誌の特集記事に、目を奪われた。

『あなたの誕生石』というタイトルの記事だ。

　なぜその特集が気になったのか、自分でも分からなかった。宝石なんて興味もないし、普段のちえりなら読み飛ばしていただろう。

　生まれ月の隣に誕生石の名前、写真、その石の持つ意味合いが書かれていた。いくら興味がないちえりでも、自分の誕生石がダイヤモンドであることくらいは知っている。四月の部分をさらっと読んでから、そういえば……と四月よりふたつ上の段にある誕生石に視線を移す。

　篤紀の誕生日が二月であることを思い出したからだ。

　そして、そこに書かれていたアメジストの写真を見て……昨日綾子に託したネックレスを思い出した。

　ペンダントトップには、宝石があしらわれたふたつのクロスがついていた。そのうちのひとつがダイヤなのは知っていたが、もうひとつの薄い紫色の宝石は分からなかった。今、アメジストの写真を見て、これだったのかと思う。

　篤紀は意外に、誕生日やクリスマスなどのイベント事を大事にする、ロマンチックなところがある。それを知っているだけに、あれは篤紀がわざわざ選んでくれたものだと改めて確信する。

　クロスに敷きつめられた宝石がなんなのかを知って、きっと買わずにはいられなくなったのだろう。篤紀があのネックレスを見つけてから、買うまでの様子が手に取るように分かって、自然と頬が緩んでいた。

　ちえりにわざわざ言わなかったのは、ロマンチストだとバカにされると思ったからだろう……まったくあの人は……と笑ったのだが。

　こぼれていたはずの笑みは、次の瞬間には跡形もなく姿を消し、悲しみに歪んだ瞳から涙が溢れていた。

　頬を伝った滴が、ポタポタと雑誌に落ちて染み込んでいく。

　その様子さえもハッキリと見えないほど、次から次へと涙が溢れてくる。

〝好き〟――そのひと言を言えたらどんなによかっただろうか。

　篤紀がいろんな想いを込めて選んでくれたネックレスを、突き返してしまったことが、悲しくて苦しかった。

　自らが出した答えだからこそ……自分しか責められない。

　際限なく溢れる悲しみに覆われて、ふたりの誕生石が見えなくなり……ついには何も見えなくなった。

（こうするしかなかったし、これでよかったんだ。今はツラくても、いつかは胸を張って受け入れられるはず……）

　そう自分に言い聞かせたちえりだったが……。

　その〝いつか〟というのはいつなんだろうと疑問が湧く。本当に、その日はやってくるのだろうか、と。

　真っ暗闇の中で、何かすがれるものを探している状態では、〝いつか〟というのは漠然としすぎていて……幻にしか思えなかった。

　負の感情だけを集めた海に足をとられ……まるで蟻地獄にかかった蟻のように渦の中に引き込まれる。

（――もう、会えない）

　受け止め切れない事実が襲いかかり、ちえりの目にはもう、暗闇以外何も見えなくなった。

「ごめんなさい……ごめんなさい……っ」

　誰もいない部屋。涙でぐしゃぐしゃになった雑誌。

　ちえりのやっと絞り出したような泣き声は、震えていた。










取り戻された世界




　悲しみの中、どこまでも深く沈んでいきそうだったちえりを止めたのは、家の電話だった。店のほうではなく、中谷家への電話に、ちえりが少しためらいながら立ち上がる。

　スマホは朝起きた時に電源を切ってそのままだ。それはもちろん、篤紀からの着信を拒むためだったのだが……『もしかしたら』と鳴り響くコール音に不安になる。

　けれど篤紀どころか、あの会計オフィスにいる誰も中谷の名字を知らないのだから、ここの電話番号を調べてかけるなんてことはできないはずだ。

（……だから、大丈夫）

　泣きすぎて熱を持った頭で必死に考えてから、息をひとつついて受話器を取る。ちえりが〝中谷です〟と告げるよりも前に、『ちえりちゃん？』と軽い声が届いた。

　聞き覚えのある声に、少し考えてからハッと気づく。

「え……知也くん？」

『そー。俺。やっぱそこにいるんだ』

「え？」と声をもらしたちえりに、『しかもすごい声してんね。泣きすぎ？』と知也が続ける。

　声の向こう側では、かすかに『ありがとうございましたー』という声が聞こえていて、どうやらコンビニのバイト中らしい。

『なんかさ、朝、黒崎さんがちえりちゃんの居場所知らないかって、すごい剣幕で店に来て』

「え……っ」

　ちえりは息を呑んだ。

（マズイ……）

　知也なら、中谷の名字や住所どころか、月に数回泊まりに来ているのだから、まるで我が家同然に何から何まで知り尽くしている。篤紀が探し回ることは予想していたけど、知也の存在は、すっかり頭から抜け落ちていた。

　言葉を失うちえりに、知也が笑う。

『休憩入ったから、一応知らせとこうかなと思って。あれから二時間くらい経つし、もしかしたらもう見つけてたりして、とか思ってたんだけど、その様子だとまだなんだ』

「……うん。あの、知也くん、社長に――」

『そんな心配しなくても、言ってないから平気だよ』

「言ってないって……うちの住所を？」

『うん。住所も名字も言ってない』

　ちえりは口止めしていたわけではない。取り乱した篤紀に頼まれたら、知らない相手ではないから普通答えそうなものなのに……。

　ちえりがそう思っていると、心を見透かしたように知也が言う。

『黒崎さんはいい人だと思うけど、境遇とか立場を気にするちえりちゃんの気持ちも分かるしね。もうどうにもできなくなって逃げ出したんでしょ？　俺はちえりちゃんを応援するし』

「……昔からの仲だから？」

　知也が慎一やちえりのことを庇ってくれたことは何度もあるけれど、こんな風に素直に〝応援する〟なんて、言われたことがないだけに戸惑う。

　知也は『うーん。そうかもねー』と軽いトーンで言ってから、自嘲するように笑った。

『やっぱりさ、慎一とちえりちゃんには幸せになってほしいなーとか思うんだよ。キレイ事みたいで嫌なんだけどさ、俺自身がこんなヤツだからか分かんないけど、ふたりにはいつまでもまっすぐでいてほしいっていうか。頑張った分、報われてほしいわけ』

「何それ……」

　初めて聞いた言葉に、ちえりは思わずそうもらす。

『頑張った分、報われてほしい』だなんて、いつもの彼からは考えられない発言だ。

　けれど……小学校の頃、父親のことでからかわれた時、言い返せないでいる自分たちの代わりに、何度も何度も言い返し、時には手まで出していた知也。それを知っているだけに、嘘だとも思えない。

『だから、ちえりちゃんが出した答えなら、それでいいんじゃないかなーって思うんだよね。そもそも部外者の俺が、いいとか悪いとか決めるのもおかしな話なんだけど』

　そこまで言った知也はひと呼吸置いてから、『でもさ』と続ける。

『俺、最初の頃からわりと思ってたんだけど、黒崎さん、ちえりちゃんにベタ惚ぼれじゃん』

〝うん〟とは肯定しにくい言葉にちえりが黙ると、知也が続ける。

『とにかくあんなにベタ惚れで、いなくなったら血相変えて探し回るような人が、本当にちえりちゃんの幸せに関係ないのかなって。今、ちえりちゃんの声聞いたらチラッと思ってさ。どうするのがちえりちゃんのためなのか、ちょっと分かんなくなっちゃった』

　そう静かに言う知也に……ちえりはゆっくりと口を開く。泣きすぎたからか、喉がカラカラで、出る声はかすれていた。

「私の幸せには……関係あるかもしれない。でも、社長は、私がいなくても幸せになれる人だもん。今は私を想ってくれてるかもしれないけど……私が目の前からいなくなって、その想いが別の人に移れば、その人と幸せになれると思う。知也くんだって言ってたでしょ、恋愛なんてそこら辺にゴロゴロ転がってるって」

　涙声で言ったちえりに、今度は知也が少し黙り……そして『まぁねー』と笑う。

『実際ゴロゴロはしてると思うよ。ただそれを拾うなんてことは、黒崎さんには許されないだろうけどねー』

「……どうして？」

『だって、立場のある人じゃん。だからちえりちゃんだって身を引いたんでしょ。立場があるなんて言えば聞こえはいいかもしれないけど、それって黒崎さんの自由を奪うものじゃん。普通に黒崎さんの置かれた境遇の中にある選択肢なんて、すごい少ないでしょ、きっと』

「え……」

　篤紀は、もっと自由に幸せを選ぶべきだと思っていた。自分なんかにこだわらずに、もっと広い世界で、自由に。なのに……それとはまったく反対のことを言う知也に、言葉が出てこない。

『ちえりちゃんが手を払いのければ、もう希望なくしてガッチガチに囲まれた檻ん中で、少ない選択肢から結婚相手とか将来とか選ぶんだろうけど。それがちえりちゃんが望む、黒崎さんの幸せなんかなーってちょっと思ったんだよね。なんか、頑張って離れたところで、ふたりして不幸なんじゃね？って』

「不幸……？」

『あの人、一見傲慢に見えるけど、わりと気遣えるじゃん。だから、たとえ自分の気持ちがついてこなくても、ホテルのこと考えて、いずれ結婚とかはすると思うんだよ。ちえりちゃんのいない未来で、ちえりちゃんが望むように、それなりに立場がある人とね。ただし、すごく狭い世界の中から選んでね』

　知也の口調は、決してちえりを責めているわけではない。にもかかわらず、ちえりの胸がわずかに痛んだのは……自分は間違ったことをしてしまったのではないかと、小さな疑問が浮かんだからだ。

　自分が離れれば、篤紀にはきっと違うかたちの、もっと大きな幸せが訪れると信じて疑わなかった。しかし、その気持ちが……わずかに揺れる。

「でも……社長の家はいろいろ自由だって言ってたし、結婚だって、立場とか関係なく、自分の好きな人と……」

『自分の好きな人としようとしたら、逃げられちゃったから今必死に探してるんでしょ。せっかく広い世界の中でたったひとり、好きな子見つけたのにねー』

「……知也くん、私を応援してくれるんじゃなかったの？」

　あまりに意地の悪いことばかりを言う知也に、ちえりが口を尖らせると。

　知也は『そうだよ』とケロッとした声で頷いた。

「『そうだよ』って、だってさっきから……」

『俺は、〝ちえりちゃんの幸せを応援してる〟って言いたかったんだよ。で、そのためには黒崎さんと一緒になるのがいいんじゃないかなーと思ってるから、話をそっちに持っていってるだけ』

　平気でそんなことを言いだす知也に、ちえりはムッとしたまま言葉を返す。

「コロコロ意見変えすぎじゃない？　大体、社長がホテル・プリンスＫの御曹司って知った時から、知也くんだって私寄りの意見だったじゃない」

『気持ちなんて状況に応じて変わるもんでしょ。ただ考えてただけの時と、実際いろんなものを見聞きした後じゃ、変わって当たり前だと思うけど』

「そうかもしれないけど……」

　言葉を濁すちえりに、知也が『あのさ、ちえりちゃん』と呼びかける。

『黒崎さんの親戚とか関係者に何か言われたって、ふたりで笑ってればいいじゃん。〝また言われちゃったなー〟って。〝どんだけみんなして言うんだよー〟ってさ、今度はどんな憎たらしい言葉で倍返ししてやろうかって、ふたりで企んでればよくない？』

「それは……」

『相手の弱い部分探ってさ、一番痛いとこついて形勢逆転した瞬間に、ニヤッて笑ってやってさー。あー、そんな楽しそうな瞬間がいっぱいあるって思うと、ゾクゾクするよね』

　そうなんだろうか、とちえりは疑問に思う。

　性格が悪い知也だからこそ、そんな場面も楽しめるかもしれないが、自分と篤紀にそれができるだろうか……。誰かの弱味を握り、笑みを浮かべる自分たちの姿が想像できない。

　ちえりがうーんと首を傾げている間も、知也は『俺だったら全然気になんないけどなー』などと言っていて。

　そんな知也にちえりは思わず笑う。知也なりに背中を押してくれているのが分かったからだ。

「知也くんが応援してるのは、私が逃げたことに対してじゃなくて……私の社長に対する気持ちでしょ？　分かったけど……まさか自分のためとはいえ、知也くんまでそんなことを言いだすとは思わなかった」

　疲れた様子で言うちえりに、電話の向こうで知也が笑う。

『まぁ、俺現実主義だしね。正直、言葉だけで聞かされたなら、〝離れたほうがいいよ〟って言ってただろうけど……でも、あれだけ必死な黒崎さんの姿を見たらもう無理でしょ。せっかく美形なのに、カッコつけるのなんか二の次だもん。俺ちょっと〝やばい負ける〟って思ったもん』

　ちえりが呆れながら、「はぁ」と息をついて言う。

「なんでみんなしてくっつけたがるんだろ。知也くんも綾子さんも……」

『そんなの、ちえりちゃんと黒崎さんが想い合ってるのが分かるからでしょ。ふたりの間にある事情とか第三者には関係ないから、無責任って言えばそれまでだけど』

　黙ってしまったちえりに、明るく無責任発言をした知也が軽いトーンで続ける。

『なんにも知らない黒崎さんが、それでもちえりちゃんを見つけ出せたら、そしたら〝運命だってことで認める〟とか、そういう感じでいいんじゃない？』

「そんな軽く……」

『別にいいじゃん。まぁ、不可能だとは思うけどさ、ちえりちゃんも俺くらい軽い気持ちでかまえてなよ。あ、俺そろそろ店出なきゃ。じゃ、黒崎さんがちえりちゃんに辿り着けるか、楽しみにしてるねー』

　最後まで軽い声で明るく言った知也は、ちえりの返事も待たずにプツッと電話を切る。その音に、眉をひそめてから受話器を置いた時。

　今度は店のほうから洋子の声が聞こえた。

　ドアを閉めているため、内容までは聞き取れないが、こちらも明るい声が聞こえてくる。馴染みの客でも来て話し込んでいるのだろうかと思いながら、ちえりが座ろうとすると――。

「ちえりちゃーん、ちょっとー！」

　今度はハッキリとした声が聞こえてきた。

　急に混んできたのだろうか。それとも何かを持ってきてほしいのだろうか。

　いろんな可能性が頭に浮かびつつ、ちえりは慌ててドアを開ける。建物内の通路を抜けて、急いで店頭まで行ったちえりが直面したのは……予想外のことだった。

　さっきまで暗闇だった世界が、真っ白になって……やっぱり何も見えなくなる。

「ちえりちゃん？　どうしたの、そんなに驚いて。バイト先の社長さんなんでしょ？」

　不思議そうにちえりを見る洋子の表情は、少し嬉しそうで。どうやら篤紀の整った顔立ちに浮かれているようだった。

　ここに現れるはずのない、もう会わないと決めた篤紀が、今目の前にいる。

　見つめ合ったまま、しばらく沈黙の時間が流れた。

　ちえりをようやく見つけた篤紀は、まず眉を八の字に下げて、安心したような情けないような顔をした。それから、唇を引きしめ、じっと確認するように、ちえりを見つめた。

　ちえりは、ただただ驚いてしまって何も言えなかった。

　篤紀からすれば、それこそ『心配した』とか『勝手にいなくなるな』とか、いろいろ言いたいことはあったのだが。ここでする話でもないと思い、とりあえず居場所を確認できたことにホッと胸を撫で下ろす。その後、洋子に視線を移した。

「お忙しいところ申し訳ないんですが、ちえりさんをお借りしても大丈夫でしょうか」

　軽く頭を下げて言う篤紀に、洋子は満面の笑みで答える。

「ええ、もちろんです」

「すみません。せっかく久しぶりの家族団らんのところを」

「いえ、いいんですよ。さっき、ひと通り小言は言わせてもらいましたから」

　明るく話す洋子のセリフに、篤紀は「小言ですか……」と苦笑いを浮かべる。

　ちえりのバイトは週五で、作業を手伝ってもらっているうちに定時を過ぎてしまうことも少なくはない。強引に夕飯に突き合わせることも多かったから、実家に帰るのはなかなか難しかったかもしれない。

「うちで毎日のように働いてもらってるので、ご家族との時間がなかなかとれずに申し訳ないです」

　洋子は「いえ、いいんです」と、笑顔で答える。

「この子はしっかりしてますから、たまに元気な顔を見せてくれれば、後は自由にしてくれてかまわないんですよ。ただ、どうしてもいろいろ言いたくなってしまうだけで。ほら、ちえりちゃん、社長さんがいらしてるんだから、早く出かける準備してらっしゃい」

「でも……」と、困ったような表情でちえりがためらうも。

「ほら、早く」

　母親の顔をして言う洋子にそれ以上駄々をこねることはできずに、仕方なく頷く。

　そして鞄を取りに居間に戻ろうとして……少しだけ篤紀を振り返ると、すぐに視線がぶつかった。

　逃げないように心配しているのか、じっと逸らさずに見つめてくる瞳は、真剣そのもので……。

（――もう、逃げられない）

　そう悟って……ちえりは目を伏せた。

『なんにも知らない黒崎さんが、それでもちえりちゃんを見つけ出せたら、そしたら〝運命だってことで認める〟とか、そういう感じでいいんじゃない？』

　知也の言葉が頭の中でこだましていた。










幸せはいらない




　ちえりと篤紀が向かった先は、ちえりのアパートだった。篤紀にあの場所がバレた以上、ずっといる必要もないため、用意していった荷物はすべて持ち帰ることにした。

　店を出る時、大きな旅行鞄を早々にちえりの手から奪った篤紀が、ベッドの上にそれを置く。

「……ありがとうございます」

　お礼を言ったちえりが、閉め切っていたカーテンと窓を開ける。

　篤紀はいつも以上に片づいた部屋を見渡し、「しばらく空けるつもりだったのか？」と聞く。

　移動中はずっと無言だった篤紀の、ちえりに向けられた初めての言葉だった。

　昨日まで普通に話していたはずなのに、変な緊張がちえりを包む。

　落ち着かず、とてもじゃないが座る気にはなれずに、うつむいたまま突っ立っていることしかできなかった。

「一週間くらいは、あっちに泊まるつもりでした。まさか、こんなに早く帰ってくることになるとは思ってませんでした」

　わずかに笑みを見せながら答えたちえりを見て、篤紀も口元を緩める。

「スマホの電源入れてみろ。俺からの着信が二十件は入ってるから」

　ベッドに座った篤紀に言われるまま電源を入れると、不在着信は二十四件。二十二件は篤紀からで、残りの二件は綾子からだった。

　おそらく、篤紀が探しに出たことを伝えようとしてくれたのだろう。

「なんで、あの場所が分かったんですか？」

　ちえりが立ったまま聞くと、篤紀はネクタイを緩め「タクシー使ったんだよ」と答えた。

　Ｙシャツのボタンをひとつ外した篤紀は、ジャケットを着たままの自分に気づき驚く。やたら暑いとは思っていたものの、今さら気づくあたり、探し回るのによほど必死だったんだなと我ながら苦笑する。

　ジャケットを脱ぎながら、篤紀は続けた。

「井上から聞いた後、すぐここに来たけどいねぇし、実家にいるかもしれないってすぐに思い浮かんだけど、その情報が何もなくて。とりあえずコンビニでバイトしてるヤツんとこ行って、でも『知りませーん』ってふざけた返事しかしねぇから、タクシーで徒歩一時間圏内の弁当屋全部回ろうとした」

「タクシーで……？」

「ネットで調べて回るより、そういう条件ならタクシーのほうが詳しいだろ。だから」

　それにしたって、中谷弁当店はそんなに大きな店舗じゃない。

（チェーン店でもなければ、コンビニの勢力に負け気味の、本当に小さな個人経営のお店なのに……それをわざわざ見つけ出すなんて）

　驚くちえりに、篤紀は「十六軒目で見つけた」といたずらっ子のように笑った。

「十六……ってことは朝からずっと？　仕事は……」

　そういえば、知也も、二時間前に篤紀がコンビニを訪ねてきたと言っていた。

　篤紀は「うちの部下はみんな優秀だから」と答える。

「今日はたまたま打ち合わせもなかったから、井上に緊急の用事が入ったら連絡しろって言って、すぐ出てきた」

「確かに社員さんはみんな優秀ですけど、だからって社長が私用で外出するなんて」

「誰のせいだよ」

　怒りの感情を含んだ声に、ちえりがハッと息を呑んで篤紀を見る。

　そんなちえりに、篤紀は申し訳なさそうに顔を歪め、うつむいて、後ろ髪を手でくしゃくしゃとかいた。

「悪い……。おまえが何考えてこうしたかは、井上に無理やり吐かせて全部聞いたんだ。おまえが軽い気持ちで辞表出したわけじゃないことも、俺のこと考えてくれてんのも分かってる。けど……」

　篤紀は、視線をちえりに合わせる。

　その顔はツラそうにしかめられていて……訴えかけるような瞳に、ちえりの胸がしめつけられる。

　カラッと晴れた夏空から、夏にしては涼しい風が部屋の中に入り込み、カーテンを揺らしていた。

「急に目の前から姿を消されて……すげぇ焦った。手切れ金って言われて、目の前が真っ暗になった」

　ベッドに座ったままの篤紀が手を伸ばし、立ったままのちえりの手をつかむ。そして、クイッとちえりを引き寄せると、そのまま彼女のお腹のあたりに頭をうずめた。

「しゃ、社長……っ」

　驚いたちえりが身体を揺らしたが、篤紀はかまわずに抱きしめ、深い息をついてから続ける。

「一おと昨と日い……パーティーの日。おまえが酔って寝てる間に、井上からおまえが何を悩んでるのかを聞いた」

「あ……」

「俺は短絡的にしか物事を考えられねぇし、先のこととかも見越せない。それに、俺の家系のことを俺はなんとも思ってなかったから、おまえがそのことで深く悩んでるって知って驚いた」

　ちえりを逃がさないようにか、檻のように、がっしりと腰に回った腕。

　ちえりはそれを外すことは諦めて、おとなしく篤紀の話を聞くことにした。

　抱きしめ返すことのできない手が、手持ち無沙汰でどうしていいのか分からずに、宙に不自然に浮いていた。

「おまえは冷静だし、頭もいい。俺とのことも将来を見据すえて考えることができる。井上からおまえの悩んでることを聞いた時、驚いたけど、おまえらしいとも思ったんだ。それに……おまえがそう言うなら、実際そうだろうとも思った」

　篤紀の言葉を聞いていたちえりが、キュッと唇を噛みしめる。ちえりの出した答えを肯定しているような言葉が、胸に痛かった。

　今さら、篤紀はなんのために自分を探しに来たのだろうと思う。離れるという選択肢が正しいと言うのなら、そのままにしておいてくれればよかったのに。なんで必死に探してまでこんな話をするのだろう。

　ちえりの決断に反対して、『ひとりで決めてるんじゃねぇ、ふざけんな！』と、素直な想いをぶつけるつもりではなかったのか。

　ちえりはそう考えてから、篤紀が反対してくれると期待していたことに気づき、ハッとする。そして、そんな勝手な自分に嫌悪感が募る。

（決断した私が、こんなにグラグラ揺れてたらダメだ）

『ちえりちゃんが手を払いのければ、もう希望なくしてガッチガチに囲まれた檻ん中で、少ない選択肢から結婚相手とか将来とか選ぶんだろうけど。それがちえりちゃんが望む、黒崎さんの幸せなんかなーってちょっと思ったんだよね。なんか、頑張って離れたところで、ふたりして不幸なんじゃね？って』

『たとえ自分の気持ちがついてこなくても、ホテルのこと考えて、いずれ結婚とかはすると思うんだよ。ちえりちゃんのいない未来で、ちえりちゃんが望むように、それなりに立場がある人とね。ただし、すごく狭い世界の中から選んでね』

　いつまでもうじうじと悩み、一歩を踏み出すばかりか退こうとしているちえりの恋を、知也は後押ししようとしていた。

　でも、知也が言っていたこととは違い、実際の篤紀にはきっと、たくさんの選択肢が用意されていて、その中から好きな道を自由に選べるはず。だから……自分が出した結論は、間違っていない。

　そう思いつつ、なおも揺れ続ける気持ちをなんとかとどまらせるために、ちえりはすうっと息を吸い込む。

「この間のパーティーで和美さんが言っていたこと、覚えてますか？」

　静かに話しだしたちえりに、篤紀も同じように静かなトーンで「ああ」と頷く。

「女だとか関係なしに、殴りかかりたくなったくらいだから覚えてる。きっと一生忘れない」

「でも私は……和美さんの言っていたことは間違っていないと思います。立場の違う私が社長の隣にいたら……私の父親のこととかが知られたら、悪く言ってくる人は必ずいる。私の父親のことじゃなくても、社長が私のことで周りに何か言われたりするのは嫌なんです」

　いつもならすぐに反発する篤紀が、今ばかりはおとなしくちえりの話を聞いていた。

「周りに何か言われるたびに、社長は私に気を遣って、私はそんな社長に申し訳なくなって……どんどん窮屈な関係になっていく。私が何を言われても傷ついた顔ひとつ見せずに、社長に何も気づかせないくらいの演技力をつけられればいいのにって、何度も考えました。そうしたら、社長の隣にいられるかもしれないって」

　ひと呼吸置いたちえりは、「でも、無理でした」と静かに言う。

　ちえりから頭を離した篤紀がゆっくりと見上げると、ちえりは自嘲するように口元にわずかな笑みを浮かべて目を伏せていた。

　見上げている篤紀と、下を向いているちえり。

　それなのにぶつからない視線がちえりの出した答えに重なり……篤紀は抱きしめていた腕を緩める。

　そして、今度はちえりの両手をそれぞれ握りしめた。

「ちえり」

　まるで〝こっちを見ろ〟と言うように呼ばれ、ちえりは少し迷った後、篤紀の真摯な瞳を戸惑いながらも見つめ返した。

　たったこれだけのことなのに、ドキドキと胸がうるさい。

「おまえの心配していることは分かった」

　篤紀は落ち着いた口調で続ける。ちえりの表情を見つめながら、ゆっくりと。

「一緒にいたって、どんどんツラくなるって」

　ちえりは、間を空けてからコクリと頷く。

　ちえりの手を握る手に、篤紀はギュッと力を込める。そして、今まで以上に真剣な眼差しをちえりに向けた。

「おまえが言うならきっとそうだと思うし、それを〝不幸だ〟って言うなら、俺は何も言い返せない」

　すべてを肯定する篤紀を前に、ちえりの瞳に涙が浮かび始める。

　篤紀は、別れの言葉を言うために自分を探していたのだと……ここに来て、ちえりが気づく。

　自分が人づてに頼んだ別れでは納得できずに、わざわざ探しに来たのだと。そしてそれは、まっすぐな篤紀らしいと、じくじくと痛む胸でそんなことを考えていた。

（覚悟していたのに。社長から別れを言われるのが、こんなにもツラいなんて……）

　綾子に辞表を託した時以上の痛みが、ちえりの全身を襲う。まるで鋭利な刃物で四方から突き刺されているような、そんな感覚だった。

　痛みと悲しみで、唇が震え、涙が筋をつくって頬を流れ落ちる。

　もしかしたら自分は、篤紀から別れの言葉を言われたくなかったから、自ら身を引いたのかもしれない。

　そんな風に思いながらも、今ここで目を逸らしてはいけないのだと、必死に篤紀の瞳を見つめた。逃げちゃダメなのだと。

　そんなちえりを見つめる篤紀が、ゆっくりと口を開き――。

「じゃあ、悪いけど。俺と一緒に不幸になってほしい」

　別れの言葉ではなく、永遠の約束ともとれる言葉を告げた。

　驚きから目を見開いたちえりが、信じられないとでも言うような表情で篤紀を見つめる。

　涙をこぼしながら見つめてくるちえりに、篤紀は困ったように微笑んだ。

「だって俺、おまえがいないとダメなんだ。何もできなくなる。おまえがいなくなったら、立ち直ることなく一生を終える自信がある」

「だからって……っ」

「俺だって男だし、こんな情けないこと言いたくない。けど、おまえが心配してることを全部取っ払えるような言葉は、見つけられなかったから」

　眉を八の字に下げて笑いながら、篤紀が続ける。

「おまえが感じてる不安をどうにかしたくて、昨日一日いろいろ考えてみたけど……多分決定的じゃねぇから。だったらもう、不幸になる覚悟決めて、おまえに飛び込んできてもらうしかねぇなって」

　意外な展開に、しばらく言葉を失っていたちえりが、ハッとして口を開く。

「なんで私が飛び込むんですか……」

「だってこのたとえの場合、俺はもうそん中にいるし。おまえが言う、不幸の中に」

「……え？」

「そん中でずっと……おまえが飛び込んできてくれるのを両手広げて待ってる。ああ、あれだ。それこそ、ロミオとジュリエットのバルコニーのシーンみたいに」

　普通のトーンで「知ってるだろ」と聞かれて……呆気にとられてしまう。

　篤紀がずっと、自分が近づくのを待っていてくれているのは知っていた。

　でもまさか、その場所が、すでに不幸の中だとは思いもしなかったし……そんなの、こじつけだとも思う。だって、どう考えても篤紀が今現在、不幸だとは思えない。

　言葉を失ったままのちえりを見つめながら、篤紀が微笑む。

「おまえが飛び込んできてくれればそれだけで俺は救われるし、その時点でそこは不幸でもなんでもなくなる。でも、おまえに見捨てられたらこのまま溺れて、不幸のどん底に堕ちていくだけだ」

「でも……社長がこれから進んでいく道には、もっと素敵な女の人だってたくさんいるんですよ。その中から選んだ人がきっと、社長を幸せにしてくれ――」

「無理だよ。俺はおまえがいいんだから」

　篤紀は、まっすぐな眼差しで、きっぱりと言い切った。

　ちえりは、胸がキュッとつかまれたように苦しくなって……それでも、ツラそうに必死に口を開く。

「それは今、社長の視野が狭くなっているからで、私がいなくなって、周りを見渡せるようになればきっと……」

「だったらいらねーよ、幸せなんか。俺は、ほかの誰かとの幸せより、おまえとの不幸がいい」

「わがまま、言わないでください……」と消え入りそうな声で言ったちえりの頬を、涙が伝う。

　そんなちえりに篤紀は微笑んで……「ごめんな。でも俺はおまえがいい」そう告げた。

　キュッと握られる手が、温かい。見上げてくる篤紀の瞳が、優しい。

　言っていることはまるで駄々っ子でダメ男なのに。『不幸になってくれ』なんていう口説き文句は、ありえないとも思うのに。伝わってくるぬくもりと気持ちだけで、それを許せてしまう自分に、ちえりは呆れて笑みをこぼす。

　離れても、そばにいてもどっちみち不幸だというのなら……答えなんて考えるまでもない。

「まぁ、そういうことだから。悪いけど、覚悟決めて飛び込んできてほしい。おまえにとっては、俺のいる場所は居心地悪いかもしれないけど……おまえの幸せは俺がちゃんと考えるから。俺、考え事とか苦手だけど、それだけは多分、いくら考えても飽きない自信がある」

　そう言い切る篤紀を、ちえりは見つめた。

　釣り合わないと思いながらも、本当は、飛び込みたい気持ちもどこかにあった。篤紀がホテル・プリンスＫの御曹司だと聞いてもずっと。

　ただそれでも篤紀の幸せを願うからこそ、そうしなかっただけで。

　だけど当の本人である篤紀が、それこそ不幸だと言い張るのなら……。この先、立ち直ることもできずに、まともに生きていけないと言うのであれば、飛び込まない理由なんてない。

　ちえりが何よりも望んでいるのは、篤紀自身の幸せなのだから。

　ちえりが、篤紀を見つめたまま聞く。

「反対する人が出てきても、殴りかかったりしないで、平和な話し合いで解決するって約束しますか？」

「……なるべくな」

「仕事、ちゃんとしますか？」

「今もちゃんとしてるだろ、そこそこ。……でもまぁ、するよ」

「じゃあ……私をずっと、好きでいてくれますか？」

「ああ」

　最後の質問にまであっさりと答えた篤紀に、ちえりが驚くと。

　篤紀は「何呆ほうけてんだ」と笑う。

「そんなん、呼吸続けてんのと同じくらい簡単だろ。逆に言えば、そうしないほうが俺にとっては無理なんだよ。言っただろ、おまえがいないと溺れるって」

　本当に当たり前だという感じで笑う篤紀に、拍子抜けしていたちえりからも、笑みがこぼれる。

　そして――。

「私も社長がいないと生きていけないくらいに、社長が好きです」

　そう言い終わるや否や、篤紀の唇に自分のそれを重ねた。

　触れるだけではあるが、初めてのちえりからのキス。そして、〝好き〟という言葉。

　ただただ驚いて、しばらく言葉も、呼吸すらも失っていた篤紀がハッとする。そして、微笑むちえりに半分放心状態のまま言う。

「今の……もう一回」

「今の？　どっちですか？」

「どっちもに決まってんだろっ」

「……嫌です」

「は……!?」

　ちえりの腕をガシッとつかみ、自分に引き寄せようとしていた篤紀は、不服そうな顔をする。

　篤紀からしたら、〝これからって時に〟ということらしいが、ちえりはこれ以上続けるつもりはなかった。それは決して篤紀が嫌なのではなく。

「とりあえず、社長は今から仕事行ってください」

　今は十二時少し前。普段だったら働いている時間だし、篤紀は今、仕事を部下に預けている状態だ。

　そんな篤紀と日中からいちゃいちゃしている場合ではない。

「お弁当食べてからでいいですから、会社に戻って午前中のわがままな行動を綾子さんたちに謝って、午後、きちんと仕事してきてください」

『そんなん明日やる。明日に倍でも三倍でもやる。徹夜とか俺全然するし！』

　そう言いかけた篤紀は、先ほど仕事をきちんとやると約束をしたことを思い出し、ぐっと押し黙る。

　その後も少し、納得のいかない顔でどうにかちえりを説得できないかと頭を悩ませていたのだが。真面目なちえりにはもう何を言っても無駄だと悟り、これからの甘い時間を諦めてため息を落とした。

「分かった。弁当食べたら会社行って働いてくる……。ああ、でもおまえも来いよ。辞表、受け取らなかったことにするから、今まで通りオフィスで働いてくれよな。せめてそれぐらい言うこと聞け」

　そう言う篤紀に、ちえりは微笑んでそれを受け入れる。

「働かせていただきます。また、よろしくお願いします」

　バイトとしてオフィス代表にペコリと頭を下げたちえりに、篤紀は微笑んで「おう」と答える。そして……ちえりの手を取り、機嫌をうかがうようにして言う。

「じゃあ……今の続きは仕事が終わってからな？」

　期待を込めた瞳は、まるで懐いている犬のように見えてしまって。可愛らしい愛犬に、ちえりが笑みをこぼす。

「仕事中、しっかり〝待て〟ができたらですね」

　犬扱いするちえりに、篤紀は顔をほころばせた。










ロミオとジュリエット




　お弁当を食べてから向かった黒崎会計オフィスで、ちえりは社員に温かく迎えられた。

『やっぱり高瀬さんがいないと仕事がたまっちゃって』などという嬉しいセリフから、『高瀬さんがいないと社長が大変で……』といった困った言葉まで浴びながら、いつものデスクに辿り着く。

　辞表を出したのが今朝なのだから、変わっていなくて当たり前だけれど、いつも通りの自分のデスクを見ると、戻ってこられたことが嬉しい。

「言っておくけど、私のせいじゃないからね。社長に辞表を渡したら、大して説明も聞かずに、下田たちの全力の阻止も振り切って出ていっちゃったんだから。下田なんか、顎に社長の頭突きくらって、今湿布してんのよ。アメフトのディフェンス陣でも雇わない限り、あれは止められなかったわ」

　隣の席に座った綾子に言われて、ちえりは下田に視線を移す。

　向かい合わせになっているデスクの右端に座る下田の顎には、確かに白い湿布が貼ってあった。

　篤紀よりも上背があり、ガタイもいい下田。高校、大学と野球部だった彼に頭突きを食らわせたとは、その時の篤紀はよほど必死だったということだ。

　痛々しい湿布を眺めていると、こちらを見た下田と目が合った。思わずぺこりと頭を下げて、ケガをさせたことを篤紀の代わりに謝る。

「すみません、下田さん……。大丈夫ですか？」

「ああ、全然！　俺、野球のポジションキャッチャーだったから、ホームにツッコんでくるランナーとよく交錯プレーしてて、慣れてるから。ただ、防具って大事なんだとは思った」

　冗談を言って楽しそうに笑う下田の心は、海のように広いと、ちえりは感心してしまう。仕事とはまったく関係ないことで上司に頭突きされ、突き飛ばされるなんて、通常のオフィスではありえないのに。

　こんな代表でいいのだろうかとため息をつきつつ、傷害罪で起訴されてもおかしくない篤紀をチラッと見る。

　バツが悪そうな瞳と視線がぶつかり、一応、罪悪感はあるらしいと判断する。

「仕方ねぇだろ、必死だったんだから」

「……まず、下田さんに謝るべきだと思いますけど」

　すると篤紀は、下田に目をやり「悪かったな、下田」とふてくされた口調で、素直に謝る。

　下田は「いいっすよ。ふたりがうまくいったなら、俺の顎くらい安いもんです！」と再度心の広さを見せつけた。

「よかったですね、社長！」と笑いかける下田に習い、ほかの社員も同じように祝福の笑顔を向ける。

　篤紀は照れたのか、そっぽを向いて「……まぁな」とボソッと答えた。

　改めて、普通の会計オフィスにはない光景かもしれないと、ちえりも笑みをこぼしていると、「高瀬もよかったわね」と隣から声をかけられた。

　見ると、やれやれといった笑みを浮かべる綾子と目が合う。

「やっと、想いをしっかり伝えられたんでしょ？」

「あ……はい」

　ちえりは、しっかりした眼差しを綾子に向けて続ける。

「もう逃げ回るのはやめました」

「昨日、辞表を預かった時には、本当にあのままダメになるかと思ったわ……。いい？後で絶対に詳細報告するのよ」

「……はい」

　真剣にふたりのことを心配していた綾子にとっても、喜びもひとしおなのだが。

「しかし賭けに負けちゃったわー」

　それを素直に表せるタイプではない。

　相変わらず演技が下手な綾子の態度に、ちえりがこっそり微笑んでいた時、電話が鳴った。それを合図に、一気に仕事モードに切り替わったオフィスで、ちえりが受話器を取る。

「はい。黒崎会計オフィス、高瀬です」

『あ、高瀬さん？　白石出版の白石です』

　和美からの電話に、「あ……」と声をもらしたまま、ちえりが一瞬言葉を失う。

　けれど、和美が白石出版と名乗ったのを思い出し、ハッとして「いつもお世話になっております」と、慌てて挨拶する。

『やだ、他人行儀ね。いいのよ、私相手にそんなかしこまらなくても』

「……うん。でも仕事の話なんでしょう？　今、担当に変わるから――」

『あ、いいの。今からちょっと〝そっちに伺う〟って、伝えたかっただけだから』

「え、今から？」

『うん。父と一緒に、土曜日のパーティーのお礼を言いに。黒崎社長いらっしゃる？これから外出予定とかないかしら？』

　篤紀の予定を確認しようと、ちえりは斜め後ろのホワイトボードに視線を移す。その途端、目に映った文字に、ちえりは口を開けたまま固まった。

『黒崎』の文字の隣には『高瀬を発見次第、出社』と、通常では考えられない予定が書かれていたからだ。

　綾子の字だと気づき、ちえりは彼女をチラッと見てから、気を取り直して受話器を持ち替える。そして、少し待つよう告げてから、保留ボタンを押した。

「社長、これから外出予定はありますか？」

　お昼の時の約束が効いているのか、篤紀は真面目にパソコンと向き合っている。

　篤紀は顔を上げると、「あるわけねぇだろ」と眉を寄せた。

「今日は定時で終わりにして、おまえんち行く約束なんだから」

「今から白石出版の社長さんと、和美さんがいらっしゃるそうなんですけど……来ていただいてもかまわないですか？」

　まるっきり無視されたことと、今から来るらしいアポなしの訪問者に、篤紀は苦い顔をする。

「は？　白石さんが何しに？」

「土曜日のパーティーのお礼らしいです」

「なんだよ、お礼って。特に会費もねぇパーティーで、俺たちがタダ飯とタダ酒もらっただけなのに」

「さぁ……私に言われても。でも、いらっしゃりたいってことなんですけど……」

　ちえりも確かにおかしな話だなとは思うものの、いつまでも結論の出ない会話を続けて、和美に保留メロディーを聞かせ続けるわけにはいかない。

「どうしましょうか」

「まぁ、大よそ見当はつきますけどね。どうせ、思ってたよりも黒崎社長に近づけなかったから、気を取り直してってところなんじゃないですか？」

　横から飛んできた綾子の推測を、篤紀も、そしてちえりも、『まぁそういうことだろう』と素直に受け入れる。

「……面倒だし、これから外出予定だってしとくか。どうせ仕事の話じゃねぇし」

「嘘つくんですか？」

「ああ、嘘ついてくれ。今から出るって」

　堂々と嘘をつくのはあまり気が進まないが、仕事に関係のない和美まで連れてくる時点で、少なくとも大事な話ではないだろう。

　だから、篤紀に言われた通りに告げようと通話状態に戻した途端、和美のほうから話しかけてきた。

『あ、ごめん、高瀬さん。もう着いちゃった。今駐車場だから、すぐ行くわね』

「え……っ」と驚きの声をもらしたちえりを、気にするそぶりもなく電話は切られ、ツーッツーッという音が空しく響く。

「社長、白石さんなんですけど、なんかもう駐車場に着いちゃったから、すぐ来るらしいです……」

「は!?」

「……とりあえず、応接通しますか？」

　受話器を置きながら聞くちえりの隣から、綾子が「それとも居留守使いますか？」と問う。

　ふたつの選択肢を与えられた篤紀は、しかめっ面のまま少し黙った後、応接室に通すほうを選んだ。

　理由は、会わない限り、明日も明後日あさっても来そうだからというもので、ちえりも綾子も納得する。

「つーか、仕事にそこまで恋愛持ち込むなよ。イライラすんなー」

　心底面倒くさそうにぼやく篤紀に、社員全員からの『おまえが言うなよ……』という呆れた視線が集まったその時――。

　ピンポーンと、インターホンが能天気に鳴った。

　ちえりはドアホン越しに白石と和美の姿を確認し、ドアを開けて応接室に通す。

　それからお茶の準備をするために、隣の給湯室に移ると、綾子が様子をうかがいに来た。どう見ても、お茶を淹れる手伝いに来たわけではなさそうだ。

　ちえりが「綾子さん、聞き耳立てる気ですか？　失礼ですよ」と小声で注意すると、「別にいいじゃない」と悪びれもしない返事が返ってきた。

　お茶を乗せたトレーを持ったちえりが廊下に出ると、綾子もそれを追う。

「和美さん、普段着も派手ね。グレーのラメ入りのスーツなんて、ちょっとしたお祝いの席でもない限り、着ないわよね。お祝いの席でさえ浮きそう」

　おそらく、自分が応接室にお茶を出しに入ったら、ドアに張りつくのだろう。ちえりは諦めた表情で、後ろにいる綾子を振り返る。

「とりあえず、私が中に入ってドアを閉めるまでは隠れててくださいね」

　綾子が、ドアを開けても見えない場所に隠れたのを確認してから、ちえりは「失礼します」と中に入る。

　部屋の中は、なんだか異様な雰囲気に包まれていた。

　表面上では穏やかに会話しつつも、牽けん制せいしつつのいがみ合いが目に見えるようだった。

「いやぁ、突然帰られたので、どうしたのかと思ってたんですよ」

「すみません。いいパーティーだったので、つい飲みすぎてしまって。ご迷惑がかかる前にと席を外したんです。せっかくのおめでたい席ですから」

　話題は言わずもがな、土曜日のレセプションパーティーのことだ。まぁ、主催者側がそのお礼に来ているのだから、その話になるのは当然のこと。

　ちえりは、応接室のテーブルのそばにしゃがみ、まず白石の前にコースターを置き、その上に冷たい緑茶の入ったグラスを乗せる。

　そんなちえりにチラリと視線を移した白石は、篤紀に硬い笑顔を向けた。

「いやね、黒崎社長があまりにこの高瀬さんをかまうものだから、内心心配してるんですよ」

　急に自分の名前を出されたちえりが驚いて白石を見上げると、薄笑いを浮かべた瞳と目が合った。

　まるで見下しているような、小バカにしているような様子に戸惑いはしたものの、覚悟を決めるという篤紀との約束に、じっと白石を見つめ返す。

　目を逸らしたら、自分の生い立ちにやましさを感じているみたいで、嫌だった。ちえり自身は当然ながら、母親や代わりに育ててくれた洋子たちのことを恥じているわけではない。

　自分の境遇を不幸だとも思わないし、むしろ心配してくれる洋子たちや弟の慎一がいるのだから、幸せだと思える。

　物怖じしない、純粋な眼差しを向けられた白石は、真正面から見てしまったちえりの可愛らしさに一瞬動揺する。そして、気を取り直したように咳払いをし、篤紀に視線を向けた。

「その、とても可愛い子ですし、黒崎社長が骨抜きにされてるんじゃないかと、和美とも話したりして……。なぁ、和美」

　自分からの攻撃を諦めたのか、白石が和美に話を振る。

　どうやら本人を前に、ちえりを悪く言うことに罪悪感を覚えたらしい。白石は、ちえりに照れた笑顔を浮かべて、「ありがとう」とお礼を言う。デレデレした笑顔には、下心が垣間見られるほど。

　その様子を目の前で見ていた篤紀は、当然面白くなく、『俺のなんだから極力見るんじゃねぇ』と内心毒づいていた。

「そうなんです。先日のパーティーに高瀬さんまで連れてきてらしたので、一部の招待客に変な誤解をされているようで……。バイトなのにあそこまで可愛がられてるってことは、黒崎社長の愛人なんじゃないかって、面白半分に噂されてるんですよ」

　わざとらしい笑みを浮かべる和美に、篤紀が呆れて返す。

「愛人ですか。まだ結婚もしていないんですから、〝彼女〟とでも言ってくれないものですかね」

「黒崎社長がホテル・プリンスＫの社長のご子息だということは、ほとんどの方がご存じですから。まさかただのバイトの子を彼女とは、言えなかったんじゃないかしら」

　クスッと笑う和美を前に、篤紀よりも白石のほうがオロオロしているから不思議だ。

　どうやら、ちえりの愛らしい外見は、篤紀だけではなく白石にも有効らしかった。それこそ愛人にでもして、可愛がってくれそうだ。

　もちろんそんなことは篤紀が許すはずがないが。

　篤紀は、ちえりが和美の前にお茶を出す姿を眺めながら、少しの間黙る。

　珍しく真剣に考えを巡らせているようだったが、ちえりと目が合った瞬間、ふっと微笑んでゆっくりと口を開いた。

「でも、実際はそのまさかなんですけどね」

「え……っ」と、声を詰まらせた三人が篤紀を見る。

　おそらく、ドアに張りついている綾子も声をもらしただろうが……幸い、その声は部屋の中にまでは届かなかった。

「つき合っているというか、許いい婚なずけとでも言うんですかね。将来を約束している関係なんです」

　ニッコリと笑う篤紀に、呆然としていた和美がハッとして言い返す。

「でも、高瀬さんはただのバイトで……っ」

「職業で人を好きになるわけではないですから。和美さんだって、大学生だからということを理由に、男に振られた経験はないでしょう？」

「それはそうですけど……。でも、高瀬さんは普通の家に育ったんですよ？　黒崎社長ほど立場のある方は、同じレベルの方とのほうが……」

「うちの家系は、その辺本人の自由なんですよ。もう、父にも話はしていますが、賛成してくれてますし。それに、お恥ずかしい話ですが、二年以上の片想いの末、やっと手に入れたので、たとえ誰に反対されたところで手離すつもりはないんです」

　本当に嬉しそうに微笑む篤紀に、そこまでハッキリ宣言されてしまえば、和美はもう何も言えないわけで。

　さすがにこの状況で『高瀬さんなんかとじゃ似合わない、私のほうがよっぽど！』と訴えるほど、プライドを捨てることはできない。

　これは篤紀の作戦勝ちだ。

　篤紀が先手を打って〝ちえりが好きだ〟と告げてしまえば、そんな彼に後から恋心を告げるなんて、プライドの高い彼女にはできない。

　それを予想して、和美が言いだす前に、ちえりとの仲をカミングアウトしたのだ。

　まさか和美も、篤紀ほどの男が二年に渡る自分の片想いを、こうやすやすと口にするとは思っていなかった。

　和美は片想い自体、恥ずかしく思っていたし、告白も男のほうからされないと気が済まない。だからこそ、篤紀を想いながらも、自分から気持ちを告げることはしなかったのだ。

　父親の協力も得ながら徐々に外堀を埋めていき、篤紀から告白させようと計画を立てて……。今日はパーティーに続くふたつ目の作戦を実行する気でいた。このまま夜、食事に誘い出し、途中で父親に席を外してもらうつもりだった。

　それなのに……。二年にも及ぶ片想いを堂々と語り、ちえりを愛しそうに見つめている篤紀の姿は、悔しくなるほどカッコよく……今まで見たどの表情よりも魅力的だった。

（……私の負けだ）

　頭に浮かんだ敗北宣言に、和美はぎりっと奥歯を噛みしめる。

　そんな和美の隣で、白石が「今までそんな話はまったくされなかったのに……」と驚いたように口にした。

「私事ですし、仕事熱心な白石社長の前で、そんな個人的な恋愛話なんてできませんよ」

　牽制だった。

　仕事の関係に『恋愛事情を持ち込んでくるな』という、白石と和美への。

　そのことに気づいてか気づかずか、白石は「それもそうですね」と曖昧な表情を浮かべ、和美は相変わらず黙り込んでいた。

「ところで、今日の用件のことなんですが」

　畳みかけるように切り出した篤紀に、白石は焦ったように和美に視線を向ける。

　ずっと黙っていた和美は、何かを吹っ切るようにぐっと顔を上げ、篤紀を見つめた。

「今日は、先日のパーティーに来ていただいたお礼に伺っただけですので、これで失礼します」

「そうですか」と篤紀が微笑むと、白石は何か言いたそうに和美を見る。

　和美はそれを振り払うように白石に目配せをし、すっと立ち上がる。そして……篤紀の発言のせいで去り際を逃し、トレーを抱えたまま、立ちすくんでいたちえりを見た。

「高瀬さん、この間は言いすぎたわ」

　突然の和美の発言に、ちえりは戸惑いながらも「いえ……」と首を振った。

　謝られたことが意外でキョトンとしてしまっているちえりに、和美はバツが悪そうな顔をする。

「ちょっと牽制するつもりが、高瀬さんが何も言わないから、つい止まらなくなっちゃったの。黙ってただ耐えてる高瀬さんに、どんどん悪態ばかりついちゃって。見苦しいことしたわ……」

　反省するように言う和美を見て、ちえりはまた首を振った。

「でも、和美さんの言っていたことは、正しかったから。気にしないで」

　ちえりの言葉に、和美はパーティーで自分が言ったことを、思い出してみる。

　事実とはいえ、ロミオとジュリエットを例えに挙げてまで非難したことを考えると、和美自身でさえ言いすぎたと思う。それなのに、ちえりは正しいことだからと、微笑んで許すというのだ。

　自分だったら、絶対簡単には許さない。

　ちえりには、プライドがないのだろうか……と、和美は一瞬考えた。しかし、ちえりのまっすぐで真摯な瞳を見て、そうではないと気づく。

　プライドの高さではなく、想いの大きさや深さの問題なのではないかと。

　結局和美の篤紀に対する想いは、自分のプライドより大事だと思えるほど、強いものではなかったのだ。

『私の負けだ』――改めてそう思い、力なく笑ってから、白石に「帰ろう」と声をかける。

　そして、何か言いたそうな白石を歩くよう促して応接室を出た。オフィスも出ようとしたところで、和美は篤紀たちを振り返った。

「私、大学を出たら、父の会社に入社予定なんです。その時はよろしくお願いします」

　仕事の話を持ち出したのは、和美なりのけじめだった。

　今までは恋愛感情のみで篤紀に接していたが、次に会う時は〝仕事で〟ということ。つまり、〝諦める〟という意味だ。

　言葉の裏に隠された真意に気づいた篤紀は、微笑んで「こちらこそ」とひと言答えた。和美はそんな篤紀から、今度はその隣に立つちえりに視線を移して、わずかに微笑む。

「考えてみたけど、私にはジュリエットは無理だわ。何もかも捨てて逃避行するなんて、できないもの。その点、高瀬さんなら捨てるものも少なくて済むし、いいんじゃないかしら」

　その言葉に一瞬驚いたちえりだったが、笑みをこぼし、「そうかもね」と頷いた。素直ではないものの、篤紀との仲を認めたのが分かったからだ。

　和美らしいと思って頬を緩めるちえりに、和美は「じゃあね」と残し、オフィスのドアを閉めた。

　――途端。

「何!?　最後の言葉！　嫌味!?　ここに来てまた嫌味言ってったわけ？」

　和美たちが応接室を出てからは、給湯室で聞き耳を立てていた綾子がやってきた。閉められたドアに向かって、目を吊り上げている。

「プライドが高いだけで、そんな悪い女でもなかったのかって思ったのに、最後のアレはないでしょー。高瀬のこと完全にバカにしてたじゃない。社長もそう思いません？」

　話を振られた篤紀は、顎のあたりを触りながら眉間にシワを寄せる。

「俺はそれよりも白石社長のほうが気に入らねぇ。ちえりのこと変な目で見やがって。代表、早く和美さんに代わんねぇかな。もうそれまでは白石社長の前にちえりを出すのはやめる。ムサい男……ああ、下田あたりを連れてくことにする」

　とんだとばっちりを受けた下田が、自分の席で「えー、俺っすか？」と嫌そうな声を上げた。

　ちえりはゆっくりと綾子に言う。

「最後のは、嫌味じゃないと思います。それに……多分、私、ジュリエットになりたかったから、嫌味だとしても気になりません」

「ジュリエット？」

　デスクに戻ろうとしていた綾子が振り向くと、ちえりが笑う。

「好きって気持ちだけで突っ走れるようになれたら……って、ずっと思ってたから」

「ああ、そういうこと」と納得した綾子が「確かにそうね」と微笑む。

　ずっと、素直な気持ちのまま走りだしたかったのに、それができなかったちえりには、あれも立派な褒め言葉だったのかもしれないと。

「でもラスト死ぬのよ、ジュリエットって」

　そんなことを言う綾子に、ちえりはまた笑みをこぼす。その後、出したお茶を片づけるために応接室に戻ろうとして、後ろを歩いていた篤紀を振り返る。

　そして、ニコッと微笑んだ。

「ロミオがあまりにカッコよくて情けないから、彼を残してなんて死ねませんよ」

　確かにちえりに先立たれたら、即行で後を追いそうだ。

　そう思い、『危ういなぁ。分かっていたけど危ないなぁ』と顔を引きつらせた綾子が、立ち止まり振り返ると。

　口元を片手で覆い、顔を赤くする篤紀が目に入った。

　どうやら、今のちえりの言葉にノックアウトされたらしい。

「高瀬のおちゃめさに打ちのめされたのは分かりますが、『情けない』って言われてますけど」

「それがどうした」

「……いえ。社長がいいならそれでいいですけど」

「いいに決まってんだろ。あんな顔して、俺が死ぬまで一緒にいるって言われたんだから」

（たかが二十一歳の高瀬に、二十八歳のいい大人の社長が振り回されて……。そのあげく、ちょっと可愛いことを言われただけで、顔を真っ赤にするのもどうかと思うけど……）

　なんとか自分のデスクまでは戻ったものの、未だ耳まで赤くしている篤紀を見て、綾子は笑った。










恋いっぱいに埋もれて




（……一体何部屋あるんだろう）

　篤紀の家に足を踏み入れたちえりが、最初に浮かべたのがその疑問だった。

　定時になった途端、篤紀に強引に仕事を〝終わり〟にされ、ここまで連れてこられてしまった。

　だだっ広いエントランスに入った時点で、『ああやっぱり高級マンションだな』と思ったけれど……。

　予想よりも数段レベルが高そうだと、自分の認識の甘さを痛感する。

　ちえりの前には、長い廊下がまっすぐに走っていて、その先にはどうやらリビングダイニングがあるようだった。

　驚いたのは、廊下の左右にあるドアの数。四つあるのだが、繋がっている部屋として考えられるのは風呂場、トイレ、寝室まで。残りひと部屋が分からない。

『どういうことだろう』と目をパチパチしていると、篤紀が靴を脱ぎながら不思議そうに声をかける。

「どうかしたか？」

「あ、いえ……おじゃまします」

　オフィスで拉致されて、そのまま篤紀の車に乗せられ、イタリアンレストランに連れていかれたのが二時間前。

　食事を済ませた後、アパートに送ってくれるのかと思いきや、知らないマンションの駐車場に車は停まった。会計オフィスから車で五分、ちえりのアパートから二十分くらいのところだ。

　照れているのか、ぶっきらぼうに『少し、寄ってけば』と言われ、ようやくちえりはここが篤紀のマンションだと気づいた。

　ここまで来ておいて『帰る』とも言いだせず、照れている様子の篤紀も可愛かったから、『じゃあお言葉に甘えて少しだけ』とちえりが答えると、篤紀はホッとしたように微笑んだ。

　そして部屋に入ったまではよかったが、目の前に広がる光景を見た途端、思わず立ち止まってしまったというわけだ。

　我が物顔で廊下をズンズン歩いていく篤紀に、ちえりは落ち着かない様子で続く。

　この間のパーティー会場と同じく、場違いな気がしてしまう。

　廊下を抜けて着いたリビングは、対面式キッチンとダイニングを合わせて二十畳弱はありそうだった。

　そう考えてから、リビングにもう一枚ドアがあるのを発見し、動揺する。

　ドアは開けっぱなしになっており、奥にベッドが見えるため、どうやら寝室のようだ。ということは……通り越してきた四つのドアの先は、なんの部屋なのだろう。

　ちえりが聞くと。

「あー、風呂とトイレと、あとウォークインクローゼットと書斎」

　選択肢になかったワードを出され「書斎ですか……」と、レベルの違いにちえりが戸惑う。

「……床、タイルなんですね」

「ん？　ああ、冷たい？　おまえ冷え症だもんな。スリッパ出すから履けよ」

「あ、そういう意味じゃなくて……。普通のおうちで床がタイルって初めてだったので」

　黒に近いグレー一色のタイルが敷きつめられたリビングダイニングには、白い毛足の長いカーペットが敷いてあり、その上にガラスのローテーブルが置いてある。

　ローテーブルの近くには黒い革のソファ、そして少し距離をとって、ソファと向かい合うようなかたちでテレビボードとテレビ。ダウンライトは白とオレンジの間くらいの色で落ち着いた雰囲気だった。

　これでもかというほどの広さがあるわりには物が少ない……というよりは、よく片づけられている。スーツの着こなしなどから、なんとなく、篤紀はずぼらというイメージだったが、そういえばデスクの上はいつも片づいている。

（自分のことには無頓着だけど、案外キレイ好きなのかも……）

　突然訪れたのにもかかわらず、ローテーブルのガラスの天板は指紋ひとつなく、磨かれたようにキレイだった。

　人の部屋をキョロキョロと見るのは、はしたないかなと思いながらも、そろっと視線を移すと、リビングの奥の寝室がチラリと見えた。よく見れば、ベッドもホテルのようにピシッとメイキングされている。

　そういえば、玄関先のタイルもピカピカだった。

　これは……〝キレイ好き〟の範はん疇ちゅうに収まるのだろうか、と疑問に思う。

　座るように言われたソファにそっと腰を下ろすと、その隣に置かれている、ラック式の本棚が目に入った。

　並んでいるのは、『会計監査六法』といった、会計や税理に関する本ばかりだったが、料理の本も数冊あるのが見てとれる。

　このソファでテレビを見ながらくつろいだり、仕事関係の本に目を通したり、気晴らしにパラパラと料理本をめくったりしているのだろうか。

　たまに作ってきてくれる、やたらと手が込んでいそうな横文字の料理も、この本のどれかに載っているのかもしれない。

　ソファに座っている篤紀が目に浮かぶようで、ちえりの頬が自然と緩む。

　この部屋は、普通のひとり暮らし用の部屋とはかけ離れていて、自分がここにいるのは場違いだとも思うけれど……。

　篤紀の気配があるのを感じた途端、居心地がよくなるから不思議だった。

「ん」

　今までキッチンで何やらカチャカチャとやっていた篤紀が、テーブルの上にふたつのコースターとグラスをそれぞれ置く。

「あ、すみません。アイスティーですか？」

「そう。おまえコーヒー好きじゃないし、酒飲めないし」

「コーヒーは、あまり好きじゃないだけで、飲めますよ」

　バカにしたように笑う篤紀についムキになってちえりが言うと、篤紀は彼女の隣に座りながら、今度は優しく笑いかける。

「別に俺の前でまで我慢して飲む必要ねぇだろ。それに俺も会社ではコーヒーばっか飲んでるから、家でまで飲みたいとも思わねぇし」

「えっ、もしかしてあまり好きじゃないんですか？」

「いや、普通。そんなに驚くことか？」

「だって社長、コーヒー淹れて持っていくと必ず全部飲み切るから、てっきり好きなんだと……」

　十時と十五時に社員にコーヒーを淹れるのは、ちえりの仕事のひとつでもある。

　気分によっていらない時もあるだろうと、毎回『コーヒー淹れますけど、いる人ー』と声をかけるのだが、篤紀は毎回手を挙げる。

　二年やってきて毎回手を上げるのは篤紀だけだ。だから、よほどコーヒーが好きなんだなぁと勝手に思っていたちえりだったのだが……。

　特に好きではないという返事に、ちえりが納得いかずに首を傾げていると、篤紀はバツが悪そうに目を逸らす。

「だって、おまえがせっかく淹れてくれるんだから……頼むしかないし、飲むしかないだろ」

　ボソボソと言う篤紀に、ちえりが一瞬ぽかんとしてから、呆れて笑う。

「社長は、どうして私なんかが好きなんですか？」

　自分が淹れるからといって、毎日欠かさずコーヒーを飲むほど、夢中になってくれているのは嬉しい。

　けれど、ちえり自身、篤紀が一体どういう理由で想ってくれているのか、どこを気に入ってくれているのか、どんなに考えても分からない。

　突然の質問をぶつけられた篤紀は、今までちえりとこういう話をしてきたことがないだけに、うまい言葉が見つからない。

　午前中ちえりを連れ戻そうとただ必死にした告白は、情けないものだったという自覚がある。だからこそ、今度こそビシッとカッコよく決めたいのだが……。

　キザなセリフからシンプルなセリフまでを頭の中に巡らせ、ちえりはどんな答えを望んでいるのか悩む。

　篤紀の真剣な表情に、しばらくはおとなしく返事を待っていたちえりだが、三十秒が経とうとしたところで、ついに苦笑した。

「もしかして、ないんですか？」

「そんなわけねぇだろ」

「でも、全然言わないし」

「もちろん、あるけど……そうじゃなくて、なんつーか……」

　若干、不安そうな表情を浮かべるちえり。

　篤紀は髪にくしゃっと手を差し込みながら、まったく整理し切れていない言葉を集め、口にする。

「真面目なとこ、あと意外と気が強いところとか、冷静でしっかりしてるとことか、好きなところはすげぇあるんだ。意地っ張りなとこも、気を許した相手には少し生意気になるとか、そういうところも好きだし。外見ももちろん好きだし……柔らかく笑うとことか、そういうのも」

　照れながらボソボソと言っていた篤紀が、ちえりに視線を移して頬を緩める。

「そういう具体的なところももちろん好きな理由ではあるんだけど……でも、それだけじゃなくて、うまく説明できないけど……。おまえといるとしっくりくるし、一緒に過ごすうちにどんどん俺ん中にちえりの存在が入り込んできて……。気づいたら、ちえりが俺の一部になってた」

　くしゃっと、篤紀がまたかき上げるように髪に手を差し込む。

　それから困り顔で微笑んだまま、目を伏せた。

「〝高瀬ちえり〟を形成してるもの、全部が好きだし大事で欠かせなくて……だから多分、おまえがいなくなったら、俺はこの世界でどう生きていけばいいのか分からなくなる」

　篤紀がハッキリとそう言った後、少しの沈黙があった。

　今言ったことはカッコつけようのない本音だったのだが、そのまま言葉にしたら、やっぱり情けないものにしかならなくて……。

　何も言わないちえりに不安になった篤紀が、そろっと視線を彼女に向ける。

「なんか悪い。また情けないこと言って……」

　そう言いながら、ちえりが涙ぐんでいることに気づき、篤紀の言葉が止まる。

「なっ、どうした……？　俺、変なこと言ったか？」

　自分の言葉のせいだと思った篤紀は、ちえりに向き合うように顔を覗き込む。

　愛の告白のつもりが泣かせてしまったと慌てる篤紀に、ちえりは首を振り……柔らかく微笑んだ。

「嬉しかったんです。私も、社長と同じ気持ちだったから」

「同じ……？」

「同じです。昨日、綾子さんに辞表を渡してから、社長が連れ戻しに来てくれるまで、私の世界は真っ暗でした。自分がどこにいるのかも、何をすればいいのかも、何も分からなかったし……あのままだったらきっと何もできなかった」

　微笑んだままのちえりの瞳を覆った涙が、オレンジ色のライトを反射してキラキラ光る。

「社長の隣にいることを望むのは、わがまま以外のなんでもないって思ってたのに。社長が隣にいてくれないと、私は真っ暗な世界に放り出されて、何もできないんです。それを思い知って……そんな時、社長が『一緒に不幸になろう』って言ってくれたから、私は救われました」

　そう微笑むちえりはあまりにキレイで、篤紀は言葉を失う。

　今まで迷惑がられるほど一緒にいて、たくさんの表情を見てきたが、こんなにもまっすぐな微笑みを向けてくれたことはなく……篤紀の胸に熱いものがこみ上げる。

「おまえ、俺を『情けない』って言ったろ。会社で」

　篤紀がちえりの後ろの背もたれに手をつき……ゆっくりと近づく。

「情けなくて、放っておけないって言ったんですよ」

「まぁでも、『一緒に不幸になろう』なんて告白はないよな。『不幸になろう』って言われて『救われた』なんて言うヤツも珍しいけど」

　だんだんと近づいてくる篤紀に、ちえりはドキドキしながらも、クスッと笑う。

　篤紀は片手でソファの背もたれを、もう一方の手はちえりの向こう側にあるソファの座面につく。

　篤紀に逃げ場を奪われたちえりは、彼をじっと見つめ……そっと目を閉じた。

「不幸になんかしねぇよ」

　そんな言葉が聞こえるや否や、唇が触れる。

　触れるだけのキスをしてから一度離れた唇に、ちえりがゆっくりと目を開けると熱のこもった瞳と目が合った。

　どくんと音を立て、大きく跳ねた心臓に、身体がすくむ。

「今日……『泊まってけ』って言ったらどうする？」

　驚いたちえりが、「えっ」と声をもらすと、篤紀は、いつか知也や綾子に『もっと強引にいくべき』と言われたことを思い出した。

　それから、ちえりの顔色をうかがうような顔で言い直す。

「今日は帰さないから」

　かぁ……とみるみる顔を赤くしたちえりに、なおも近い距離にいる篤紀が「嫌か？」と真剣な目で聞く。

　なんだかいつもの篤紀らしくない言葉にドキドキしながら、ちえりが小さく首を振った。

「嫌、じゃないですけど……。でもなんか、社長らしくないですよね？」

　いつもは肝心な時に弱気なのに、なんで今はやけに強気なんだろう。

　すると、篤紀がふっと微笑む。

「周りのヤツらに言われたんだ。俺がもっと強引にいかないと、ちえりは俺のものにならないって。だから……ちょっと強気にいこうと思って」

「〝強気に〟って、どういう風に？」

「強気は……強気だろ。だからこう……強引に」

　具体的に考えていなかったのか、焦った様子で言う篤紀に、ちえりがふっと微笑む。そして、いつも通り最後の詰めが甘い篤紀に近づき、唇にチュッとキスをした。

「強気な社長、見てみたいです」

　不意打ちのキスに驚いていた篤紀が、ハッとして……それからかすかに口角を上げる。

「あまり煽あおるな」

　艶のある声でそう口にした篤紀が、そのままちえりのおでこに自分のおでこをくっつける。

　至近距離から視線が絡まり……そのまま唇が重なった。軽く触れた唇が離れ、角度を変えて深く重なる。

　わずかに空いた隙間から入ってきた篤紀の舌に、ちえりが反射的に身を引く。

　それを追うようにして篤紀がゆっくりと体重を乗せていき……。

　ソファに押し倒されてしまったちえりは驚いて目を開けるも、情熱的なキスを続ける篤紀に流され、まぶたをそっと下ろす。

「……ふ、ぁ……っ」

　息が苦しくなるほど長いキスに、次第にちえりの声がもれ始める。

　こういうキスは初めてではないが、いつも以上に執しつ拗ように口内を撫でる篤紀にドキドキしてしまい、どうにかなりそうだった。

　昨日の強引なキスとは違い、優しくゆっくりで……あまりにじっくりとされるものだから、恥ずかしくてたまらなくなる。

　ちえりの髪を撫でていた篤紀の手は、徐々に頬や耳へと滑り落ち、首筋から身体のラインを優しくなぞっていく。

　腰のあたりまで下がっていた手が再び撫で上がってきて胸に触れられると、ちえりがびくっと身体を揺らした。

「ん……っ」

　緊張して心配になるほど心臓がバクバク動いているのに、ずっとされ続けているキスのせいで、頭がぼんやりしている。

　そのギャップに戸惑いながらもただキスに応えていると、やっと唇を離した篤紀が少し離れ……上からちえりを見下ろす。

　キスのせいで濡ぬれている唇を舐め取る篤紀の赤い舌と、熱のこもった瞳。

　そこにいつもは感じない大人の男の色気を感じてしまい、ちえりはかぁっと顔を赤くする。

「……そんな顔で、あまり見ないでください」

「そんな顔？」

　篤紀が不思議そうにすると、ちえりはドキドキうるさい胸に目を伏せながら答える。

「今の社長、なんか色っぽい顔してて、ドキッとしちゃうから……」

「おまえ……急にそういうこと、言うなよ」

　照れている様子の篤紀に、ちえりが首を傾げる。

「え、でも言われ慣れてるんじゃないんですか？」

　ちえりからすれば、何を当たり前のことを、という感じで答えたのだが、篤紀は嬉しそうに微笑む。

「おまえに言われることに意味があるんだろ。……おまえは違うのか？」

「え？」

「俺に〝可愛い〟とか〝キレイ〟だって言われるのと、ほかの男にそう言われるのは同じか？」

「一緒じゃないですけど……私は社長みたいに日常的にそういうこと言われるわけじゃないし、よく分かりません」

　謙遜しているわけではなく、おそらく本心からの言葉なんだろう。

　篤紀は「はぁ……」とため息をつきながら、ちえりの無頓着さと鈍感さに呆れて不安になる。

「おまえは、もう少し自分のことを知ったほうがいい。この間のパーティーでだって、何人かの男は確実におまえを狙ってたんだからな」

「でも、誰にも声かけられませんでしたけど」

「それは俺が威い嚇かくしてたからだ」

「威嚇……？」

　ぴくりと眉を動かしたちえりの疑問を、篤紀は「とにかくだ」と強い口調で払いのける。

「おまえは外見的にも可愛いし、内面も合わせて魅力的なんだよ。だから……〝自分なんか〟とか言うな」

　まっすぐな瞳に射抜かれて、言葉を失ったちえりの唇を、篤紀が再び奪う。

『社長は、どうして私なんかが好きなんですか？』

　さっきの言葉を思い出し……閉じたちえりの瞳に、じわっと涙がにじんだ。篤紀がこれほどまでに想ってくれることが嬉しくて。

　今まで、洋子たちにも心配してもらったことはあるし、よくしてもらってきた。それでも、ここまで想ってくれた人は、いなかったように思う。

「ん……っ」

　角度を変えて何度もキスしながら、篤紀の指がちえりの身体をなぞるように這っていく。

　服の下に入り込んだ手がくすぐったくて身をよじるも、組み敷かれている今の体勢では、大した抵抗にならずに終わってしまう。

　じっくりと時間をかけてキスを交わした後、篤紀の唇がちえりの耳や頬、首筋……そして肩へと徐々に移動していく。

　これ以上、恥ずかしいことなんてきっとない。

　そう思えるほどの行為に、ちえりは手の甲で目を覆ってそれに耐えていたのだが。それに気づいた篤紀に、両手をまとめて拘束されてしまう。

「顔、ちゃんと見せろ」

「だって……っ、こんなの恥ずかしくて……」

「じゃあ、恥ずかしがってる顔を見せろ」

　無茶苦茶な要望に抗議しようとするも、篤紀の片手はずっと身体を触っているせいで言葉にならない。

　いつの間にかブラウスのボタンはすべて外され、下着も上にずらされていて……それに気づいたちえりの顔がさらに熱を持つ。

「あ……っ、や、だ……っ」

「何が？」

「何って……っ、その、私初めてですし……」

「知ってる。むしろ俺より前に、おまえに触った男がいたら問題だ。痛いことはしない……いや、なるべく痛くないようにするから、あんまり心配すんな」

　篤紀は、暴走しそうになる本能を止め、ちえりを怖がらせないよう優しく肌に触れる。

　何もまとっていない身体を、丁寧すぎるほどじっくりと這う篤紀の指や舌に、ちえりの身体はますます熱を増していく。

「あっ、……や、もう……っ、しゃ、社長……っ、やっぱり今日は……」

　篤紀から刻み込まれる感覚に、どうしていいか分からない。ついに耐え切れなくなり、瞳に涙を浮かべ音ねを上げるも……。

「ダメ。もう覚悟決めろ」

　あっさりと却下されてしまう。

「ん、ぁ……あっ」

　意地悪に、そして色気たっぷりに笑みを浮かべる篤紀には、余裕さえも感じてしまう。ちえりは自分を追いつめておいて、何を楽しそうにしてるんだと恨めし気に睨みつける。

　そんなちえりの頬に撫でるように触れながら、篤紀が微笑む。

　柔らかく優しく、どこか男を感じさせる表情に、ちえりの胸が跳ねた。

「ちゃんといい子に〝待て〟してたんだから、もうおあずけはなしだろ？」

　チュッと軽いキスをして笑う篤紀に、『本当にいい子にしてたんだっけ？』と疑問を浮かべながらも、観念したちえりがクスッと笑う。

　そして……篤紀の首に腕を回し、その身を任せた。










恋敵のプロポーズ




「ちえり、今何考えてる？」

　篤紀の部屋に泊まった翌日のオフィス。

　彼の言葉に、ちえりは「はぁ……」と大きなため息を落とした。数メートル先の席にいる篤紀の耳にも聞こえるように、わざと大げさに。

　なぜなら篤紀のこの質問は、今日に入って八回目なのだ。ため息もつきたくなる。

　デスクの上にたまっている仕事をそっちのけで、じっと見つめてくる篤紀に、ちえりは手元の資料から視線を移さずに答える。

「社長が仕事をしてくれないかな、って考えてます」

　カタカタというタイピングの音やら、書類にボールペンを走らせる音やらが小さく聞こえるオフィス内。綾子たち社員は、篤紀とちえりの会話に全力で耳を傾けながら、仕事に精を出していた。

「はー……。ダメだ。仕事になんかなんねーよ」

　今日は、珍しく大した仕事をしていない篤紀を、ちえりが咎める。

「ちゃんとしてください、仕事」

「仕方ねぇだろ、どっちみち俺は、今日は仕事休むつもりだったんだよ。たまる一方の有給も消化しねぇとだし、今日なら打ち合わせもないから休めるし。それをおまえが無理やり引っ張ってくるから」

「引っ張ってきてません。『私は仕事行きます』って言ったら、勝手についてきたんじゃないですか。それに、私は仕事だって言ってるのに、朝だってあんなこと……」

　そこまで言ったちえりが、周りで聞き耳を立てている綾子たちの存在を思い出し、ハッとして口をつぐんだのだが。

　面白くなさそうな表情の篤紀は、ちえりが隠そうとしたことを平気で言いのけた。

「『休もう』って言ったのは、おまえの身体を気遣ってでもあるんだからな。初めてだったのに、一回でやめてやれなくて無理させたし……」

「ちょ……っ、やめてくださいっ！　なんでこんな場所でいろいろバラすんですかっ」

　顔を真っ赤に染めたちえりが、信じられないと言った表情でわなわなと震えるも、篤紀は『何が問題だ』という顔をする。

「どうせ井上なんかは気づいてるし、今さら隠したって仕方ねーだろ。隠したって裏でああだこうだ想像されるだけだし、そのほうが気持ち悪い。それに……公言しとかないと、おまえはすぐほかの男のもんになりそうで怖いからな。ここにいるヤツらには全員監視員になってもらわねーと」

　半分嫌味で言われた言葉に、ちえりは何か言い返そうとしてから、ぐっと押し黙った。

　篤紀の言う、〝ほかの男〟が誰を指すのか。それは、今朝のことにさかのぼる。




　ちえりが目を覚ますと、隣にはまだ眠っている篤紀がいた。

　ソファでの情事の後、なだれ込むようにベッドに移り、またいろいろとされたことを思い出し、ちえりの顔がかぁっと赤くなる。

　恥ずかしさはもちろんあるものの、終始篤紀の想いの強さを感じられて嬉しくもあり、顔が自然とニヤけてしまう。

　ちえりが顔を両手で押さえながらも幸せな気分に浸っていると、篤紀がもぞもぞと動きだし、抱き寄せられた。

『社長……？』

『ん？』

　優しく返された声はかすれていて、初めて聞くそれにちえりの胸がドキリと跳ねた。

『起きてたんですか？』

『今な。そしたら目の前でちえりが可愛い顔してニヤけてたから。……何考えてあんな顔してたんだ？』

　ギュッと抱きしめながら聞いてくる篤紀に、本当のことなんて言えるはずのないちえりが、『ええと……』と嘘の答えを探すも。

『昨日の夜のこと？』と、すぐに当てられてしまう。

『ち、違います……っ』

『なんだ、違うのか。昨日の夜、おまえがもういっぱいいっぱいだと思ってやめたのに、遠慮することなかったか』

　不吉なことを呟いた篤紀に眉を寄せるや否や、体勢を変えられ、いつの間にか組み敷かれてしまう。

　見下ろしてくる熱を含んだ瞳に、ちえりが目を逸らした。

『あの、社長……』

『ん？』

『今日は会社ですし、私、一度着替えに帰らないといけないので時間が……』

　時計に視線を移した篤紀が、ちえりを見てニッと微笑む。

『余裕だろ。まだ六時前だし』

『じゃあ、その……身体がツラいんですが』

『分かってる。だから、おまえの身体に負担がかかるようなことはしねーよ』

（じゃあ、なんでこの体勢になったの？　組み敷く必要がどこにあるんだろう）

　そんな風に考えていると、篤紀がぐっと近づいてきて。

『おまえに触ってたいだけ』と告げた後、唇を重ねた。

　触るという意味を、ちえりはただ頬を撫でるとかそういうことだと受け取っていたのだが。絡まされた舌にそれで終わることじゃないのかもしれないと勘づき、ハッとした。

　身体を這い始めた指先に、話が違うとばかりに抵抗するも、非難の言葉はすべてキスで奪われてしまう。

　昨晩さんざん慣らされた身体は、知っている指や舌に素直に反応し、すぐに甘く火ほ照てりだす。

『朝から、こんな……っ』

　与えられる感覚に耐えながら訴えるちえりに、篤紀は困ったように言う。

『ごめんな……。やっぱりちょっと抑えられそうにない』

　妖美な笑みを浮かべた篤紀に、ちえりの胸がキュッと締めつけられた時だった。

　甘い雰囲気やら期待やらがこもった空気を切り裂さくように、ちえりのスマホが鳴ったのは――。

　わずかな沈黙の後、篤紀はふてくされたような表情を浮かべながら、ベッドサイドにあった鞄をちえりに渡す。

　ちえりが熱く火照った身体をなんとか上半身だけ起こし、スマホを取り出すと、それは洋子の息子、歩からで。




「えっ、プロポーズ……!?」

　綾子が、給湯室の壁が抜けそうなほどの大声で叫ぶ。

　ちえりが慌ててオフィスを覗くと、全員がこちらに注目していた。

「社長がついにプロポーズしたってことかー！」「いやぁ、めでたいなぁ」などと、笑っている社員からそっと視線を動かすと、イラ立ちを顔面に浮かべている篤紀と目が合う。

　その視線にどうしようかと困っていると、篤紀のイラ立ちオーラに気づいていない下田が、「式場はやっぱり系列ホテルですか？」と聞いていて。

　篤紀はゆっくりと下田を見て、「俺じゃねぇよ。ちえりにプロポーズしたのは」と低く小さな声で吠えるように告げる。

　下田は「え……」と不思議そうな声をもらすも、静かな怒りをまとう篤紀に、それ以上は聞けなくなり……。

　さっきのおめでたい雰囲気から一転。ほかの社員も口をつむぎ、不自然なほどすっと仕事に戻る。

　オフィスの雰囲気が一気に冷え込んだのを見てから、ちえりが給湯室に顔を引っ込めた。

「なんかやけにシンとしてるわね」

「社長が一蹴したというかなんというか……。それより、大声出さないでください。まぁ、もうバレてるから今さらですけど。このオフィスにはプライベートとかないんですね……」

　朝のことしかり、と、「はぁ」とため息をつきながらコーヒーを淹れるちえりに、綾子が問う。

「それで、プロポーズってどういうこと？　なんで従兄弟が急にそんなことしてくるの？」

　歩が電話で告げたのは、『俺、別にちぃと結婚してもいいよ。母さんも賛成してるし』という内容だった。

　告げられた言葉に歩の意思はまったくこもっていなかったが、そこはちえりにしたら特に気になることではない。

　もとより歩は、自分の意思がないに等しいからだ。

　洋子の言うようにふらふらしていて、大学にも『働くよりはいいかな』という程度で進学を決め、今だって単位ギリギリにしか出席していない。

　ちえりもよく知らないが、おそらく恋愛に対しても興味が薄そうだ。生きること自体に興味がない、そんな無気力な男が歩だ。

　だから、『結婚してもいいよ』なんて言葉に、なんの意味も感情も含まれていないと分かっている。

　ただ、気になるのは、洋子が賛成しているということだ。

　確かに昨日、篤紀との別れを決意し帰った時、そんなような話をしていた。

『でも、ちえりちゃんが歩のお嫁さんになってくれたら、私も安心だわー。お店も歩も任せられるもの』

『従兄弟なら結婚もできるんだし、ちょっとちえりちゃん本当に考えてみてくれない？』

　あの時の言葉がまさか本気だとは思っていなかったちえりが、口を開く。

「多分、あっくんの意思じゃなくて、おばさんが言ったんだと思います。私が今まで誰も好きになったことがないって知ってるから。心配したのか『ちょうどいい』って思ったのかは分かりませんけど、軽い感じで。それを、あっくんが『まぁ別にいいけど』って」

「『別にいいけど』って、その子、意思とかないの？」

「ぼんやり生きてる子だから、どうでもいいみたいです。お弁当屋さんも……多分、あっくんが引き継いだら潰れるでしょうね……。努力とか向上心とかまったくない子だし」

　綾子は「つまんない男ね」と嫌悪感を露わにする。

「つまり、お弁当屋さんのためにも、高瀬みたいなしっかり者と結婚させちゃいたいわけね。しかも高瀬なら嫁よめ姑しゅうとめ問題もないし。でも、そんな、でくのぼうみたいな男を押しつけられたって高瀬が苦労するだけじゃない」

「さすがに〝でくのぼう〟は言いすぎかと……」と苦笑いを浮かべるちえりに、綾子が続ける。

「おばさんって、高瀬のことだって可愛がってくれてるんでしょ？　それなのに自分の息子とはいえ、そんな男と結婚させようとするっておかしくない？」

「んー、でもなんだかんだ言って、あっくんのことは可愛いに決まってるし」

「息子可愛さにってこと？　それにしたって話がぶっ飛びすぎてるじゃない。……で、どうするの？」

　トレーにコーヒーの入ったカップを乗せていたちえりが、手を止める。そして目を伏せ、少し考えた後、視線を上げた。

「とりあえず、今日にでも家に戻って、ちゃんと話を聞いてみるつもりです。おばさんがどれくらい本気で言ってるのかも分からないし」

「聞いてみて、ものすごい本気だったらどうするの？」

　ちえりが「それは……」と言いかけたところで、やけに静かなオフィスに気づく。

　話し声はともかく、キーボードを打つ音も雑音も、何も聞こえてこないこの静けさは異常だ。

　そっと給湯室から顔を出してみると、廊下の壁に背中を預けている篤紀がいて驚く。

　どうやら立ち聞きしていたらしい。

　篤紀の向こうには、手を止め、こちらの様子を固かた唾ずを呑んで見守っている社員たちの姿があった。

「あれ、社長。やっぱり気になるんですか？」

　給湯室から顔を覗かせた綾子が言うと、篤紀が「当たり前だろ」と眉をひそめる。

「せっかく俺のもんになったっていうのに、その翌日にほかの男からプロポーズされて、気になんねぇわけがねーだろ。それに〝あっくん、あっくん〟って、やたら親しそうに呼びやがって」

「だからって立ち聞きしなくても……。今綾子さんと話してたのは、朝社長に話したことと同じです。とりあえず、今日実家に帰ってちゃんと話してきますから」

　ため息をつきながら言うちえりが、コーヒーの入ったトレーを持ってオフィスに戻ろうとすると。

　ちえりの後ろを、ふてくされた様子の篤紀が歩く。

　篤紀にすれば、ちえりが洋子と話す場に、同席したいのが本音だった。けれど、いくらつき合い始めたとはいえ、そこまで自分が踏み込んでいいものか疑問だし、ちえりと洋子たちの関係は少し特殊だ。

　ちえりが普通、親に抱く感謝以上の気持ちを、洋子たちに抱いているのは知っているし、いろいろ事情もあるだろう。変に、自分がしゃしゃり出ないほうがいいことも分かる。

　だとすれば、ちえりからの報告をおとなしく待つべきなのだが。

　ちえりが義理堅いことを知っているからこそ、不安だった。今まで世話になった洋子たちに頼まれれば、断れず頷いてしまうんじゃないかと。そうしたらちえりは自分を――。

　そう思い、自分の席に戻ってからも表情を曇らせる篤紀に、コーヒーを配っていたちえりが気づく。

　頬杖をつき、もう片方の指でトントンとデスクを落ち着かなさそうに叩たたいている。

　ちえりは唇をキュッと結んでから近づいた。

　十時の休憩に入り、ほかの社員は雑談で盛り上がっている。話題は、今朝、電撃入籍を発表した女優のことで、綾子を中心にその女優が妊娠しているか否かの、下世話な賭けが始まっていた。

　その様子を背中で聞き、誰もこちらを気にしていないことを確認しながら、ひとつ残ったコーヒーを篤紀のデスクに置く。そして、机を叩いている篤紀の手に、そっと触れた。

　驚いた顔で見上げる篤紀に、ちえりが申し訳なさそうに微笑む。

「心配ばかりかけてごめんなさい。でも……私を信じて、待っていてくれませんか？」

　その言葉に、篤紀はすぐに表情を崩した。

「おまえのことを疑ってるわけじゃねぇんだ。もちろん、邪魔したりもしない。俺がおまえのことを心配するなんて、日課みたいなもんだし気にすんな」

　ちえりが気を遣わないように言った強がりだ。

　それに気づいたように、ちえりが笑う。

「私、たとえ社長が今、不安に押し潰されそうになってるメンタルの弱い人でも、嫌いになんかならないですよ」

「嘘つけ。おまえ、この間テレビで『彼女が浮気してるかもしれない』って心配してる男見て、『女々しい』って嫌そうに言ってたじゃねーか」

「ああ、確かに女々しい男の人は嫌いですね」

「ほらみろ、嘘ついてまで慰めてんじゃね――」

「でも、その男の人は社長じゃなかったから」

　微笑んだちえりに、篤紀が目を見張る。まるで、〝社長は特別〟とでも言っているようで信じられない。

　そんな様子の篤紀に、ちえりがニコリと微笑んだ。

　思わず篤紀が手を握り返そうとした時。今の今まで触れていた手は離れ、ちえりは給湯室に戻っていった。

　その後ろ姿を、肩すかしでも食らった気分で篤紀が見つめていると、顔半分だけ振り返ったちえりが笑う。

　いたずらっ子のような笑みを向けられた篤紀は、ふてくされたい気持ちだったのにそういうわけにもいかず……。

　ふっと笑みをこぼしてから、コーヒーカップに手を伸ばしたのだった。




　その日の夕方、篤紀が来店したのを見るなり、知也は『いらっしゃいませ』もなしに、『うっわ』と驚いたような顔を浮かべた。

「客相手にそういう反応はよくないんじゃねぇの」

「うわー……。ああ、いや、本当にお客さんとして来たんなら、今からでもコンビニ界トップクラスの営業スマイル見せますけど、いりますか？」

「……いらねぇよ」

　呆れ笑いを浮かべた篤紀の横にちえりの姿はないが、ここにいたら、きっと同じ反応をしただろう。

「おまえ、いつもいるな。勉強大丈夫なのか？」

「俺、顔だけじゃなくて頭もいいんで。美形で頭悪いのってどうも俺の美的センスが許さないんですよね。だから、そうならないよう勉強も手抜きませんし。そんな俺が庶民的なコンビニで、しかも真面目にバイトしてるってちょっとやばいですよね。しかも、このストライプシャツが似合うのなんのって」

「……何がやばいんだか分かんねぇけどもういいや」

　十七時半。店内にはほかにも立ち読み客ふたりと、知也のほかにもうひとり店員がいるだけで、静かだった。

　レジをもうひとりのバイトに任せたのか、知也はわざわざ篤紀のいるデザートコーナーに来て、ニカッと笑う。

「昨日午後、慎一と大学にいたら、中谷のおばさんから慎一に、夕飯いるかどうかの電話が来たんですけどね。そのうちに『そういえば、ちえりちゃんとこの社長さんが来たんだけど、美形だったのよー！』って、スマホから声が聞こえてきてびっくりしちゃって」

「おまえ、仕事しろよ」という篤紀の注意を無視して、知也は生き生きとした表情で話す。

「黒崎さん、ちえりちゃんの家見つけたってことですよね？　すげぇ」

　呑気に言う知也を、篤紀がジロッと見る。

「『すげぇ』じゃねーよ。昨日の『知りませーん』とかいうふざけた返事、忘れたわけじゃねぇからな。『ほかのお客様の邪魔になりますので、お引き取りくださいー』とか、もっともらしいこと言いやがって」

「だってあの時、仕事中だったし」

「今だってそうだろーが」

「今はレジ必要なお客さんはいないし」

　週刊誌を立ち読みしている客をチラリと見た知也が、少し大きな声で言う。

『聞こえたらどうするんだ』と思った篤紀だが、どうやらわざとのようだった。

　篤紀はカップに入ったプリンアラモードやらパフェやらを、適当にカゴに入れていく。

「そんなに入れちゃって大丈夫ですか？　それ結構高いですけど」

「あー。これからちょっと寄るとこあるから」

　篤紀がひとつふたつと棚からカップを取ると、その端から知也が後ろにあるカップを前列に移動させていく。

「……おまえ、客が取った先から棚いじるのとか失礼だからな」

「分かってますよ。黒崎さんじゃなきゃしませんし」

　ムッとした篤紀に、知也が続ける。

「でも俺がこんなこと言うのもアレですけど、差し入れならコンビニで買うより、ケーキ屋とかのほうが体裁がいいっていうか」

「コンビニのこういうのが好きなんだって言ってたから。……その前にいちいち俺に口出しすんなよ。言っとくけど俺、おまえより十歳近く年上なんだからな」

「えー。とてもそうは思えない親しみやすさですね」

「……おまえ、バカにしてんのか」と眉間にシワを寄せる篤紀に、知也はへらっと笑いながら「〝若く見える〟ってことですって」と答え、話題を変える。

「コンビニのデザートが好きな人、俺もひとり知ってますよー。でもその人、最近はコンビニ目の敵にしてるからなぁ。差し入れにはどうかなぁ」

「ふーん」

「ほら、店の近くにコンビニができちゃったせいで、弁当屋の売り上げが落ちちゃったからって」

　その説明に、篤紀は「ふーん」と頷きながら、四つ目のカップを取ろうとして……その手を止め「弁当屋？」と知也を見た。

「はい。おばさんに……じゃないんですか？　これ。どうせ、これからおばさんのところに行くとか、そういうことなんでしょ？」

　当たり前に聞いてくる知也に、篤紀が驚いて言う。

「おまえ、なんでそんなに分かんの？　怖いんだけど」

「ああ、だって今朝、慎一から聞いたから。おばさんが、『あっくんとちえりちゃんが結婚するのは、アリなんじゃないか』って勝手に盛り上がって、しまいには〝あっくん〟に、ちえりちゃんに電話かけさせたって」

　首を傾げ「あれ、そのことで殴り込みに行くんじゃないんですか？」と聞く知也に、もう何もかもバレてるのかと、ため息をつく。

「そうだけど、殴り込みに行くわけじゃねぇよ。それに……その話は、ちえりが『ちゃんとする』って言ってたから、俺からは口出しする気はない」

　篤紀の言葉に、知也は驚いて、「え……」と小さく声をもらしたまま黙り込む。そして、少しの間そうした後、ふはっと嬉しそうな笑みをこぼした。

「なんだ……ちえりちゃん、黒崎さんの気持ちに応えたのか。てっきりまだ逃げてるんだと思ってた」

　聞き捨てならない言葉に、篤紀は眉を寄せる。

「いや、どうせちえりちゃんは断るんだろうなって思ってたんで、意外で。……へー、あのちえりちゃんがねー」

「おまえ、俺の邪魔してたもんなぁ。残念だったな」

　ふふんと楽しそうに言う篤紀に、知也は「根に持つなー」とあっけらかんと笑う。

「居場所教えなかったのは、別にふたりの関係どうのってわけじゃないですよ。ただ、普段すかした顔してる黒崎さんが必死になってるから、楽しくて意地悪しただけだし」

「……おまえ、本当に性格悪いな」

「だってほら、俺、自分以外のイケメンとか基本気に入らないから。でも、ちょっと悪かったかなとは思ったから、ちえりちゃんの背中は押しといたんですよ。『住所も何も知らない黒崎さんが、もしもちえりちゃんを見つけたら、もう運命だと思ってくっつけばいいじゃん』って」

「おまえが言うと軽く聞こえる」

「それ、ちえりちゃんにも言われましたね。でも女の子は好きでしょ、〝運命〟とか」

　デザートの棚を見ながら、両手を頭の後ろで組んで知也が続ける。

「まぁ、最初は身を引いたちえりちゃんのほうが正しいと思ってましたけどね。だから、感情だけで突っ走る黒崎さん見て、『あーあ、ちえりちゃんがまた苦しむだけなのに』って、正直、イラッとしてました」

　篤紀は、その言葉を黙って聞いていた。

　ちえりが本気で身を引こうと決心したのだから、それを揺るがすようなことをするな、という気持ちは分かる。

　知也はちえりの幼なじみで、もっと言えばもうひとりの弟のような存在だ。ちえりが苦しむのは見たくないだろう。

　気に入らないし性格も悪いが、知也なりにちえりを思っているのが分かるからこそ、何も言えないでいた。

「だから本当は、黒崎さんの取り乱しっぷりを笑って、『決心して離れたんだから放っとけばいいよ』って言うつもりだったんですよ」

　知也は軽く笑い、「ちえりちゃん、肝心なとこで変な優しさ発揮して、結局ツラい目遭いそうだから」と、目を伏せた。

　そして、「でも」と続ける。

「昨日、あんだけ必死になってる黒崎さん見て、その後、それを伝えるためにちえりちゃんに電話したら、〝ずっと泣いてましたー〟みたいな声してて。そしたら、なんかね、さすがにバカにして笑う気にはなんなくて。『あ、これ茶化したら俺悪者だー』って。だったら、無理してキャラ作らないで、『素直に応援しよー』って思って」

　ドライな知也でさえ、あんなに必死に探し回る篤紀と、身を引いてなお、篤紀を想い泣くちえりを前に、心が揺れ動いた。

　しばらくの沈黙の後、篤紀が「無理しなくてもおまえ普通に性格悪いだろ」と空気を変えるように言うと、知也が「へへっ」と笑う。

「まぁ、黒崎さんがちえりちゃん見つけ出して、しかもあの頑固なちえりちゃんの心まで開いちゃったっていうのは、正直感動的でしたけどね。……ところで、じゃあ肝心のちえりちゃんは、今頃おばさんと〝あっくん〟のことで話してるんですか？」

　突然話を戻した知也に、篤紀はハッとして、時計に視線を移す。

　ちえりがバイトを終えてから、すでに一時間以上が経っていた。










初めて告げる気持ち




「ほらー、昨日話したじゃない？　『歩と結婚しちゃえばいいんじゃないか』って。あの時はほとんど冗談だったんだけど、よく考えたら本当にそれがいい気がしてきちゃって」

　生き生きと語る洋子に「でも……」とちえりが言ってみても、その勢いは収まる様子がなかった。

「ちえりちゃんも男の人に興味が持てなかったり、毛嫌いしてるところがあるなら、歩は適任だと思ったのよ。ずっと一緒だったし、歩に対しては苦手とかそういう感情はないわけでしょう？」

「うん……まぁ」

『でも、男として好感もまったく持てないけれど』……とは言えずに、ちえりが笑顔を引きつらせる。

「歩もね、試しに話したら『別にいい』って言うのよ。だからワクワクしちゃって、『じゃあ電話してちえりちゃんに聞いてみたら？』って言ったらあの子、本当に電話してて驚いたわー。あの子もやればできるのねぇ」

「あっくんは多分、誰でもいいんだと思うよ」

「でも、嫌いな相手だったら嫌がるでしょう？」

　すぐに言葉を返す洋子に圧倒され、ちえりはたじたじしながら答える。

「まぁ……それはそうかもしれないけど」

「歩はぼーっとしてるから、あの子のところにお嫁に来る子は、しっかりしてないとお店が潰れちゃうのよ。その点、ちえりちゃんならバッチリだし」

　ちえりが反論しようと「でも……」と切り出してみるも、一方的に話す洋子の耳には届かないようだった。

「ほら、お店の経営もね、正直傾いてるじゃない？　だから私たちの代で終わりにしようとも考えてたけど……。もしもちえりちゃんが本当に歩のところに来てくれるなら、もう少し頑張ってみようと思って、気持ちが少し明るくなったのよ」

「気持ちが明るく……」

　そう復唱したちえりが、言葉に詰まる。

　断りに来たのに、洋子があまりに希望に満ちていて、しかも絶え間なく話し続けるため、なかなか話を切り出せない。

　今までお世話になったことを考えれば、この縁談を受け入れるべきなのかもしれない。金銭的にも生活面でも、充分すぎるほどお世話になっているのだ。

　それに対する恩を考えれば、歩と結婚し、店を継ぐことが何よりの恩返しになる。

　……それに。

　育ててもらっておきながら、洋子の頼みを断るなんて……許されることだろうか。

　朝、電話をもらった時から、ずっとそれを考えていた。そして、そんな自分勝手な真似は許されないんじゃないかとも。

　もし、篤紀に想いを伝える前だったら……洋子の望む通りにしていたかもしれない。

　自分の意思なんて後回しで、頷いていたかもしれない。洋子たちには本当に感謝しているし、それをかたちとして表せるなら……と。

　けれど――。

　キュッと唇を噛んだちえりが、顔を上げて洋子を見つめる。

「おばさん」

「ん？」

「あのね、おばさん……私……」

　明るく笑う洋子と目が合う。

　その瞳は輝いていて、それを曇らせるようなことを言うのが申し訳なく感じるほどで……。言おうとしていた言葉が、ぐっと喉に詰まる。

（こんなによくしてもらってきたのに。こんなに、自分を望んでくれているのに。でも……）

　それでも、今のちえりにはどうしても譲れない気持ちがあって、守りたい関係がある。だから……うつむきたくなる顔をぐっと上げ、必死の眼差しで、洋子を見つめた。

「私、好きな人がいるの……」

「え……」と小さな声をもらし、驚いた表情の洋子を見つめたまま、ちえりが続ける。

「ごめんなさい……っ。おじさんにもおばさんにも、これ以上ないくらい感謝してるし、あっくんと結婚してこのお店を継ぐことで恩返しできるならって考えたけど……どうしても、無理なの……」

　絞り出すように言ったちえりが、ツラそうに洋子を見る。

「その人を傷つけたくないっていうのもあるけど……私が、その人のことをどうしても諦め切れなくて……」

「ちえりちゃん……」

「勝手なこと言ってるのは分かってる。たくさん面倒見てきてもらって、本当はおばさんの言葉に頷くべきだってことも……！　でも、どうしても……。どうしてもっ」

（――好きなの）

　顔を歪めながら必死に話すちえりを、洋子は目を丸くしてじっと見つめる。

　ちえりはその瞳に、失望の色が広がっていくのを見たくなくて、たまらず目を伏せた。

　そして、「ごめんなさい……」ともう一度謝罪の言葉を口にした。

　今まで洋子は、ちえりに何かを強く望んだことはない。進路だって、『大学に行かない』というちえりの希望を優先してくれたし、ほかのことに関しても自由を与えてくれていた。

　そんな洋子が望んだ歩との結婚。それを断って、自分の希望を通そうとしていることは、わがままにしか思えなかった。

　だから、ツラかった。

　しばらく、沈黙だけが流れた。

　カチカチと静かに鳴る秒針の音を、ただ聞いていたちえりだったのだが。何も話さない洋子に不安を覚え、そっと視線を上げ……驚いた。

　ガッカリさせたかもしれない。何を勝手な……と怒らせたかもしれない。

　そう思っていたのに、視線の先にいる洋子は……穏やかな表情で微笑んでいて。驚くちえりに、洋子は微笑んだまま口を開く。

「初めてね。ちえりちゃんが〝こうしたい〟って、本当の自分の意思を通すのは」

「……え？」

「大学に行くかどうかの時も、フリーターになるって意思を持ってはいたけど、それは私たちに負担をかけないためだったから。こんな風に、ちえりちゃん自身が望みを主張したのは、これが初めてよ。ちえりちゃんは本当に、なんでも呑み込んじゃう子だったから」

　寂しそうに表情を崩すのを見て、ちえりが「ごめんなさい……」と口にすると、洋子が首を振る。

「責めてるわけじゃないのよ。ちえりちゃんは子供の頃から気遣いのできる子で、自分の気持ちを後回しにすることが多かったけど……。お姉ちゃんが亡くなったのをきっかけに、そういう傾向がますます強まったように感じてたの」

　いつもの明るい声とは違い、静かなトーンで洋子が話す。その声は、かすかに悲しさのようなものも含んで聞こえた。

「まだ慎一くんは自分の意思をハッキリ言ってきてくれるけど、ちえりちゃんはお姉ちゃんって立場もあるし、甘えることができなかったのよね。いつも周りのことばかり考えて……だから、もう少し自分の気持ちを優先してくれるといいなって、ずっとお父さんとも話してたのよ」

「おばさん……」

　申し訳ないような、嬉しいような、いろんな感情がこみ上げてきて、ちえりは歯を噛みしめた。

「歩のことは、半分冗談みたいなものだから気にしないで。ただ、ちえりちゃんがあまり恋愛に興味がなさそうだったから、それならと思っただけなのよ。軽い気持ちだったのに、考えてるうちに楽しくなっちゃって……ダメね、本当。気を遣わせちゃって、ごめんなさいね」

　洋子はそう笑ったが……実際は本気だったんじゃないかと考え、ちえりが顔を曇らせていると。

　洋子は笑みを浮かべ……瞳に涙をにじませる。

「ちえりちゃんは、歩と結婚するのが恩返しだなんて言ってたけど……私にとっては、ちえりちゃんに心の底から大事な人ができたことのほうが嬉しいのよ。そしてそれを、こんな風に話してくれたことのほうが……よっぽど恩返しよ」

「おばさん……」

　優しい言葉と表情に、ちえりの胸が締めつけられた。ぐっと喉のあたりまで温かいものが溢れだす。

「ちえりちゃんに好きな人ができて、本当に嬉しいわ……」

　こぼれる涙を拭いながら「あら、やだ。もう歳ね」などと笑う洋子に、ちえりの瞳もにじんできたのだが……。

　次の瞬間、洋子がキラキラと目を輝かせたのを見て、止まる。

「でも、ちえりちゃんにそこまで大事な人がいるなんて、気づかなかったわー。ねぇ、その人ってどんな人なの？　つき合ってるのよね？　年上？　年下？」

　あまりの切り替えの早さについていけず、苦笑いを浮かべるちえりに、洋子が嬉しそうに続ける。

「ずっと夢だったのよー、ちえりちゃんとこんな風に恋の話をするのが。若い子の間では〝恋バナ〟って言うんでしょ？　おばさんも若い頃はいろいろ経験したし、これでもモテたし、ちえりちゃんの相談に乗るくらいならできると思うのよね。ほら、実の親だと気恥ずかしいかもしれないけど、その点私なら大丈夫でしょう？」

　ニコニコと心底楽しそうに聞いてくる洋子に、本当に歩との結婚はもういいのかと、ちえりが聞こうとした時――。

　居間と店を繋ぐドアをノックする音が聞こえた。

　この家に、このドアをノックする人間なんていないだけに、誰かと思い、ふたりが見ていると……。開かれたドアの向こうに立っていたのは、篤紀だった。

　驚いたまま何も言えずにいるちえりに、篤紀は視線を向けた後、洋子に視線を移してぺこりと頭を下げた。

「夜分遅くにすみません。店頭にいらっしゃったご主人に、通していただいたんですが……」

「いえ、時間は気にしていただかなくて大丈夫ですけど……ちえりちゃんに仕事の用事かしら？」

　篤紀とちえりが恋人関係にあると知らない洋子は、篤紀が訪ねてきた理由が分からず、不思議そうに首を傾げる。

　そんな洋子を気にしながら、ちえりが立ち上がり、篤紀に近づく。

「どうしたんですか？　もしかして、私がちゃんと断れるか心配で……？」

　スーツの腕部分をつかみ、まさかという表情で聞くちえりに、篤紀は「いや……まぁ、それもあるけど」と曖昧にごまかす。

　篤紀の態度に、どういうことなのか聞こうとしたちえりだったが、すっと膝をついた篤紀に驚き、声を失う。

　両膝に両手をついた篤紀が、キョトンとしている洋子と視線を合わせ……。

「ご挨拶が遅れて申し訳ありません。黒崎篤紀と申します。ちえりさんの働くオフィスで代表を務めておりますが……今日は、個人的に伺わせていただきました」

　真剣な表情でそう言った。

　篤紀の言葉に、洋子は「個人？」と不思議そうに呟き、ちえりはぎくりと心臓を鳴らす。

　会計オフィス代表としてではなく、篤紀個人としてこの家を訪ねたのだとしたら、その理由はひとつしか思いつかなかった。

「実は僕の父親が社長を務める会社で、このたび、従業員用の昼食として弁当を発注することになったんですが、それをぜひこちらにお願いできないかと」

　ちえりと洋子の「え!?」という声が重なる。

　ちえりは、予想とは違ったことを篤紀が言いだしたからで、洋子は急な提案に驚きを隠せなかったからだ。

「今までも昼食に弁当を外注していたんですが、それをお願いしていた業者が弁当の生産をやめることになりまして。もしできることでしたら、空いた月曜日と木曜日の週二でお願いできないかと」

　驚きから何も言えなくなっている洋子に、篤紀が微笑みながら続ける。

「数は五十ほどで、一食三百五十円程度のものでお願いしたいんですが……ご検討いただけないでしょうか」

「五十……？」

「はい。父は日本中に注目されるホテルを目指しているのですが、何よりも地元を大事にしています。そのため、なるべくたくさんの地元の店から頼むというのが父のポリシーでして、ひとつの店に頼む弁当は五十個以下と決めているんです。なので、現在も一日に数社から弁当を納品していただいている状態です」

　驚いた表情を隠せない洋子が「あの……ご実家のホテルというのは……」と聞き返す。

　一社に五十個頼んでいるとして、それを数社分ということは……従業員は、一体何人いるのだろうと疑問に思ったのだ。

　篤紀は、ニコリと微笑み、「ホテル・プリンスＫです」と告げる。

　洋子は「え……っ」ともらしたきり、しばらく言葉を失い……それからちえりに視線を移した。

「ちえりちゃん……確か、会計事務所で働いてるのよね？」

「え……あ、うん。でも社長、ホテル・プリンスＫの跡取り息子で、いずれはホテルに異動する予定で……」

「じゃあ……この話、本当なの？　うちからお弁当五十個って……」

　信じられないという様子の洋子に、篤紀が「本当ですよ。ご検討いただけますか？」と微笑むと。

　洋子の顔が一転し、これ以上ないほど嬉しそうな笑顔に変わった。

「検討も何も、喜んで受けさせていただきますっ。あのホテル・プリンスＫに納品だなんて……しかも週二で五十食も……っ」

　声を弾ませ、「これでうちも安泰だわー」とひとしきり喜んでいた洋子が、はたっと止まり篤紀を見る。

　そして、わずかに眉をひそめた。

「あの……お申し出は大変嬉しいのですが、なんでうちのお店に？　いえ、地元を大事にとおっしゃっているお父様のお話は分かったんですが、それにしたってうちは小さな弁当屋ですし……。どうして黒崎さんの目に留まったのか不思議で」

　思いついたように、「あ……もしかしてちえりちゃんが言ってくれたの？」と聞いてきた洋子に、ちえりが首を振る。

「ううん。うちがお弁当屋だってことは社長も知ってるけど……この話を聞いたのは、私も今が初めて」

　まだ驚いたままのちえりが篤紀を見ると、それに気づいた彼が、ふっと優しく微笑む。その表情に、『ああ、もしかしたら自分のためかもしれない』と思った。

　歩との結婚を断ることに罪悪感を覚えていたことを、篤紀はきっと分かっていた。

　もちろん、ホテル側の事情と噛み合ったのが大前提として……ちえりの申し訳ない気持ちをどうにかして払拭しようとしてくれたのではないだろうか。そして、もしかしたら、無理やりこの話を早く進めてくれたのかもしれない。

　決してうぬぼれているつもりはなかった。

　でも、篤紀はそういう男なのだ。とにかくちえりをよく見てくれていて……ちえりの気持ちを大事にしてくれる。

　ちえりは、篤紀の優しさにキュッと縮こまる胸を感じながら、唇を引き結ぶ。

　すると、視線の先で、篤紀が洋子に向かって口を開く。

「ちえりさんの言った通り、この話をしたのは今が初めてです。実は、少し前からこの話は出ていたんですが、僕が驚かせたくて内緒にしていたので」

　篤紀は、チラッとちえりを見て続ける。

「もともと、こちらの了解を得られれば問題なく進む話だったので、僕がただタイミングを図っていただけなのですが……。今日の朝、ちえりさんにプロポーズの電話がかかってきて……いても立ってもいられずに、すぐにこの話を進めるべく、父親に了承を得てきました」

　それを聞いた洋子が、不思議そうに篤紀を見る。

「あの……今朝、歩が電話をかけた時、ふたりは一緒にいたということですね？　出社前に電話をかけさせたつもりだったんだけど……もしかしてもう、仕事だったの？邪魔しちゃったかしら」

　申し訳なさそうに言う洋子に、ちえりが目を泳がせる。

　会社にすら行っていない時間帯なのに……篤紀と一緒にいたのは紛れもない事実で。

　どう説明するべきかと頭を悩ませていると、洋子が何かを察したのか「もしかして」と呟く。

「もしかして……さっきちえりちゃんが言ってた〝好きな人〟って、黒崎さんなの？」

　隣に篤紀がいる状況でのこの質問は、ちえりにとっては羞しゅう恥ちプレイもいいところだった。

　……が。困惑しながらも、自分の気持ちをごまかさないと心に決めたちえりが、こくんと頷く。

　篤紀は、ちえりの行動に驚いた表情を浮かべた後、それを柔らかい、嬉しそうな微笑みに変えた。










永遠に交わす約束




　ちえりが頷いてからは、驚くほどすんなりと話が進んだ。

　恥ずかしさのあまり、篤紀とのことに頷いたまま、顔を上げられなかったちえりだが……。

　すぐに洋子の明るい声が耳に飛び込んできた。

『何よ、ちえりちゃん……黒崎さんなら黒崎さんって、もっと早く言ってくれればよかったのに！』

　弾んでいるような声に、恐る恐るちえりが顔を上げると。

　そこには、声と同じように明るい表情で笑う洋子がいて……その喜びようは少し戸惑うほどだった。

『もー……なんで言ってくれないの？　いえね、ずっと心配してたんですよ。ちえりちゃん、恋愛に対して淡泊だから、そういう相手ができなかったらどうしようって』

　洋子は、さっきちえりに話したようなことを、今度は篤紀に話し始める。

『それに、ちえりちゃん、私たちを大切にはしてくれるけど、本音でぶつかってきてくれたことはなかったものですから……そういう部分もずっと心配だったんです』

『分かりますよ。ちえりさんは、なんでもひとりで抱え込んでしまう部分がありますから』

　篤紀がそんな風に同調するものだから、洋子のエンジンがかかってしまい……そこからが長かった。

　洋子によれば、歩とのことは本当に気にしなくていいという。

　むしろ、ちえりに大切な人ができたこと、そしてそれをハッキリと伝えてきてくれたことが嬉しいと、最後には涙を流し笑っていた。

　そうしてひとしきり泣き笑いをした後、わくわくと音が聞こえてきそうな瞳でちえりと篤紀を見てきて。

　そこから芸能リポーター並みのインタビューが始まったのは、言うまでもない。




「……すみませんでした」

　ちえりが、駅からアパートまでの道を歩きながら言う。

　二十一時前の空には明るい月が出ていて、細い道を照らしていた。九月が目前に迫っていても、熱風が頬に触れる。さすがに暑いのか、篤紀もジャケットを脱いでいた。先ほどまではきっちりと締められていたネクタイも、いつの間にかだいぶ緩められ、Ｙシャツのボタンも外されていた。

「おばさん、いい人なんですけど、ああいう話が大好きなので……不愉快な思いさせちゃってたらすみません」

　ちえりがチラッと視線を向けると、隣を歩く篤紀が顔をほころばせる。

「いや、不愉快ではないけどなんつーか……インパクトのある人だよな」

「今度帰ったら、また質問攻めかと思うと気が重いです」

　その時を想像して、ちえりが小さく笑う。

　駅からアパートまでの細い道。いつもなら少し不安にも思えたりするのに、篤紀が隣にいるだけで、そんな気持ちはキレイさっぱりなくなってしまうから不思議だ。

　なんだかんだ言いながら、自分はもうすっかり篤紀に頼ってしまっているのだと思い知る。

「この道、街灯なくて危ねーな。夜通る時は電話しろ。迎えに来るから」とかなんとか、隣で篤紀が言っているから余計に。

「さっきの契約の話だけど。本契約を結ぶ時には、おじさんにも同席してもらいたいから、都合がいい日と時間帯を聞いておいてくれるか？　店の都合に合わせるから」

　篤紀の言葉に、ちえりが「あ、はい……」と答えてから彼をじっと見つめる。

「いつから考えてたんですか？　お弁当の注文のこと。私、全然知りませんでしたけど」

　内緒にされていたことに、ちえりはふてくされたような顔をする。

「そんなムッとすることねぇだろ。俺が親父に頼み込んでこの話を通したわけじゃねぇからな。弁当の依頼先を探してるって話はもう、先月末には親父から聞いてたし」

「そんなに前から？　なんで今まで黙ってたんですか？　あ、うち以外にも候補があったとか？」

「いや、話を聞いた時点でおまえんとこに頼もうと思ってたから、親父にも俺が見つけるって即答した。けど、そん時はおまえに恩を売るみたいで嫌だったんだよ。そしたらおまえ、きっと俺に対して遠慮すると思ったから」

　一拍置いてから、「おまえがおばさんに対して、どこか遠慮してるみたいに」とつけ加えられ、ちえりが黙る。確かにその通りだと思ったからだ。

「おまえはそういうとこ敏感だし、今だって俺の善意を受け入れるのが不服そうなのに……。これ以上なんかしたら、善意でおまえを縛ることになりそうで、嫌だったんだ」

「そうですね……。そこまでよくしてもらったら、私は社長に申し訳なくて頭が上がらなくなります」

　目を伏せながら答えたちえりに、篤紀は「だろ」と笑みをこぼす。

　そして「それじゃ、嫌だったんだよ」と呟くように言った。

「俺はおまえがどうしても欲しかったけど、そんなことして手に入れたかったわけじゃねぇから。おまえの意思で、俺のところに来てほしかったから」

　そう笑った篤紀に、ちえりが視線を向ける。

「本当は、もう少し落ち着いたら話すつもりだったんだ。けど、ほかの男と結婚、なんて話が出たから……だったら今このタイミングで話せば、ちえりの気持ちを楽にさせてやれるかもしれないって、それで」

　篤紀は、ちえりにまっすぐな眼差しを向けながら「勝手なことして悪かったな」と謝る。

　そんな篤紀をじっと見た後、ちえりはふるふると首を振った。

　静かな夜道を通る風が、ちえりの髪をふわりと揺らす。

「確かに、社長がお弁当の依頼話を持ってきてくれたから、おばさんも喜んでくれて、私の気持ち的には楽になりました。でも社長。社長は、私がおばさんに流されてあっくんとの結婚を選ぶかもしれないって、少しも考えなかったんですか？」

〝ちえりの気持ちが楽になる〟……そう考えたということは、篤紀は最初から、ちえりが結婚の話を断ると決めつけていたことになる。

　ちえりは篤紀とつき合っているのだし、それは当たり前かもしれないが……篤紀はちえりの性格をよく知っている。長い間お世話になっている洋子から持ちかけられた話を簡単に断れないことも、そこに罪悪感を抱いてしまうことも。

　だから、もっと心配してもよさそうなものなのに……と、ちえりは思う。

　じっと見つめるちえりに、篤紀が微笑む。見たこともないくらいに、柔らかく、優しく。

「だっておまえが『信じろ』って言ったから」

　その表情とセリフに、ちえりが言葉を失う。

　確かに言った。あまりに心配してくるから、信じて待っててほしいと。

　でも、それだけだ。『なのに、あれだけの言葉で……？』という疑問が、すぐに湧いてきた。

「おまえが言うなら、俺はそれを信じるし、いくらでも待てる。……まぁ、多少変な嫉しっ妬として不安になったりはするけどな」

　微笑んだ篤紀がつけ加えた言葉によって、ちえりの胸が何か熱いものに襲われる。

　なんでこの人は、こうも絶対的な想いを寄せてくれるんだろうと呆れてしまうのに。それを含め、ただ愛しくて……愛しくてたまらない、そんな感情でいっぱいになる。

　いつもいつも、想ってくれて。いつもいつも、見ていて、分かっていてくれて……必死になって守ってくれる。

　それを今さら思い知り、そしてたまらなく嬉しく思う。

（あの時……辞表を書いた時、終わらなくてよかった。今があってよかった――）

　素直に、強く、そう思った。

「じゃあ、俺はここで帰るかな」

「え……」

　篤紀の言葉に顔を上げれば、もうアパートの前で。

　いつもなんだかんだ言いながら上がっていくのに……という顔で篤紀を見ると、篤紀が困ったように笑う。

「寄ったら多分手を出すし、自粛しとく」

　最初はぽかんとしていたちえりだったが、その意味を理解した途端、顔を赤らめる。そんなちえりに、篤紀はふっと笑い、軽く触れるだけのキスをして「じゃあ明日な」と離れようとするも。

　ちえりにＹシャツの袖のあたりをつかまれ、不思議そうな表情を浮かべる。

「ちえり？」

　うつむいたまま、でもしっかりとつかんでくるちえりの顔を覗き込むため、篤紀が身体をかがめようとした時。

　ちえりが顔を上げ……篤紀を見つめた。

「まだ、一緒にいたい……です」

　緊張しているのか、目を潤ませ懇願するような表情のちえりに、篤紀は戸惑う。

　本音を言えば、篤紀だってまだ一緒にいたい。けれど、そうしてしまえば、きっと仲良く話すだけでは終わらないと分かっていた。

　昨日、ちえりの身体を知ってしまった今となっては……もう理性が利かない。今まで我慢に我慢を重ねてきたから、なおさらだ。

　それなのに……じっと可愛いお願いをしてくるちえりに、言葉が出てこない。かつて、ちえりからこんな風にお願いされたことなんてないだけに、上目づかいも下げられた眉も、キュッと結ばれた唇も、ほんのり火照った頬も……爆発的な威力で篤紀の心を揺さぶる。しぐさの暴力だと、そんな風に思うほどに。

　ちえりは、そっと篤紀の胸に顔をうずめ、そして――。

「手、出してください……」

　小さな声ではあるものの、しっかりと言った。

　いつものちえりからは考えられないような言葉に、篤紀が「ちえり……どうした？」と返すと。

　ちえりは篤紀の胸に顔をうずめたまま答える。

「どうもしません……。ただ……」

「ただ？」

「篤紀さんが、好きなんです――」

　その言葉は、篤紀にとっては殺し文句もいいところで。

　嫌われたくないからと抑え込んでいた想いは一気に解放され、まっすぐにちえりに向かう。

　片手で抱きしめ返し、もう片方の手でちえりの顎を上げ唇を奪う。

　いつもしているような、ちえりを気遣ってのキスとは違い、欲望のままの強引なキスだというのに。ちえりは少し驚き、肩を揺らしたものの、そのまま篤紀を受け入れていた。

　お互いの舌が触れ合い体温が重なり……そのまま溶け合う。触れ合えば触れ合うほどに、溢れ出る気持ちが胸の中で窮屈に暴れ、苦しいほどだった。

「……ん、ぅ……っ」

「ちえり……」

「篤、紀さ……っ」

　息もつけないような強引さで、でも篤紀の気持ちの大きさが伝わってくるような情熱的なキスにちえりが声をもらす。

　それに気づいた篤紀は、そっと離れる。

　そして、ちえりの手の中から部屋の鍵を奪うと、ちえりの手を引き部屋の前までを早足で歩く。

　部屋に入りドアを閉め……そこからはもう、お互い以外何も見えなかった。




「ちえり。こっち向けって。何今さら照れてんだよ」

　そう言う篤紀に、隣で横になったまま背中を向けているちえりが、布団で顔を隠す。

「ちょっと放っておいてください……。自己嫌悪中なんですから」

「なんだよ、自己嫌悪って」

「篤紀さんを……自分から誘ったりしたことです。なんか、はしたない真似しちゃって恥ずかしいし、反省中なんです」

　そう言うちえりの、布団から覗く耳は真っ赤で。

　さっきまであんなに夢中になって求めてきたくせに今さら、と思いながらもそんなちえりが可愛く、そして嬉しく。篤紀が笑みをもらす。

　はしたないなんて思わないし、もっと積極的に誘ってくれてもかまわないのに。

　正直な話、ちえりならなんでもいいのだ。〝ちえりの存在自体に惚れ込んだ〟のだから。

　柔らかくもしなやかで、芯があり、真面目でまっすぐで、お人よしで、悪く言えば頑固な内面。そして、どこまでも可憐でどこか儚い外見。色素の薄いキレイな髪に、華きゃ奢しゃだけれどきちんと丸みのある、自分とは違う身体。

　惹かれている部分を挙げればキリがないが……とにかくすべてが愛しくて仕方ない。

〝失ったら狂ってしまう〟と、自信を持って言えるほどに。

　今、惹かれている部分が時間とともに少しずつ変わっていったとしても、自分のちえりへの想いはきっと、絶対に変わらない自信がある。

〝愛しい〟という言葉を集め、形にしたらちえりになるんじゃないかと思うほど、愛おしい存在。

　ずっと永遠に、そばで見守り、想いを注ぎ続けたいと強く願う。

「ちえり、こっち向けよ」

「嫌です」

　篤紀は、ちえりの赤く染まった耳に気づき、ふっと微笑む。

　そして――。

「なぁ、ちえり」

「……なんですか？」

「結婚しようか」

　少しの間があってから、ちえりが「え……？」と声をもらし、篤紀を振り向く。驚きのせいか、その顔からは、もう赤みは消えていた。

『信じられない』とでも言いたそうに揺れる瞳を見た篤紀は……ちえりにそっと手を伸ばし、頭を撫でる。

　ちえりは、気持ちよさそうにとろんと表情を崩すものの、先ほどの発言が気になり、必死に篤紀を見上げてくる。

　そんなちえりを、篤紀は自分の胸へと抱き寄せた。

　部屋は、ベッドサイドのライトだけが灯っていて、薄暗い。

「愛してる」

　その言葉に、ちえりは、しばらく反応を見せなかったが……やがておずおずと手を篤紀の背中に回す。

　そして、ギュッとしがみつくように抱きしめた。

「私も……愛してます。だから、ずっと……篤紀さんと一緒にいます」

　返ってきた愛の告白に、これだから敵わないと、篤紀が苦笑いする。

　男の自分には分からないが、結婚なんて、そう簡単に頷けるものではないはずだ。特にちえりは、ずっと自分や篤紀の家のことを考え悩んできたのだから、身がまえてもおかしくはない。

　自分には想像も及ばないような部分で、何かしら不安や心配事、考えることがきっとあるだろう。

　それなのに即答したちえりの覚悟を見せつけられ、彼女の強さを思い知り、嬉しさがこみ上げた。

　ちえりを探し出した時に言った、『一緒に不幸になってほしい』という言葉。

　あの時、ちえりがいろいろな覚悟を決めたうえで、自分の手を取ってくれたことに、今さらながら気づく。そうまでして自分の隣にいることを選んでくれたちえりを、全力で守ろうと心に誓う。

　そばにいるだけで自分は幸せを与えてもらえるのだから。

　ちえりは、自分のこの手で。

　不幸なんかではなく、必ず幸せにする。

「そういえば、これ、渡すの忘れてたから」

　篤紀はベッドの端に脱ぎ捨てられたスーツの胸ポケットから、ある物を取り出す。そして、上半身を起こしたちえりの首に、それをかけ……その様子をじっと眺めてから、微笑んだ。

「もう返すなよ」

　送られたネックレスを素直に受け入れたちえりが、嬉しそうに微笑む。

「はい」と頷いたちえりの胸元で、ふたりの誕生石が仲良く揺れていた。







特別書き下ろし番外編　社長に同どう棲せいを迫られました










突然の訪問者




「なんか、家追い出された」

　ちえりの首元でネックレスが揺れ始めて二ヶ月が経った、十月末の月曜日。二十時。

　インターホンが鳴り、ちえりがドアを開けてみれば、そこにいたのは従兄弟の歩だった。

　白いロンＴに白い厚手のパーカーを羽織り、ストレートジーンズというラフな格好で立っている。歩がちえりの部屋を訪れたのは引っ越し当日、荷物運びを手伝ってもらって以来だから、約二年半ぶりの訪問だ。

　突然の訪問というだけでも驚くのに、そこに来ての〝家追い出された〟発言。

　ちえりは驚きから言葉を失う。

　なのに、聞き捨てならないセリフを放った張本人は、ぼんやりした瞳でこちらを眺めていて、表情に焦りも見えない。

　ちえりは、そんな歩の様子に混乱しながらも、なんとなく事の次第の見当がついた。

　そして、「はぁ」とため息を落とした後、「とりあえず入って」と歩を家に入れた。




〝歩〟とは、ちえりと同い年の従兄弟であり、洋子たちのひとり息子、〝中谷 歩〟のことだ。

　ちえりは、暇を見ては洋子の家に顔を出しているので、そこまで久しぶりというわけではない。『確か先週、みんなで夕飯を食べた時も、そんなに険悪なムードじゃなかったのに』とちえりが腕組みしながら考える。

　その視線の先で、当人である歩は、床にあぐらをかき、持ってきた鞄からゲームを取り出していた。

　歩は、基本すべてにおいて無気力で活気がない。小さい頃からはしゃいでいるところなんて見たことがないし、お正月などの親戚の集まりでも、いつも端っこに座り、ただ眠そうにしている印象しかない。

　小学生の頃、家族と動物園に行った時は、歩き回るのが面倒くさいという理由で、ずっとふれ合い広場から動かなかった。ほかのみんなが一周して戻ってくるのを、うさぎにひたすら餌をやり続けて待っているような、そんな男の子だった。

　そのまま成人を迎えた歩の外見は、無気力さに満ち溢れている。いつも瞳は眠たそうだし、表情筋なんて動き方を忘れているんじゃないかというほど無表情。

『せっかく美形に産んであげたのにっ』とよく洋子が嘆いているように、顔はそれなりに整っている。

　一ひと重えの大きめの瞳に、形のいい鼻に唇。全体を通して中性的な顔立ちをしている歩は、男とは思えないほど肌も白くキレイだ。

　サラサラの黒髪は、前髪は眉の上で、サイドは耳を半分ほど隠す長さで揺れていた。

　しかし中身の問題なのか……魅力的な印象をあまり抱かれないことが多かった。

　家を追い出されておきながら口笛を吹き、ゲームを手にした歩を見て、『相変わらずマイペースだな……』と思いながら、ちえりがどうしようかと考えていると。

　視線の先で歩がちえりを振り返った。

「ちぃ、スマホ光ってるけど」

「え？　ああ、本当だ……」

　小さい頃からのお互いの呼び名は〝ちぃ〟と〝あっくん〟。この〝あっくん〟という呼び名について、どこかの嫉妬深い会計オフィス社長が『俺もあっくんなのに』とごねていたが、それはひとまず置いておいて。

　テーブルの上にあったスマホをちえりが確認すると……留守電が一件。時間を見る限り、どうやら歩が訪ねてきた時に鳴っていたようだった。

　着信履歴は……洋子。それを見て、ちえりが歩にチラリと視線を落とすと。

　歩は「ああ、母さん？」と聞いた。

「うん。留守電入ってるみたい」

「ふーん。じゃあ聞いてみて。そうすれば、俺が追い出された理由も分かるだろうし」

　そう言い、またゲームに戻ってしまった歩に眉根を寄せつつ、ちえりがスマホを耳に当てた。

『ちえりちゃんっ、ちょっと聞いてよ！』という感情のこもった声が聞こえてくる。

　その内容は……。

　歩は、単位はギリギリ取っているから、卒業はなんとかできると思う。けれど、それを考えた時、こんな状態の歩を社会に出すなんてことが、とんでもなく恐ろしくなった。

　もう三年だし、来年には就活が始まる。

　だから真剣に、将来どうしたいのかを聞いたのに、相変わらずふにゃふにゃしたことを言うだけで、このままではダメだと思う。軟弱な精神を鍛え直すには、今のタイミングしかないと判断して、家を追い出してみた。

『社会の厳しさを分かるまで、家には入れない』と言って追い出したから、もしちえりの部屋を訪ねてきても追い返してくれ。歩には言ってないが、二週間経ったらこちらから連絡を入れ、帰ってくるように言う。

　と、まぁ、要約するとこうだった。

　歩は頭の悪い男じゃないし、要領もいい。

　だからこそ、大学の単位だって本当にギリギリのラインを計算して、うまくサボっているわけだし、今夢中になっているらしい、いろいろな女の子をあの手この手で口説き落とすゲーム、いわゆる〝ギャルゲー〟もとんとん拍子にクリアしている。

『だったらその頭をもっとほかのことに使えばいいのに』と思わなくもないが、無気力全開の歩に言ったところで響かない。

　それで洋子たちも黙認してきたわけだが……ここに来て、ついに一歩踏み出したらしい。

　ただ、問題がひとつ。

　それは、すでに歩を部屋の中に迎え入れてしまっている、ということだった。もっとも、洋子からの電話のほうが早かったところで、訪ねてきた宿なしの歩をそのまま帰すこともちえりにはできなかっただろう。そこはもう仕方ないと割り切り、ゲームをする歩の向かいに腰を下ろした。

「母さん、俺が来ても部屋に上げるなって怒ってた？」

　手元のゲームに視線を向けたまま聞く歩に、「怒ってたよ」と答えてから続けた。

「で、どうするの？　これから。将来のこととかちゃんと考えないと、家に入れてもらえないんでしょ？」

「らしいね。でも俺、別に仕事の大変さを分かってないわけじゃないんだけど。ずっと父さんと母さん見てきたわけだし」

「それはそうだけど……おばさんたちが言ってるのは、サボりグセのほうだと思うよ。要領よくサボるっていうのは、大学だから大丈夫なだけであって、社会では通用しないから。『サボリたくても、サボれない時もある』ってあっくんに分かってもらうために追い出したんでしょ、多分」

　すると歩はゲームに落としていた視線を上げる。その顔は、『納得いかない』とでも言いたげだ。

「いや、それも分かってるよ。『面倒くさいなー』とは思うけど。でも、それってもう性格じゃん。面倒くさいって思う気持ちは、俺一生直せない」

「面倒くさいって思ってもいいんだよ。でもそれは思うだけにとどめて、仕事は頑張らないと、ってことだと思う」

　ちえりの言葉に、歩は「いやいや」と呆れたように笑って言う。

「それも分かってるし。俺だってもういい大人だし、社会に出たら、面倒くさいって理由だけでサボれるとは思ってないけど。それに、サボったりして、後で怒られたり人間関係こじれるほうが面倒じゃん」

　言われてみれば、『まぁそれもそうか』と納得しつつ『人間関係がこじれたら会社なんか辞めればいい』という安易な考えに走らなかった歩に、胸を撫で下ろす。

「だったら、それをちゃんとおばさんたちに言えばいいんじゃない？　おばさんたちは、あっくんのそういう部分を心配して追い出したわけだし、違うなら問題ないんでしょ？」

　ちえりが言うと、歩は「多分、無理」とわずかに笑い顔をして答えた。

「まぁ、俺が将来どうしたいか、ハッキリ言わなかったのがきっかけだろうけど。今回のことは、今までのイライラが募って爆発したんだろうし。大学あんま行ってなかったのは事実だし、一回くらい追い出されておくべきなのかなとも思う」

「なんか……ずいぶん冷静に判断するね」

　呆れればいいのか感心すればいいのか分からずに、ちえりがなんとも言えない表情を浮かべる。

「逆に俺が取り乱したら、ちぃ、俺を偽物なんじゃないかって疑うんじゃない？」

『まぁ、それはそうだけど……』とちえりが思っていると、歩は視線をゲームに戻して言った。

「とりあえず、二週間働きながら、将来のことを考えるよ。どうせ俺も、そろそろ考えなきゃなーとは思ってたし、いい機会だから」

　歩はベッドに寄りかかり、天井を仰ぐ。

「ただ、金がないんだよなぁ。働くのはいいにしても、日雇いでもない限りは月末まではもらえないし。でも日雇いの仕事なんて、俺には絶対無理だし」

「日雇い……工事現場とかくらいしか思い浮かばないけど……。工事現場なんて、あっくんよりはまだ私のほうが馴染めそう」

「なめんなよ、って言いたいけど言い返せない」

　口ではそう言いながらも、ちっとも悔しそうな表情をしていない歩に、ちえりがため息を落としながら別の案を提案する。

「とりあえずそのゲームを売ればいいんじゃない？」

「俺の命を？　ちぃ、結構ひどいこと言うね」

「……ふざけてる場合じゃなくて。あっくん、真剣に考えてる？」

　呆れ顔で聞くちえりに、歩は「まぁ、そこそこ」と答えた後、ぼんやりと天井を眺める。

　そんな歩に、ちえりは『まったく……』と思いながらも気持ちを切り替え「あっくん、ご飯はどうするの？」と声をかけた。

　歩は「そういえば食べてない」と、本当に今思い出したようなトーンで答える。

「冷凍のパスタならあるけど、それでいい？」

「うん。エビとブロッコリーのやつ？」

「うん」

「ちぃ、ひとり暮らししててもアレ買ってんだ。相変わらず好きだな」

　わずかな笑みを浮かべた歩に、ちえりが呆れたように微笑む。同じ歳だし、誕生日からいえば歩のほうが年上なのに、どうしても弟のように見てしまう。それはきっと、中身だけの問題ではなく、歩がふと見せるあどけない表情のせいだろう。

「ちぃはさ、今、バイト先の社長とつき合ってるんでしょ」

「えっ」と、驚いた声をあげた後、ちえりはバツが悪そうに「うん」と答え、冷凍庫からパスタを取り出す。

　まさかの話題転換に、心臓が大きく跳ね上がる。それを鎮めるように胸を押さえていると、歩が続ける。

「ちぃの選んだ人とか、興味あるなー。いかにも〝無難〟って感じの人でしょ」

「……さぁ。どうだろ」

『社長は〝無難〟という言葉に収まる男だろうか……』と苦笑いしながら、ちえりはパスタをレンジに入れた。




　ちえりが、歩のバイト先に黒崎会計オフィスはどうかと双方に打診したのは、翌日の朝だった。

　まずは歩に、会計オフィスの事務に興味があるかどうかを聞いてみた。

　大学で商学部を専攻していて、日商簿記の検定を持つ歩にとっては、馴染みのある仕事内容のため、好感触だった。

　そして、もう一方。

　ギリギリに出社してきた篤紀に「社長、私事の相談なんですが、今いいですか？」と真面目な顔で話を切り出した。

　最初こそ、『ちえりから相談なんて何事だ』とそれはそれは真剣に話を聞いていた篤紀だったが、状況を把握していくうちに、眉間にシワがどんどん増えていった。

「おまえが俺を頼ってくることはまずないし、甘えてくれんのは嬉しい。でも、よりによって初めてのお願いが、なんで〝あっくん〟絡みなんだよ」

　そう嫌そうに言った篤紀が続ける。

「なんで俺が〝あっくん〟なんかの……その前に、本名、何？」

「中谷 歩です」

「なんで俺が中谷の面倒なんか見なきゃなんねーんだよ」

「それは申し訳ないと思ってます。でも、ほかにあてもなくて……。それに、社長がホテルに異動になったら私も抜けちゃいますし。そしたらオフィスの人数、足りなくなりません？」

「あー、まぁ、俺の後は弟にやらせるつもりだけど、確かにちえりの後は……」

　そこまで言いかけた篤紀が、驚いたようにちえりを見る。

「え、おまえ、俺についてきてくれんのか？」

　実はそのあたりの返事はまだしていなかった。

　ちえり自身、篤紀のそばで働いて手助けできるなら、と思うものの……初めての仕事に対する不安もある。それに、篤紀の父親のもとで働くというのも、結構なプレッシャーに感じていた。

　それなのに、ついぽろっと出てしまった言葉に予想以上に食いつかれて、ちえりは目を逸らしながら「……それはまだなんとも」と答える。

「ただ、もしもついていくなら、このオフィスに迷惑をかけたくありません。今、社員さんは、雑用にまで手が回る状態じゃありませんし」

　三ヶ月ほど前にあった、白石出版のレセプションパーティー。

　あの場がきっかけで、いくつかの会社と新たな契約が結べたため、それまでも充分忙しかった黒崎会計オフィスの抱える仕事量は、飽和状態になっていた。

　正直篤紀も、事務のバイト含め、新しく正社員の募集をかけようかと考えていたところだった。

　となれば、バイトが入るのは願ったり叶ったりの状況ではあるものの……相手が歩だというのが気に入らない。情けないながら、引っかかっているのは、その一点のみだった。

「社長。こないだ『新しくバイト入れようかな』って話してたじゃないですか」

　そう言いながら、ちえりの隣に立ったのは綾子。

　口止めしておけばよかったと思いながら顔をしかめる篤紀に、ちえりが「そうなんですか？」と目を輝かせる。

　そんな彼女に頷きたくなりながらも、「でも、資格とかも一応あったほうが」とごにょごにょと言っていると、ちえりが言う。

「あっくんは……じゃなくて、歩は頭も悪くないし、検定も持ってます。ただ、なんていうか、うまくサボるクセがあるだけで」

「サボるクセ!?　給料泥棒宣言されて、雇うヤツがどこにいるんだよ」

「大丈夫です。サボッたりして後々人間関係がややこしくなるほうが面倒だから、仕事はちゃんとするって言ってました」

「なんか……面倒くさいからちゃんとするっていうのがすごいけど、だったらちゃんとしそうよね」

　半ば呆れながら言う綾子に、ちえりが頷く。

「はい。それに、家を追い出されてるわけだし、危機感はあると思うんです。だから、大学の勉強とは違って真面目にするんじゃないかなって」

「……家追い出されたって、ちえりの実家をか？」

「あ、はい。昨日の夜、うちに来て」

　普通のトーンで答えたちえりに、篤紀は一瞬声を失い、目を見開く。そして、「泊まったのか!?」と声を荒らげる。

「え……ああ、でもあっくんとは従兄弟ですし、実家にいた時だってずっとひとつ屋根の下――」

「なんで言わねぇんだよっ！」

「あれ……言いませんでしたっけ？」

「聞いてない」

　ちえりが「そうでしたっけ？」と首を傾げた後、「でも、さっきも言った通り、実家にいた時だって――」と続けると、またしても篤紀が怒鳴るように声を出す。

「実家はほかの家族もいるけど、あそこにはおまえしかいないし、ふたりっきりってことだろーが！　あの部屋にほかの男とふたりきりでひと晩……」

「でも、あっくんは本当にもう家族みたいなものだし、あっくんは床で寝たから、一緒に寝たわけじゃ」

「当たり前だっ。仲良く同じベッドで寝られてたまるか！　それに〝あっくん〟って連呼するな！」

　篤紀が言い放ったところで、それまでほかの社員同様に、様子を眺めていた綾子が仲裁に入る。

「社長、とりあえず落ち着いてください」

　篤紀の嫉妬深さもどうかとは思うものの、ちえりもこれが初恋だからか、考え方が少しずれているように感じる。いくら従兄弟とはいえ、同い年の男が彼女の部屋にひと晩泊まったと知って、いい顔をする彼氏はいない。

　まぁ、その辺のことは後で教えるとして……と、綾子が口を開く。

「落ち着いて、これからのことを考えてみてください」

「……これからのこと？」

　片目を細める篤紀に、綾子が「そうです」と頷く。

「高瀬も言っている通り、中谷くんは彼女にとってはもう家族みたいなものですよ。そんな中谷くんによくしておくのも、今後のためではないでしょうか。いずれ結婚を考えているなら、恩を売っておくのも手でしょう？　それに、どうせ人手不足で誰か入れるなら中谷くんのほうが楽しそ――」

　最後、うっかり本心がもれ、慌てて口を閉じた綾子。

　それに気づかなかった様子の篤紀は、気に入らなさそうに表情を歪め「恩……ねぇ」と呟く。

　そんな彼に、胸を撫で下ろしながら、綾子が続ける。

「中谷くんをうまく更生させられたら、高瀬のおじさんとおばさんはさぞかし喜んで、社長に感謝するでしょうね、って話です。おじさんとおばさんを手中に入れておくのはいい考えだと思うんですが」

「手中って……言い方どうにかしろよ。俺の印象が悪くなる」

〝恩を売る〟とか〝手中に入れる〟とかは少し行きすぎた表現だとしても、ちえりの育ての親である洋子たちのためなら……という気持ちはある。

　洋子たちが喜べば、ちえりだって嬉しいだろうし、自分にできることでちえりが喜んでくれるのであれば、そうしてやりたい。人手が足りていないのは事実だから、ちえりが無理なお願いをした罪悪感を抱くこともないだろう。

（……正直、気に入らないのは変わらないけれど）

　それでも、さっき人員募集をかけるという話を聞いた時の、彼女の期待のこもった瞳を思い出せば、逆らえるはずもない。

　諦めた篤紀は、ふてくされたような眼差しをちえりに向けた。

　所詮、先に惚れたほうの負け。勝負なんて最初から決まっていたのだ。

「ちえり。中谷、雇ってやる。井上が言ってた通り、『新しく誰か入れよう』って話が出てたのは本当だし、募集かけて、面接だのいろいろするよりは楽だから、オフィスにとっても都合がいい。ただし短期だ。とりあえず一ヶ月で、使い物にならなかったら切る。それでいいな」

　その言葉を聞き、ちえりは嬉しそうな表情を浮かべ「ありがとうございます！」と頭を下げた。

「それとあとひとつ。おまえ、中谷がいる間は俺んとこに泊まれ。それが条件だ」

　頭を上げたちえりが「は？」と聞き返す。

　篤紀は「今日の帰り、中谷との軽い顔合わせとおまえの荷物を運ぶために、おまえんち行くから」と勝手に話を進めていて……。

「まぁ、そうなるわよね」

　綾子が頷くと、ほかの社員たちも『まぁそうなるとは思ってた』『当然だ』という顔をした。

「あの……」

「あ、そうだ。ちえり、今日午後イチで白石さんが旅行の土産持ってくるとか言ってたから、おまえはその時間、応接室に来るなよ。お茶も井上に任せればいいから」

　ちえりが『え……』と思いながら隣を見ると、綾子は笑いながら口を開いた。

「ああ、白石社長、高瀬を気に入っちゃってますもんねぇ。旅行のお土産だって、今まで持ってきたりしなかったのにね。高瀬と顔合わせた途端、急にだもん。そのうち『愛人に……』なんて言われる前に、避けたほうがいいかもね」

　綾子が言うと、それを聞いていたほかの社員も口々に話しだす。

「白石さんは自社の受付嬢に手をつけてる、っていう噂が前からあるらしいしな」

「ああ、俺も聞いたことあります。煙のないところになんとやらですよね。いくらなんでも取引先の子に手を出すとも思えませんが、警戒するに越したことはないですね」

　そして最後に、「そういうことだから高瀬、お茶は私が用意するから」と言った綾子にちえりが「あ、はい……」と歯切れ悪く頷く。

　なぜなら、〝今日から篤紀の部屋に泊まり込む〟という話が、ちえりの意見も聞かれずに終わってしまったからだ。

「いいか。絶対、顔出すなよ」

　けれど、すっかり変わってしまった話題を、今さら蒸し返すこともできず……ちえりはやはり歯切れ悪く「はい……」と頷いただけだった。




「へー。社長自ら来るなんて、ずいぶんフットワークが軽いんですね。ちぃからは『サボッてばかりで困る』って聞いてた気がしたけど、俺の聞き間違いかな」

　感情のこもらない声で言う歩に、篤紀はピクッと片眉を上げた。

　ちえりと篤紀がアパートに着いた時、歩は部屋にいた。というよりも、今日一日外出していないようで、部屋着のスウェットを着たまま、ベッドの前であぐらをかいていた。

〝ちぃ〟という呼び名に、篤紀がムッとする。

　その隣で、ちえりが「今日は、何して過ごしてたの？」と聞くも、返ってきた答えは……。

「あー、自分でも『一応バイト先探さなきゃ』と思いながらぼーっとしてて、『求人雑誌買いに行こう』と思いながらゲームしてた」

　という、なんとも歩らしいものだった。

　ちえりが呆れ、口を開こうとした時。

　ちえりの肩をつかんだ篤紀に「おまえは荷物の準備してろ」と、止められた。

　どうやら『俺が言うからいい』ということらしいと、ちえりは判断した。そして黙って、お泊まりの準備をするために、クローゼットなどを開ける。

　その様子を見てから、篤紀は歩に視線を移した。

　入口付近の壁に背中を預けて立っているため、歩を見下ろすかたちになる。

「おまえ、本当に働く気あんのか？」

　ちえりは『単刀直入にもほどがある』と苦笑いしながらも、クローゼットの奥から旅行用鞄を取り出す。

　歩は無表情のまま答える。

「ありますよ。家も追い出されちゃったし、そろそろ真面目なところを見せないと、許してくれなそうですし」

「そもそもおまえ、頭はいいんだろ？　なのに、なんで真面目に勉強してこなかったんだよ」

「はぁ……なんでって言われても。なんでもかんでも一生懸命とか、疲れるじゃないですか」

「勉強だけちゃんとして、ほかで力抜けばいいんじゃねぇの？」

　鋭い視線を向けながら言う篤紀に、歩はハハッと乾いた笑いをこぼす。

「いやー、それ、意味分かんないです。普通、好きなことに一生懸命になりたいじゃないですか。だから、勉強は最低限でいいやーって」

「好きなことって、趣味ってことか？　じゃあ、おまえの趣味って何？」

「えー、なんだろ……」

　ボケてるわけではなく、本気で不思議そうに言う歩に、見かねたちえりが「ゲームでしょ」と言う。

　すると歩は「あー、確かに好きは好きだけど」と気のない返事。

『〝命〟だなんだと言ってたくせに』というツッコミは、もうする気にもならなかった。

　何を考えているのか、ここまで読めない男を、ちえりはほかに知らない。

「ゲームって、ＲＰＧとかそういうやつ？」

　篤紀が歩に尋ねる。

「ああ、そういうのも好きですけど。今やってるのは、いわゆるギャルゲーですね」

「ギャルゲー？」

「女の子を口説き落とすゲームです。ああ、これよかったらどうぞ。俺、さっきクリアしたから、もういらないので」

　腰を上げた歩が、篤紀の手にぽんと乗せたのは、パッケージにいわゆる〝萌えキャラ〟が数人描かれているソフト。

　髪の色がピンクやらオレンジやら緑なのはまだいいとして、やたらと胸が大きい子がいるかと思えば、小学生かとツッコみたくなるような体型の子もいる。

　さらには、イラストに吹き出しがついていて〝僕〟という一人称で何やらセリフを言っている子もいたり。

　いろいろと受け入れられない篤紀が、眉間にシワを寄せながら、手元のパッケージを眺めていると。

「社長、それより、〝バイトするかしないか〟の話を進めないと。あっくんもそんなことよりバイトのことをちゃんと考えて」

　荷物を詰め込み終えたのか、大きな鞄を玄関に置いたちえりが言う。

　歩はというと、先ほどまで座っていた位置にすでに戻っていた。

「このゲームが終わってからね。今はこっちが大事だから……わー、暴力反対」

　適当に受け流す歩に、ついに頭にきたちえりがツカツカと近寄り、歩の両頬をつねる。

　けれど、歩は無表情のままちえりを止めることもなく、されるがままに「ちぃ、痛いって。あ、やばいやばい。ほっぺちぎれそう」と普通のトーンで言っているだけ。どうやら、言葉どころかこの程度の可愛い暴力でも、歩には響かないらしかった。

『しかし……なんだろう、この疎外感は』と篤紀は押し黙る。

　ちえりから聞いていた通り、確かにこのふたりは、〝男女〟というより〝兄妹〟という言葉のほうが当てはまる。『なんだ、本当に心配する必要はなかった』とも思うのだが……。

　篤紀がわざとらしく咳払いをする。

『兄妹だろうがなんだろうが、仲良くしすぎだし、くっつきすぎだ』という注意を込めて。

　ちえりは、篤紀の希望通り歩から離れながらも、「とにかく、ふざけてる場合じゃなくて、仕事の話」と言っている。

　どうやら、先ほどの篤紀の咳払いを、『いい加減、話を進めろ』という意味に受け取ったようだ。

「社長はわざわざあっくんの意思を確認しに、ここまで来てくれたんだからね。『ちゃんと働けるなら、バイトとして雇ってくれる』って言ってくれてるんだし、どうするかだけちゃんと決めて」

　じっと見つめて言うちえりに、歩は根負けしたように諦めた表情を浮かべ、立ち上がる。そして、篤紀の前に立つと、ペコッと頭を下げた。

「多分、こいつが頭下げて頼んでくれたんでしょうけど、ご厚意に甘えさせてください。よろしくお願いします」

　ちえりのことを〝こいつ〟と言ったことにムッとしながらも、篤紀も歩を受け入れた。……こうして、歩のバイト先が、黒崎会計オフィスに決まったのだった。










戸惑いと本能




　水回りの使い方をひと通り歩に教えてから、ちえりたちは部屋を後にした。

　そして外で夕食を済ませ、篤紀のマンションに入ったのが二時間ほど前。今は、二十二時を回ったところだった。

　月に数回来ているとはいえ、相変わらず高級感溢れる外観やエレベーターホールに、そわそわする。

　部屋に入り、寝室のクローゼットの空きスペースを『勝手に使っていいから』と言われ、ちえりは持ってきた服を鞄から出す。クローゼットの黒い扉のしっかりした木の質感や分厚さに、高級さを感じながら、服を整理した。

　そして、先に風呂を済ませた篤紀と交代に、脱衣所に入り……「はぁ」と息をついた。

　熱と水分を含んだ空気のせいで、脱衣所にある大きな鏡が曇っている。あまりの広さに、最初こそ慣れなかったが、今はそこまで違和感がない。ゆったりと入れる浴槽もお気に入りだ。

　浴室も部屋も、キレイ好きな篤紀の手によって、いつも整理整頓されており、ちえりにとってはどこにいても落ち着く。

　けれど……と、浴槽に張ってあるお湯に顎まで浸かりながら、ひとつため息を落とした。

　お泊まりが嫌なんじゃない。泊まることは今までだって何度かあったし、落ち着かないというわけでもない。

　ただ……どうしても、長時間一緒にいることに慣れないのだ。もっと言えば、長時間一緒にいると、つい甘えてしまいそうになる。

　今まで、人に甘えたい気持ちを無意識に押し殺してきたちえりは、そのことに戸惑っていた。

　例えば、デートの別れ際、『もっと一緒にいたい』などと思ったり、ゴロゴロしている時に、『冷蔵庫からアレ持ってきて』などと言いそうになったりする。

　ほかにも泊まった日の翌日は、お昼くらいまで寝ていたいだとか。疲れた時や体調がイマイチな時、ご飯を作るのが面倒だから、代わりに作ってほしいとか。電球交換してほしいとか……。

　そういう怠惰から来る甘えが、つい口をついて出てきそうになるから困る。今までは、洋子たちにさえ、頼んだことはなかったのに。

　篤紀なら、なんでも受け入れてくれそうだと思っているからだろう。

　篤紀のことは信頼している。それでも、どっぷりと幸せに浸かっている状態が怖かった。今以上を望み、さらに甘えが溢れ出てきそうになるのが、怖かった。

　風呂から上がったちえりは、ドライヤーで髪を乾かしてからリビングに戻る。

　黒い革張りのソファーに深く腰かけた篤紀は、タブレット端末で何かを調べていた。

　篤紀が着ているのは、パジャマ替わりにしている、白いＶネックのロンＴに、黒いスウェット。ちえりにはスリッパを用意してくれるけれど、篤紀はいつも履かないため、今日ももれずに裸足だった。

　真面目な表情でタブレット端末を眺める篤紀に、『一体何を見ているのだろう』と不思議に思っていると、ちえりの視線に気づいた彼が顔を上げた。

「ギャルゲーがどんなもんなのか調べてみたけど、結構いろいろあるんだな」

「ああ、それを調べてたんですか。私もよく知らないんですけど、ボイス付きとかもあって、面白いらしいですね」

　キッチンに入ったちえりが「お水もらいます」と冷蔵庫を開け、ペットボトルを一本取り出す。

　篤紀の部屋のキッチンは、廊下から入って突き当たりに、冷蔵庫とパントリーが並んでいる造りで、二、三人で一緒に料理をしても問題なさそうな広さだった。

　ちえりが水をコップに注ぎ、コクコクと飲んで息をついたところで、急に冷蔵庫に影が落ちた。不思議に思って振り返れば、目の前に篤紀が立っていて驚く。『いつの間に？』と、行動の素早さにももちろんだが、距離の近さにも戸惑う。

　ちえりが思わず一歩下がると、すぐに背中が冷蔵庫にぶつかった。中で何かがカタンと音を立てたけれど……振り向けなかった。

　せっかく作った一歩分の距離を、篤紀がまた縮めたから。

　ちえりが「あの……」と恐る恐る声をかけると。

　その怯おびえるように揺れる瞳を見つめながら、篤紀が聞いた。

「最近、俺に対する態度がよそよそしい気がするんだけど、それって俺の気のせい？」

「え……」と声をもらしたちえりの顔の両脇に、篤紀がトンと手をつく。

　篤紀の両腕と、冷蔵庫の間に閉じ込められてたじろぐと、まっすぐにちえりを見ていた篤紀がふっと笑った。

「〝壁ドン〟っていうんだっけ、これ。さっきゲーム調べてたら、こういう『ドキドキさせるようなイベントを仕掛けたほうが攻略しやすい』って書いてあった」

「攻略……」

（もう攻略されているのに、今さら……）

　ちえりが戸惑ったのを見て、篤紀が話をもとに戻す。

「今の関係、もしかして嫌か？」

「え……今の関係って、つき合ってる状態のことですか？」

「そう。つき合いだしてから、たまに『どうしたらいいか分かんない』っていうような不安そうな顔するから」

　真剣な眼差しと優しい声に、ちえりは視線を落とす。

　まさか気づかれているとも、こんな風に聞かれてしまうとも思わなかったから、正直答えに困る。

　けれど……こんな風に、ごまかすこともなく、まっすぐに聞いてくるところが篤紀らしいと感じてしまう。『ああ、そうだ。こういう人だよなぁ』となんだか笑みがこぼれる。

　いつだって、まっすぐで直球で……ちえりがどんなに理由をつけて逃げ回っても、たったひと言で、用意しておいた言い訳なんて簡単に壊してしまう。そういう優しい強引さに、今も惹かれ続けていることを改めて感じる。

　ちえりは視線を上げて、篤紀を見た。

　瞳の強さで、ちえりが問いかけに答えようとしているのが分かったからか、そして、その答えが自分にとってあまりいいものとは思わなかったのか……。

　篤紀は眉間にわずかにシワを寄せ、力なく微笑む。

「仮に〝この関係が嫌だ〟って言われても、俺は変えるつもりはねぇから……なんかほかの部分で調整するくらいしか、してやれないけど」

　別れを心配して言う篤紀に、ちえりは笑って首を振り、否定した。

「違うんです。つまらないことを気にしてただけなんです。前、社長が『もっと頼れ』って言った時、『社長の優しさに甘えて頼っていたら、私はわがままでダメな女になる』って話したの、覚えてますか？」

　確か、白石出版のレセプションパーティーに出席した日だ。

　頷いた篤紀に、ちえりが続ける。

「今の私、そうなっちゃいそうなんです」

「〝そう〟って……わがままにってことか？」

「はい。今まで、おばさんたちにだって言ったことのないようなわがまま、社長といるとつい口にしちゃいそうになるんです。だから、それでどうしたらいいのか分からなくて……変な顔してたんです」

「それって……」と呟いたまま黙った篤紀は赤面し、口元を片手で覆う。

　つまり、ちえりは洋子たち以上に、自分に気を許してくれているということ。

　その事実は、篤紀にとってこれ以上ないほどに嬉しい愛の告白だ。口の端が上がってしまうのを止められない。

　もしかしたら、ちょっと過保護がすぎてウザがられているかもしれない……なんて不安になっていただけに、なおさらだ。

「社長？」と不思議そうに聞いてくるちえりに、ようやく口角の落ち着きを取り戻した篤紀が言う。

「あー……でもそれって、おまえにとってはいい傾向だろ。今まではなんでもかんでも抑えてきたんだし。前から言ってるけど、おまえはもっとほかのヤツに頼ったほうがいい。おまえはひとりで考え込むと、わりと後ろ向きになるタイプだし」

「……確かに、それは否定できませんけど」

　ちえりがムッとして口を尖らせていると、篤紀はフォローしようとしたのか、口を開きかけた。

　だが目を伏せると「あー……悪い」と謝罪の言葉を口にした。

　再びぶつかった眼差しには、熱がこもっている。

　それに気づいたちえりが驚くと、篤紀はかすかに笑った。

「悪い。今ので怒らせたなら、後でちゃんと謝るから……とりあえず、抱かせて」

　色気たっぷり言われて、戸惑ったちえりが「えっ」と声をもらす。

　けれどその声は、篤紀の唇に塞がれた。

　顎をつかんだ手に顔を固定され、そのまま唇を舐め取られ……催促するような舌に、困惑していたちえりが諦めて口を開く。すると、篤紀がふっと笑った気がして、ちえりの顔が熱を持った。

　入り込んできた舌がそれを見つけ、撫でて軽く噛み、また撫でる。口内を余すことなくなぞられると、ぞくぞくとした感覚が広がり、思考回路に霧をかけて邪魔をする。

「は……っ」と、合間にもれる吐息さえも奪うようなキスに、篤紀の服を握りしめたちえりが、そっと目を開ける。

　すると、至近距離から見つめる瞳があって、胸が跳ねた。

「ふ、ぁ……っ」

　身長差があるため、立ったままするキスは少し苦しい。それを伝えたくてもやまないキスに、『もういい加減……』と、篤紀の胸をぐっと押すと、ようやく唇が離れた。

　それにホッと息をついたのも束の間、今度は膝を割られ、ちえりがビクッと身体を揺らす。見れば、篤紀の膝が足の間に割り込んでいて……恥ずかしさに顔を上げ、抗議しようとしたのだが。

　そんなちえりを、ついに篤紀が抱きしめる。

　さらに、割り込ませた膝を冷蔵庫につき、ちえりの身体を固定した。そして、片手でちえりの色素の薄い髪を掬すくい、露わになった首筋に唇を寄せる。もう片方の手は背中に回り、パジャマ替わりに着ているロンＴの裾から、入り込もうとしていた。

　風呂上がりの素肌をすすっと撫でながら上がってくる手に、ちえりがくすぐったさから「ん……っ」と身をよじる。

「股ドンすんのも、手っ取り早く攻略する手段のひとつだって載ってた」

　耳元で言われた言葉に、一瞬なんのことだろうと考えて、『ああまだゲームのことを言っているのか』と、ぼんやりした頭で思う。それから……『やけにゲームを意識しているな』と気になった。

　だから「ゲーム、したいんですか？」と聞くと。

　篤紀は背中を撫で回す手はそのままに、割り込ませた膝をぐっと押し上げ、「興味ねぇよ」と言う。

「やっ、社長……っ」

「〝篤紀〟だろ。ふたりなんだから」

　その声に、わずかに機嫌の悪さがにじんでいる。

　……どこか意地悪なのは、怒っているから？とちえりが気づく。でも、怒っているとしても、一体なぜか分からず戸惑っていると。

「〝ちぃ〟とか〝あっくん〟とか、俺には入り込めない、って暗に見せつけられてる気がして、すげーイライラする」

　篤紀がその理由を口にした。

「しかも、なんとなくゲーム調べてたら、いろんなジャンルやキャラが出てきて、中には従兄弟っていうのもあったし、気に入らねぇ」

　不機嫌な声色で言った篤紀が、ちえりの首筋に舌を這わせてから一瞬、離れた。途端、ちえりの顎を指先で上げ、強引に口づける。

　突然の奪うようなキスに「ん……っ」と声をもらしたちえりだったが……。先ほどの篤紀のやきもちを思い出し、『まったく』と嬉しさを噛みしめながら、篤紀の首に手を回した。

　抵抗をやめ、キスに応えるちえりに、篤紀がびっくりしたのも最初だけで。そのまま深いキスを交わしながら、直に肌を触っていた手がブラのホックを外す。

　キスを続けながら、片手はそのまま背中を抱き寄せ、もう片方の手がお腹をなぞり胸に触れる。

「ん……ぁ」

　ゆっくりとした手つきに、じわじわと恥ずかしさやら何やらが蓄積されていき、背中をぞくりとした感覚が走り抜ける。

　こうなるともう、されるがままだった。

「私は……」

　胸を触る手や指、そして割り込まれたままの膝に、呼吸を乱されながら、ちえりが言う。

「私は、篤紀さんとじゃなきゃ、こんなことしませんし、してほしいとも思いません」

　頬を上気させたちえりの言葉に、篤紀は少し驚いてから、ニッと笑う。

「俺にならされたい？」

　意地悪な質問に、ちえりが篤紀を睨む。そして、言いづらそうに唇をキュッと噛んだ後、ようやく答えを口にした。

　返事が望み通りだったからか、篤紀が満足そうに微笑むものだから、言わされたことへの悔しさや恥ずかしさは、どこかへ飛んでしまう。

　無邪気に喜ぶ篤紀の様子に、まったく、とちえりは呆れ笑いをした後、抱きついた。

「私はゲームじゃないんですから。ゲームの攻略法をなぞるんじゃなくて……篤紀さんのやり方でしてほしいです」

　ちえりは、耳まで真っ赤にしながら言った。その表情を確認したくても、ちえりは恥ずかしさからか、これでもかというほど首に抱きついて離れようとしなくて……。

　そんな姿に、篤紀がふっと笑みをこぼした。

　そこにはもう、歩への嫉妬はなかった。




　翌日から、黒崎会計オフィスに、歩がバイトとして来ることになった。

　フレックス制で週に三回、始業は十一時から。終業時間は、十六時から二十時の間。その間であれば、仕事が終わり次第、帰っていい。

　大学の授業もあるだろうからと、雇用時間は歩に合わせたかたちとなった。

　歩は慣れるまでの最初のうちは、細々とした雑務を行っていたのだが、それ以外の仕事も、十日が経つ頃には、すっかり覚えていた。

　常に眠そうにしているため、最初は『本当に大丈夫か』と不安だったほかの社員たちも、仕上がってきた書類を見るうちに、そんな心配も消えていた。

　歩はもともと空いていたちえりの向かいの席に座り、淡々と仕事をこなしながら、分からない部分はちえりに聞く。

　ふたりの何気ないやり取りは、小さい頃から一緒だからか本当に自然で、見ていると若い夫婦みたいで微笑ましいのだが。篤紀の前でそんな軽はずみな発言をする社員はいない。

　そのため、歩がバイトとして働きだしてから十日間。黒崎会計オフィスは平和だった。

　しかし、歩がバイトをし始めてから十一日目。

　コピー機の前に立ち、目を伏せてぼんやりした歩が何気なく言った言葉から、会話はおかしな方向に向かっていった。

　Ｂ５用紙をテンポよく排出するコピー機の音が、かすかに響くオフィス内。

「ちぃとは仲良くやってるみたいですね」と言う歩に、書類に目を通していた篤紀が、顔を上げるわけでもなく答える。

「まぁな」

『おまえほどじゃないけどな』などという嫌味も、返事の選択肢には入っていたのだが、さすがに大人げないかと却下する。

　今の篤紀は機嫌がいい。ちえりとプチ同棲を始めてから、篤紀の機嫌がいいのは、社員みんなが分かっていることだった。

　綾子や下田を含め、ほかの社員たちは、各々デスクに向かいながらも、始まったふたりの会話に耳を傾けていた。

　当のちえりはというと、郵便局までお使いに出ているところだった。

　今、歩がしている作業は、書類のコピーと、下田が打ち出した書類を一部ずつまとめるというものだった。コピー機の上でまとめながら歩が話す。

「まぁ、ちぃは真面目だから、イベント何回か仕掛ければ簡単にオチそうですけど」

「イベントって……壁ドンとかのか？」

　思い当たる節があるだけに変な間を空けて聞いた篤紀に、歩は「ああ、そういうんじゃなくて」と続ける。

「下校イベントとか、季節イベントとか、行事関係とか。そういうの一緒にこなすと好感度がぐんぐんアップしていって、成功率が上がるんです。逆に、好感度が低いままむやみに壁ドンなんかしたら嫌われておしまいですよ。特にちぃみたいな真面目なタイプは」

　と説明する歩に、十日ほど前のアレはセーフだっただろうか、と一瞬心配になった篤紀だが。『いや、そもそも好感度とか言ってる段階でもないし』と、すぐに不安を消し去った。

　そもそもふたりの関係はゲームじゃないし、ちえりだって『篤紀さんのやり方でしてほしいです』と言っていたし……。

　考えたところで顔がニヤけ始めるから、頬杖をつくフリをして口元を隠す。

「っていっても、相手から誘ってきてくれるかどうかってところがあるので、こちらからは機会をうかがいつつ、待ってるだけってことが多いですけどね」

　淡々と言う歩に、「よく分かんねーけど面倒くさそうだな」と篤紀がダルそうな声で言う。

　そんな篤紀に、歩はわざとらしく笑う。

「はは。俺の〝義弟おとうと〟は短気だなぁ」

　一瞬、歩の言う〝義弟〟が誰を指すのか、オフィス内にいる社員全員が疑問に思ったのだが。

　誰も疑問を解けないうちに、眉間にシワを寄せた篤紀が口を開いた。

「誰が義弟だよ。たとえ俺とちえりが結婚しても、俺はおまえの義弟にはなんねぇぞ」

「気持ちの問題ですよ。俺、ちぃのことをまるで本当の妹のように可愛がってるんで」

「世話かけてるだけのくせに、よく言うな」

「まぁ普通に考えてくださいよ。法律上はどうだろうが、実際の関係性は義弟が正しいでしょ。まったく駄々こねちゃって仕方ないな」

　ハハッと感情の抜けた笑みを浮かべる歩に対して。

「おまえ本当にいい加減にしとけよ。俺はちえりみたいに、可愛くほっぺつねるだけじゃ、すまさねーからな」

　篤紀は声を荒らげ、怒りをにじませる。

　ふたりの会話に、社員たちはようやく〝義弟〟が篤紀のことだと気づく。

　ちえりと歩は同い年で、誕生日で言えば数日だが歩のほうが年上だ。ふたりの兄妹のような関係性からすると、ちえりと篤紀が結婚したら、歩と篤紀は義理の兄弟となり……その場合、篤紀が弟ということになる。

　なるほど……と納得した後で、『それはまたいろいろ問題がありそうだな』と判断した社員たちが、苦笑する。

　そんな様子を気にもせず、歩は「はは」と軽く笑っただけで、話をもとに戻した。

「で？　イベントの何が面倒なんですか？」

「そんな、下校だとか行事だとか、わざわざ待ってないといけないんだろ？　俺には無理。好きな時に一緒にいたいし、いちいちそんな待てない」

　そう答えた篤紀が、顔を上げる。そして、それに気づいた歩が目を合わせるなり、「あと、ちえりのことバカにすんな」とだけ言い、視線をもとの書類に戻した。

　歩は、そんな篤紀の横顔を眺め、『でも事実だしな』と思い、「本気でオチると思ってますけど」と口にすると、篤紀が手を止めた。

「だって、社長、すごい過保護ですよね。それって、ちぃを信じてないからでしょう？俺がいるからって自分の部屋に囲い込んだのだって、ふたりきりにしたら俺に気持ちが揺らぐかもしれないって、不安だったからでしょ？」

　顔見せに篤紀が来た夜。

　当たり前のようにちえりを連れていく姿を見た時には、何も言わなかったが、『従兄弟の自分相手にそこまで心配するか？』と正直思った。

　しかも、自分たちは、ほぼ兄妹のようなものだし、そのことは、篤紀もきっとちえりから聞いているだろうに……と。

　そのうえでそこまで心配するのだから、『ちぃをよほど信頼していないんだなぁ』と思ったのだが。『まぁでも、確かにちぃが相手じゃ、そうもなるか』と考え直す。

「ちぃは真面目だし優しいし、相手の気持ちや立場を優先させるから、例えば俺が弱り切って泣いて頼み込めば、社長と別れて俺とつき合うと思いますよ。だからまぁ、社長が過保護になるのも分かりますけどね」

　歩が書類をホッチキスで留めながら言うのを、篤紀は黙ったまま聞いていた。

　確かにちえりにはそういう部分がある。

　いつだって、ちえりの基準は相手の幸せであって……篤紀の、幸せであって。

　そのうえ、義理堅いし、優しすぎる部分もある。人のことばかり優先して、自分の気持ちはいつだって後回しだ。

　だから、歩の言葉は全否定できるものではない。

　……けれど。

「おまえが泣いて頼み込んで、ちえりが『自分がついててやらなきゃ』って本気で思ったら、あいつは確かに俺に『別れたい』って言うかもしれない」

「ほら……」

「でも、それだけだ。たとえ俺と別れても、おまえとはつき合わねぇよ。そばにはいるかもしれないけど、つき合わない。その辺のけじめはちゃんとしてる」

　ハッキリと言い切った篤紀に、今度は歩が黙る。

　そしてパチパチとホッチキスで留める作業を続けながら「……じゃあ、なんであんなに嫉妬ばっかしてるんですか？」と静かに聞いた。

　篤紀は『当たり前だろ』とでも言うように笑う。

「そんなん、気に入らないからに決まってんだろ。ちえりをどんだけ信じてたって、ほかの男とふたりきりだなんて、普通気に入らねーだろ」

　書類を見ながら「それだけ」と言った篤紀を歩が眺め、ハハッと笑いを吐き出す。

「社長って、本当、〝社長〟って感じですね。横暴で」

「あ？」

「心配しなくても、ちぃにイベント仕掛けたりしませんよ。俺にとっても、ちぃは家族だし。現実世界でイベントとか、まず面倒くさいし、その前にバカじゃないんですから」

　呆れたように言う歩に、十日前、〝壁ドン〟だ〝股ドン〟だと言って、いろいろした自分を思い出す。返す言葉も見つけられない篤紀が、視線を書類に戻すと。

「ただいま戻りましたー」

　明るい声がオフィス内に響いた。

　そして、歩のデスクの上では、洋子からの着信に、彼のスマホが震えていた。










満たされる心




　歩が家を追い出されてから、期日の二週間まであと三日となった今日、洋子から歩に連絡が入った。フライングの理由は、どうしても心配で我慢できなくなったかららしい。

　それを聞いて、『洋子らしい』とちえりは笑う。

　歩は、今までのぐうたら生活の謝罪と、『心配しなくても、ちゃんと働くから』ということを伝えた後、「これで母さんたちのフラストレーションも、抑まったかな」と少しだけ笑った。

　ということで、歩は翌日家に戻ることになった。自動的にちえりも篤紀の部屋を出ていき、二週間弱の同棲ごっこも幕を閉じることとなる。

　中谷家騒動が無事終結したことを話すと、篤紀が「よかったな」と笑ったので、ちえりもそれに頷いた。

　仕事も、『歩本人が望むなら、本採用してやる』と篤紀が言うものだから、ちえりも喜んで歩に伝えて……そして。

「思っていたより長居になっちゃってすみませんでした。明日の朝、荷物を持ってオフィスに行って、そのまま帰りますね」

　寝室でクローゼットの中から服を取り出していたちえりが、リビングに繋がるドアから顔を覗かせて言うと。

　ソファーに座っていた篤紀が立ち上がり、寝室へとやってくる。そして、ちえりの隣に立ち、荷造りを手伝いながら「俺はこのままでもいいんだけど」とボソッと言った。

「そういうわけにはいきません。私も部屋空けるのは心配ですし。あ、週刊誌、まとめておいたので、月曜日に出してくださいね」

　篤紀は潔癖症の一歩手前の症状を持つくせに、週刊誌の整理だけはきちんとできない。

　そこで篤紀が風呂に入っている間にちえりがまとめて、玄関に移動させたのだ。

「今週の分と先週の分は、もとの場所に置いてありますから」

「あれ、結構たまってたろ。ああいうのまとめるの苦手だから、わりと放っておいてたし」

「篤紀さん、全部キレイにしてるのに、『雑誌まとめるのは苦手なんだなー』って思って……なんか、知らない部分見つけて楽しかったです」

　篤紀から受け取った服を鞄に入れながら笑うちえりに、篤紀がバツが悪そうに笑う。

「まとめてくれんのは助かるけど、運んだりするのは俺がするから。重かったろ」

「あれくらい大丈夫ですよ」

　ちえりがクスクスと笑いながら「そんなだから過保護だって、みんなに言われるんですよ」と言うと、篤紀が口元を緩める。

「別にいいんじゃねーの。言わせとけば。俺はどんなに過保護だなんだって言われても、俺のしたいようにするし。おまえにさえ嫌がられなきゃそれでいい」

　平気な顔をしてサラッとそんなことを言う篤紀に、ちえりが驚いたような視線を向ける。

（……本当に、この人はいつもそうだなぁ）

　いつだって、何よりも自分を大事に考えてくれて、ほかはどうでもいいと言う。それを突き通してくれることが、素直に嬉しい。

　嬉しいから、何か自分も――。

「ちえり？」

　思わず手を止めて考え込んでいると、不意に名前を呼ばれた。ハッとしながらも、不思議そうに見てくる篤紀に、「なんでもないです」と笑って、最後の服を詰め込んだ。

　ジジッとファスナーを閉めてから立ち上がり、それを部屋の端に置く。

　それから、『そろそろ寝ますか？』と振り返ろうとして……それより先に、篤紀に後ろから抱きしめられた。

「どうかしました？」

　同棲ごっこを始める前から、篤紀は頻繁にちえりの部屋に寄っていたし、その逆もあった。そうして部屋で過ごす中で、篤紀がこうしたスキンシップをよくすることは分かっていた。

　だから、抱きしめられたくらいでは、ちえりも目に見えては動じない程度に、慣れてはきたのだが。

　それでも、内心では未だにドキドキする胸を隠しながら聞くと。

　篤紀はちえりの頭に頬を寄せながら言う。

「さっきの。冗談じゃなくて、俺は本当にこのままでもいいんだけど。いや、むしろ、このままがいいんだけど」

　ギュッと抱きしめて言う篤紀に、ちえりが戸惑いながら口を開く。

「このままって、〝一緒に住む〟……ってことですか？」

「そう。ここでふたりで住むのは狭いって言うなら、別の場所に引っ越しても――」

「ここで充分ですっ。家族で住める広さじゃないですか」

　ちえりが呆れたように言ってから黙ると……。

　返事を急せかすことになっても嫌だと思ったのか、篤紀も黙った。

　正直、ちえりが自分と住んでくれるとは、思っていない。『結婚前に同棲だなんて』と思われそうな気もするし、第一、同棲するとなった場合、洋子たちへの報告だって嫌がりそうだ。

　それに、ちえりは『自分の生活は、自分でどうにかしたい』と思っている。

　この部屋の家賃は、バイトのちえりからしたら、折半したって払える額じゃない。一緒に暮らすとなれば、そこは篤紀に甘えることになる。

　収入の違いがあるのだから素直に甘えればいいと思うし、そこで浮いた家賃分を弟の慎一の授業料なりなんなりに、あててくれればいい。

　しかし……ちえりはその辺で甘えてくれる性格ではない。

　本当なら、これでもかというほどに、それはもう周りが引くくらいに、でろでろに甘やかしてしまいたいのだが。誕生日やクリスマスのプレゼントでさえ金額の上限を決めてくるので、その夢は一生叶えられそうもない。

　それでも希望を捨て切れずに、機会をうかがい続けてもう二年半が経つのだから、自分も諦めが悪いと、篤紀は自嘲する。

　後ろから抱きしめているから、篤紀からちえりの表情は見えない。

　けれど、おそらく困らせているだろうから、〝嘘〟だと、さっきのわがままを引っ込めるべきだ。そう思い、篤紀が口を開こうとした瞬間。

「二ヶ月、考えさせてください」

　そんな声が聞こえた。

「え？」

「うちのアパート、数ヶ月分ならまとめて家賃払えるんです。毎月だと振込手数料がかかっちゃうから、私も三ヶ月分いつもまとめて払ってて、今も十二月分まで払ってある状態なんです。次の支払いは十二月末なので……それまでに考えておきます」

　絶対に断られると思っていただけに、驚いて言葉を失っていると、ちえりが照れ隠しなのか、怒ったような口調で「この二週間、私だって、楽しかったんですからね」と言う。

　その可愛らしさに、篤紀がたまらず笑みをこぼした。

「なんで笑うんですか……」

「だっておまえ……なんでそんな怒ったように、可愛いこと言うんだよ」

「別に怒ったわけじゃなくて……ただ恥ずかしくて」

　ごにょごにょ言うちえりの顔に、篤紀は手を添え、自分のほうを振り向かせる。

　そして――。

「今の、すげーキタ」

　そう言いながら唇を合わせた。

　後ろから覗き込まれながらされるキスが苦しくて、ちえりは眉根を寄せてしまう。

　それに気づいたのか、篤紀がちえりの肩をつかんだままグイッと押した。

　数歩後ろによろめくと、膝裏に何かがあたり、そのまま尻もちをついてしまう。

「わ……っ」

　覚悟していたよりも衝撃がだいぶ小さかったのは、そこがベッドだったからだ。

　後ろに手をつくかたちになったちえりがハッとして見上げれば、そこには膝をベッドにつく篤紀の姿があった。ギシッ……と軋んだベッドと妖美に微笑む篤紀に挟まれ、ちえりの顔がかぁっと赤く染まっていく。

　すぐに再び重なった唇が割られ、舌が入り込む。そして、そのまま静かにベッドに押し倒された。頭を抱えるようにして丁寧に押し倒す篤紀の優しさに、胸がキュッと締めつけられる。

「ん……」

　服の裾から入り込んだ手が、素肌をじらすように撫でながら上がり、同時に服をまくり上げていく。胸のあたりまでが少しだけひんやりとした空気に触れ……明かりをつけっぱなしだということに気づく。

『消してほしい』と頼もうとするも、キスをやめない篤紀に、うまく伝えられない。

「篤……ふ、ぁ……っ」

　それでも、篤紀の手が下のスウェットを脱がしにかかったのに気づき、抵抗を大きくすると。

　気づいてくれたのか、篤紀がキスを続けながら、ベッドボードにある照明のリモコンに手を伸ばす。そして明かりを落とすと、もとの場所に戻すのももどかしいとばかりにリモコンを雑に投げ捨て、スウェットをちえりの足先から抜いた。

　開けっぱなしのドアから、リビングの明かりだけが寝室に入り込む。

　薄暗く、視界が暗くなった分、衣擦れや吐息の音、キスの合間に立つわずかな水音が際立ち、ちえりの気持ちを煽っていく。

　キスをやめた唇が、脇腹あたりに触れ、ちえりが小さく身体を揺らす。覗かせた舌で強めになぞられ思わず声をもらすと、篤紀に笑われ、余計に身体に熱がこもった。

　こういう時に必ず感じる矛盾が、今回ももれずに湧き上がり、ちえりが悔しさから歯を食いしばる。

　こっちはただただ恥ずかしいのに、篤紀の余裕のある笑みを見ると、カッコいいと思ってしまう。篤紀がこうした満足そうな笑みを浮かべるのは、必ずといっていいほど、ちえりが我慢できずに声をもらしたり、反応を示したりする時。

　本来であれば文句のひとつも言ってやりたいのに……そんな顔を前にしたら、何も言えなくなってしまう。

　惚れた弱味みたいなものを実感して、そのたびに、文句の代わりに精一杯睨みつけているのだが。

　すると篤紀は「煽ってんのか？」などと艶っぽく笑い、自らの唇を舐めたりするのだから、見せつけられる色気に、どうしていいのか分からなくなる。

　ホックを外されたブラがずり上げられ、直に胸に触れられる。

　そこまで大きくない胸は、触っていてもそんなに面白くないんじゃないかと毎回思う。けれど、わりとしつこく触ってくるから、そのうちに考える余裕はいつも通りどこかに飛んでいた。

　ただただ大きな手のひらや指先、熱い舌に翻ほん弄ろうされ、息が上がっていき……こうなるともう、思考回路はあってないようなものだ。

「は……ぁっ」

　膝を割り撫で上がってくる手を感じ、恥ずかしいと思いながらも、作り出される快感のほうを優先させてしまい、それしか感じなくなっていく。

「ん、ぁ……っ」

　ゆっくりと、まるで楽しむように身体を高められ、自分ばかりが翻弄されていて嫌だとも思うのだが。

　余裕をなくした表情で自分を組み敷く篤紀を見れば、悔しさもどこかへ消えていく。何かに耐えるように寄せられた眉に、必死な瞳。それに、乱れた熱い呼吸。

　余裕の笑みも好きだけれど。余裕をなくしている篤紀もたまらなく好きで……ちえりは、伸ばした手を篤紀の背中に回し、抱きしめる。

　耳元で名前を呼ばれたと同時に、体温が溶け合って、必死に篤紀の背中にしがみついた。




「そういえば」と篤紀が言いだしたのは、行為が終わり、ひと息ついたところだった。ペットボトルの水を渡し、ちえりに飲ませた後、自分もそれを飲んでベッドに腰かける。

　上半身を起こしているちえりの横で、篤紀が続ける。

「前、途中になってた話、まだしてなかったけど」

「途中……なんでしたっけ？」

「ここに来た初日に、おまえが言ってた話。俺に対して『甘えが出そうになる』だとか、そういう」

　またひと口水を飲む篤紀を眺めながら、ちえりが「ああ……あれですか」と、まだどこかぼんやりした頭で答える。

　男らしい喉仏が、ごくりと音を立てて動くのが、なんだか色っぽい。さっきまでこれ以上ないほどくっついていたというのに、そんな感想を抱いてしまった途端、恥ずかしくなるのだから不思議だった。

『上半身裸でいるのが悪い』と篤紀を責めてみるものの……考えてみれば、自分もロンＴを着ただけで、下は下着しかはいていない。

　これでは篤紀を責められないと思い、布団を胸の前までかぶったまま、自分のスウェットを視線で探す。

　ベッドの上には見当たらないので、床に落ちているのかもしれない。

　いくらこういう関係になったからといって、下着しかはいていない状態で篤紀の前をウロウロするなんて、恥ずかしすぎる。さっき、篤紀が水を取りに行った時に、探してはいておけばよかった、と息をつく。

　それを見ていた篤紀が笑っているのに気づき、「なんですか？」と聞けば、篤紀は「した後、おまえいつもぼーっとしてるから可愛くて」と、愛しそうに目を細める。

　恥ずかしくなって、布団で口元まで隠したちえりに、篤紀は微笑んだまま言った。

「俺はちえりにわがまま言われれば、嬉しいって思うし……だから、それでいいんじゃないかって思うんだけど、それじゃダメなのか？」

「え……」と小さな声をもらしながら顔を上げれば、真面目な顔でこちらを見る篤紀と目が合う。

「おまえは、なんかいろいろ考えてるみたいだけど……。ちえりが俺に気を許してくれてるって分かると俺は嬉しいし、だったらおまえも何も考えなくていいんじゃねーの？　わがままがもれそうで嫌だ、みたいなこと言ってたけど、それを俺が嬉しくて喜んでるんなら、問題ないだろ？」

『何か問題あるか？』とでも言いたそうな顔で言う篤紀に……ちえりはしばらく黙った後、ふっと笑みをこぼす。

「本当に篤紀さんは、〝社長〟って感じの人柄ですね」

「それ、中谷にも言われた」

「私とあっくんだけじゃなくて、きっと、オフィスの人みんな思ってますよ」

「俺がどうのって話じゃなくて、おまえらがなんでもごちゃごちゃ難しく考えすぎなんだよ」

「でも……私はそういう風にしか考えられないんです」と言ったちえりが、篤紀を見る。

「さっきの同棲の話も……家賃とか、折半してもらったって、私のバイト代じゃ到底払えませんし。篤紀さんが『それでいい』って言ってくれても、どこか引っかかっちゃうし」

「そこは俺も『多分、引っかかるだろうな』って気がしてた。てっきり断られると思ってたから、考えてくれるって聞いて驚いた」

「『篤紀さんのために何かしたい、返したい』って思ってたから。『私にできることなら』って……。でも、篤紀さんのお願いっていっても、一緒に住むのは私の希望でもあるし、結局甘えるかたちになるだけで、なんか納得いかないんですけど」

　そう口を尖らせるちえりに、篤紀が笑う。

「俺は、ちえりが一番大事だから。俺の望み叶えたいんなら、おまえが自分を甘やかしてくれんのが、一番手っ取り早いんだよ」

　情けないような、困っているような、そんな笑みを浮かべる篤紀を、ちえりがじっと見つめる。

　薄暗い中でも篤紀の瞳が優しく細められていることが分かった。

「それで、素直なわがままを、安心して俺に言うようになってくれるのが、俺の一番の望み。俺は、ちえりにとってそういう存在になりたい」

　そこまで言った後、篤紀が「でも」と目を伏せる。

「それを強要したいわけじゃねぇんだ。正直、わがまま言って甘えてくれればいいけど、俺がどう言ったって変わらないんじゃねぇかなとは思ってる。……でもそれがおまえなんだし、そこは本当、そのままでいい」

　篤紀は穏やかな微笑みを浮かべたまま、目を伏せて黙る。

　その横顔をちえりがじっと見つめていると、不意に篤紀と視線がぶつかる。

　その瞳に優しく笑いかけられて、ちえりの胸が静かに跳ねた。

　我慢しなくていいだとか、もっと素直に甘えてくれていいだとか。そんな言葉は、今までいろんな人からかけられてきた。洋子たちはもちろん、友達にも。綾子やほかの社員にだって。

　けれど、素直に甘えられない性格は簡単には直らない。優しい言葉は嬉しいのに、なんでこうなんだろうと自分を責めることしかできないでいた。

　だから、篤紀に『そのままでいい』と認められて……ちえりの胸の中がじわりと熱を持つ。ちえりはふっと笑みをこぼして言った。

「そんなだから、〝過保護〟って言われるんですよ」

「言わせとけ。俺とおまえがいいなら、ほかなんかどうでもいい」

　ふん、と鼻で笑う篤紀の横顔を眺めながら、『本当に、うらやましいほどに自分本位だなぁ』と笑ってから、そういえば……とちえりがあることを思い出す。

「篤紀さん。わがまま言っていいですか」

　驚いた表情を浮かべた篤紀は、嬉しそうに微笑んで「もちろん」と頷きながら、ちえりを右手で抱き寄せる。

　こめかみのあたりに唇を押しつけながら、「何？　わがままって」と聞くと。

「私のスウェットのズボン、取ってください」

　思っていたのとは、だいぶ違うわがままが告げられ、篤紀が眉をひそめて黙る。

　不服そうにしているのが雰囲気で分かったのか、ちえりが言う。

「私にわがまま言われるの、嬉しいって言いましたよね？」

「いや、そうだけど、今のはわがままでもなんでもねーだろ。ほかにないのか？　なんか可愛い感じのわがまま」

　おでこや鼻先、頬にキスをしながら、篤紀が言う。

　ちえりがくすぐったさから笑いながら「あるとしても、今一番のお願いはそれなので」と言うと。篤紀は「んー、そういうのはちょっと」と、却下した。

「いや、取るのは全然いいんだけど」

「だったら……」

「でも、はいたところでまたすぐ脱がすし」

　耳にキスしながら言われた言葉に、キョトンとしたちえりが「……え？」ともらす。篤紀はニッコリ微笑んだ後、ちえりの顎をくいっと上に向かせ、そのまま口づけた。




　翌朝、仕事をしながら、ちえりが「ふぁ」と欠伸あくびを口の中で噛み潰していると、目ざとい綾子に隣からニヤニヤと笑われる。

「今日からアパート帰るんだものねー。そりゃあ社長だって、昨日たっぷりいちゃいちゃしちゃうわよねー」

「ち、違います……っ」

「まぁ、高瀬がどれだけ全力で否定したところで、あれだけ機嫌よく仕事してる社長見れば、丸分かりよね。週刊誌、開こうともしないじゃない」

　ぼそりと言う綾子の隣で、ちえりはからかわれた仕返しの意味も込め、「社長、言われてますよ」と堂々と告げ口するも。篤紀は本当に機嫌がいいようで。

「言わせとけ」

　注意するわけでもなく、鼻歌交じりに書類に目を通す。そんな様子に「ほら、社長は昨日いちゃいちゃしてましたーって、認めてるじゃない」と綾子が笑うと。

　ちえりの向かいの席で、ぼんやりとそのやりとりを聞いていた歩は、ぽつりと言う。

「まったく、仕方のない妹と義弟だな」

　篤紀は、綾子に言われてもまったく気にしていなかったくせに、歩のこの発言に対しては、ちえりが告げ口するまでもなく、鋭い視線で対抗する。

　プルルルル……と鳴った電話のコール音が、まるでゴングのように聞こえた。

「ああ？　今、なんて言った？」

「またそんな怖い顔しちゃって。ちぃに嫌われますよ」

「おまえにそんな心配されなくても、ちえりはちゃんと俺を――」

「社長、白石出版からお電話が……」

　受話器を片手に言う下田に、篤紀が「後で折り返す！」と怒鳴るように言うと、下田は引きつり笑いを浮かべつつ、それを丁寧な口調で電話口で告げた。

　それを聞いていた歩が、「白石出版……」と少し考えた表情を浮かべた後、「ああ」と思い出したように言う。

「ちぃを愛人にしようとしてる、例の社長さんのとこですか」

「どうせまたどっか行った土産持って、ちえり見たさにここに来るつもりだろ。この間だって、『ちえりは席外してる』って言ったら、土産置いて即行で帰ったし。どっか旅行するたびに、わざわざ土産なんか買ってきやがって……」

「すごい頻度で旅行に行くんですね。こないだお土産持ってきた時から、まだ二週間くらいなのに」

「ちえりに土産用意するために、行ってんじゃねーの」

　篤紀がボソッと言うと、歩は「あー、なるほど」と納得したように言う。

「そんな考え、俺にはなかったです。なるほど、そういう……やっぱり金持ってると、どっかしらおかしくなるもんなんですかね」

「なんで俺を見ながら言うんだよ」

「『人と話す時は目を見て話しなさい』って幼稚園の時、先生が」

「へー。目上の人には敬意を払えってことは、教わらなかったのか？」

「やだなー。払ってるじゃないですか」と、ハッキリした棒読みで言った歩に、篤紀が「どこがだっ」と顔をしかめる。

「おまえ、本当にいい加減、ほっぺ引きちぎるからな。あと、俺と白石さんを一緒にするんじゃねぇ」

「……社長、もう少し言葉を慎んだほうが」

　確かに、白石の態度はあからさますぎるし、篤紀が怒るのも無理はないのだが。それにしたって……言葉が悪い。

　そう思ったちえりが一応注意すると。篤紀はふてくされたような顔をして、「白石さんの前では、ちゃんとしてんだろ」と答える。

　すねたように言う篤紀を、歩が「はは、仕方のない義弟だなー」と余裕たっぷりにからかうものだから、一瞬、オフィスがシーンとし……。

「〝義弟〟はやめろって言ってんだろっ」と、ムキになって立ち上がった篤紀に、ちえりと綾子、そして社員たちが各々顔を見合わせ、苦笑いする。

　篤紀本人こそ気づいていないが、歩が篤紀に懐いているのは一目瞭りょう然ぜんで、繰り広げられる会話は、たまにハラハラするものの、見ていて微笑ましかった。

「あれ、待てよ。義弟ってことは、もしかしたら、正月は俺が社長にお年玉とかあげる感じですか。まいったなぁ」

「誰がおまえなんかにもらうかっ。大体、お年玉とかそんな歳じゃねーだろ」

「まぁ、可愛い義弟のためだしな。仕方ない」

「おまえ、本当いい加減に……」

「ほら、社長。あっくんにからかわれてないで、早く仕事してください。今日は新しい社員さんの面接もあるんですから」

　ちえりに止められた篤紀が、渋々黙った後、ふんと鼻を鳴らす。

　マスコットキャラクターにしては可愛げのない篤紀と、そんな篤紀にでろでろに溺愛されているちえり。そして、いつか義兄になるかもしれない歩……そんな三人をそれはそれは温かく見守る社員たち。

　黒崎会計オフィスは、今日も騒がしいが笑顔に満ちている。
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あとがき




　こんにちは。ｐｉｎｏｒｉです。この本を手に取り、あとがきまで目を通してくださり、本当に嬉しく思います。ありがとうございます。

　この作品は、篤紀がちえりの手を取り、あるセリフを告げるシーン（※）が書きたいという思いから、考え始めたものでした。ヒーローの溺愛話……と考えているうちにそのシーンが、漫画のひとつのカットみたいに浮かび、そこに繋げるためには、キャラやストーリーをどうすればいいだろうと、そこから始まったお話でした。

　篤紀の溺愛ぶりを描きたかったので、一人称ではなく、三人称で書いてますが、実は、小説サイト『Berry's cafe』で執筆し始めてから、初めて三人称で書いた作品でした。なので、文庫化のお話をいただいた時には、「三人称ですし、大丈夫でしょうか……？」と弱音から入りながらも、やはり嬉しさが上回り。喜んでお話を受けさせていただき、今回の文庫化となりました。こんな素敵なお話をいただけたのも、ベリーズカフェで読んでくださった方々のおかげです。ありがとうございます！

　さて、サイトにあるものから結構修正してはいるのですが、その中でも一番大きな変化は、知也の登場かなと思います。編集作業中、読み返してみたらなんだか話が詰まりすぎている気がして。ページ数に余裕があるということを聞いていたので、じゃあ息抜き用にひとり投入しよう、と思い、生まれたキャラが知也でした。

　基本的にちえりはもちろん、なんだかんだと篤紀も真面目なので、そこを壊してくれるような性格のひねくれたキャラにしたつもりですが……皆様の目にほんの少しでも好意的に映ってくれていたら幸いです。

　そして、書き下ろしでは歩を書かせていただきました。ほぼ兄妹のようでありながら、でも篤紀にとってはどこか油断ならない存在の歩。そんな歩と篤紀をきちんと仲良く（？）させることができ、よかったです。

　今回、この作品に再び向き合い、歩や知也まで書く機会をいただけたこと、本当に幸せに思っております。文庫化にあたり、ご協力いただいたスターツ出版様。担当編集の額田様。私の頭の中にあったままのふたりを表紙に描いてくださった、椎名菜奈美様。そして、読者様。この作品に携わってくださったすべての方に、言葉にはできないほど感謝しております。本当にありがとうございました。
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